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2022年度 第 41回女性交流集会 
 と き  2022年 1月 22日（土） 

  WEB開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

自治労北海道本部女性部 

みなさん、知ってますか？？ 
答えは表紙のウラを見てね！ 



【日 程】 

 

１０：００  開会、主催者あいさつ、来賓あいさつ 

１０：２５  講演「『介護者のロードマップ』 

           ～仕事と介護を両立するために～」 

        講師 NPO 法人UPTREE 代表理事 阿久津 美栄子さん 

１１：４５  昼食休憩 

１３：００  道本部提起 

１３：２０  分散会（休憩時間含む） 

１５：１０  分散会報告 

１５：４０  まとめ 

１６：００  閉会 

 

≪ZOOM詳細≫ 

◆URL：https://zoom.us/j/93585873451? 

◆ID: 935 8587 3451     ◆パスワード：821964 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙の答え 

①風のハッピ（じちろう共済キャラクター） ②はっちぃ寅年 Ver.（道北地方本部女性部キャラクター） 

③鬼木まことさん（第 26 回参議院議員通常選挙自治労組織内候補予定者） 

④ピットくん（こくみん共済 coop キャラクター） ⑤ロッキー（ろうきんキャラクター） 

12 月から４月は… 

『女性のはたらく権利確立運動強化月間』 

２０２２月間スローガン 

『ワタシ』は『ワタシ』 
～多様性を認め合う職場をめざして～ 



 

 

2022年度女性交流集会の開催にあたって 
 

【はじめに】 
  

1945年、新しい憲法のもとで平等が謳われ、女性にも参政権が付与されました。1985年には女

性差別撤廃条約が批准され、「男女雇用機会均等法」「男女共同参画社会基本法」「女性活躍推進法」

の施行など、法整備がされてきました。しかし、2021年３月に世界経済フォーラム（WEF）が発

表した「ジェンダーギャップ指数2021」では、日本は156カ国中120位と、主要先進国の中では

圧倒的最下位となっています。経済（117位）・政治（147位）分野が特に低く、パートタイムの

職に就く割合の高さや女性管理職の少なさ、女性の政治参加の低さが大きな要因となり、日本が世界

各国に比べ男女平等についての取り組みが大きく遅れていることが表れていると考えられます。 

2020年12月に閣議決定された「第5次男女共同参画基本計画」では、2025年までに達成をめ

ざす成果目標が設定されています。国家公務員の男性の育児休業取得率は、2020年度が29.0％（目

標値30％）であるものの、各項目における目標達成までの道のりは、まだまだ遠い状況です。 

 国税庁が発表した「2020年民間給与の実態調査」によれば、正規労働者の年間平均給与が男性

550万円、女性384万円、非正規労働者においても、男性228万円、女性153万円となっており、

大きな格差が存在しています。これらは、「女性は家事・育児、男性は仕事」という根強い固定的性

別役割分担意識のなかで、女性労働者の賃金は家計の補助的なものとして位置づけられていることに

よるものです。日本の男女間の賃金格差や女性の人権などについては、国連の女性差別撤廃委員会か

ら再三「勧告」が出されています。「同一価値労働同一賃金」に基づき、男女間の格差をなくす運動

を展開していかなければなりません。 

厚生労働省「2020年版働く女性の実情」によると、女性雇用者数は2,703万人で雇用者総数に

占める割合は45.3％となりました。しかし、女性の非正規率は54.4％と、男性の22.1％に比べる

と著しく高く、非正規労働者全体では７割近くを女性が占めています。「2021年版厚生労働白書」

では、コロナ禍において、非正規雇用、特に「女性」と「宿泊・飲食業」等の特定の業種で雇用者数

が顕著に減少したことが報告されました。女性が多くを占める非正規労働者が「雇い止め」や「解雇」

しやすい「雇用の調整弁」にされているからだと考えられます。 

総務省の調査では、自治体で働く会計年度任用職員等は2020年４月現在で69.4万人と、2016

年調査から5.1万人増加しています。そのうち短時間勤務が多くを占め、処遇にも大きな差が出てい

ます。職場によっては非正規職員の割合が５割を超えているところもあり、正規職員と同じ行政サー

ビスの担い手として業務にあたっていますが、均衡・均等待遇にはほど遠い状況といえます。国家公

務員における非常勤職員については、不妊治療休暇や育児休業等に関する制度整備が2022年１月か

ら順次施行されています。自治体においても、常勤職員との均衡がはかられるよう、総務省が示す制

度内容を最低限とし、さらなる制度拡充を求めていかなければなりません。会計年度任用職員等で働

く仲間の多くは女性であることから、職場改善実態調査や集会などを通じて仲間の声を拾い、反映さ

せる取り組みを進めていく必要があります。 

 私たちは生活と仕事の両立がはかられ、男性、女性問わず、誰もが安心して健康で働き続けられる

職場づくりを実効あるものにしていくために、労働組合として職場の課題を共有し、女性活躍推進法

や次世代育成法による事業主行動計画の活用や実施状況の確認など、具体的な取り組みから改善要求

につなげていかなくてはなりません。 

女性が働き続けることは基本的人権であり、健康で差別なく働き続けることのできる職場づくり

にむけた運動を強化していくため、道本部女性部は12月～４月までを「女性のはたらく権利確立運

動強化月間」と位置付け、女性の集まる場、課題共有、解決するための取り組みを追求します。 

自治体関連職場で働く私たちは、誇りをもって公共サービスが担えるよう、労働組合に結集し、

社会の仕組みを充実させていかなくてはなりません。 
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【集会の目的】 

 

 道本部女性部では、12月から４月までを「女性のはたらく権利確立運動強化月間」と設

定し、女性組合員が学習・交流する場として、今集会を継続して開催してきました。 

この月間で取り組まれる単組・総支部の女性の集まる場において出された問題を共有化

し、課題解決にむけ、基本組織や青年部と連携しながら、202２国民春闘、男女平等推進

闘争につなげる取り組みを進めます。 

これまで、男女共同参画社会基本法、男女雇用機会均等法、育児休業法、女性活躍推進

法などさまざまな法整備がされましたが、私たち女性が働きやすい社会になっているでし

ょうか。 

私たちは、真のワーク・ライフ・バランスを実現するため、長時間労働の是正に取り組

み、家事や育児、介護を男女がともに担いながら、男性も女性も人間らしい働き方、生き

方ができる社会をめざしています。 

女性が集まる場において、仲間の状況を知り、職種や年齢層、雇用形態、生活環境の違

い等を超えた女性の課題を共有し、課題解決のために当事者として一人ひとりが声を出す

ことで、ともにたたかいを進める体制を構築し、次世代に繋げていくことが重要と考えま

す。 

私たちは、安心して暮らしていくための地域住民としての視点、公共サービスを提供す

る自治体職員としての役割、定年まで健康で働き続ける労働者としての女性の人権を考え、

行動するための運動を強化していかなければなりません。 

あらゆる女性が結集し、女性が自ら積極的に声を出し、「ひとりはみんなのために、みん

なはひとりのために」行動することを確認する場とします。 

 

【対象】 

・道本部に結集するすべての女性組合員 

・女性運動（女性の生活改善、地位の向上、解放をめざす社会運動）について、学習・交

流する組合員 

 

【行動目標】 

・私たちが問題意識を持たなければならない課題について講演から学びます 

・関心のあるテーマについて話し合い、課題や解決への視点を持ち帰り、職場、地域の運

動につなげます 

・単組・総支部や地本で女性の集まる場をもつ材料とします 

・男女平等の推進が重要であることを自らの行動で広げていきます 

・通年闘争と位置付けた道本部男女平等推進闘争の春闘期での具体的取り組みを周知 

し、各単組・総支部、地本の取り組みを求めます 
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≪お願い≫ 

 

＜名前の表示について＞ 

【分散会番号␣単組名␣氏名】に変更をお願いします。 

例１） １ 〇△□町職 佐藤 

例２） ２ ◇▽村職 鈴木・高橋（複数人のとき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜そのほかの機能について＞ 
 ◆カメラ・ミュートの設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆発言するとき 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆スピーカービュー 
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第 132回道本部中央委員会 当面の闘争方針（案） 

女性労働者のたたかい 
 

(１)組織強化の取り組み 

① 女性役員の人材育成を目的とした女性セミナーを地方協（統合地方本部）単位で

開催し、地方本部や単組の女性役員を中心に、学習や単組間交流を深めます。ま

た、意思決定の場への参画など主体的な行動につなげていくことから、地方本部、

単組の組織強化をはかります。 

② ４月に東京都で開催される自治労本部「第 60回自治労はたらく女性の集会」は、

女性組合員が職種や年齢を超え、学習・交流する場として開催されていることか

ら、道本部女性部としても参加者を派遣し、女性労働者を取り巻く諸課題の改善

にむけた各県の取り組みを学ぶとともに、女性部組織、自治労産別運動の強化を

はかります。 

③ 道本部女性部組織・権利実態調査で把握した組織実態の分析から、単組における

課題を洗い出し、基本組織、青年部との連携を深め、女性部運動の浸透をはかり

ます。また、「女性のはたらく権利確立運動強化月間」の取り組みをつうじて、会

計年度任用職員等や新規採用職員との交流を深めます。 

④ 道本部組織強化・拡大第 14次長期計画に基づく、「地方本部の統合・再編」にむ

け、すでに統合した地方本部における女性部組織の現状と課題を把握し、現在協

議中の地方本部における実態との突き合わせを進めます。また、各単組・総支部

の組織実態を踏まえ、道本部女性部第 11次組織強化方針に基づき、課題の共有や

女性が参画できる組織体制の構築を進めます。 

 

（２）男女平等社会実現、女性の労働権確立の取り組み 

① 「女性のはたらく権利確立運動強化月間」（12～４月）に実施している職場改善

実態調査、権利実態調査の結果から、道本部女性部幹事会で各地方本部・単組間

の相違を分析し、地方本部、単組・総支部がそれぞれ取り組む課題を明らかにす

るとともに、単組段階における調査結果の独自活用を進めます。また、国が新設・

拡充している権利を最低限に、多くの単組で導入されている権利を到達目標とし

た権利拡充、男女間格差や会計年度任用職員等の実態を春闘要求につなげ、課題

の改善に取り組みます。 

② 昇格運用や会計年度任用職員等における女性比率の高さなどにより、賃金におけ

る男女間格差があることから、一方的な人件費抑制や職員同士の分断化などが生

じないように制度の問題点について洗い出すなど、賃金制度についての学習を進

めます。また、毎年実施している職場改善実態調査結果では、定年まで働けない

と考える女性労働者が約４割いることから、働き続けられる職場づくりにむけて、

定年引き上げ制度についての学習を進めます。 

③ 連合本部・連合北海道をはじめ、地区連合など各地で開催される「３・８国際女

性デー」に、女性の尊厳・人権と労働権確立を求める国際的集会として積極的に

参加し、女性を取り巻く雇用情勢や社会問題について他産別の仲間とともに学習

を深めます。 

④ 男女平等推進闘争の要求づくりから交渉にいたる全過程に女性が主体的にかか

わり、要求・交渉・妥結の運動サイクルを確立します。また、職場改善実態調査

結果などから得た職場における女性の課題を解決するため、全単組において「2022

年度男女平等社会および職場における男女平等の実現に関する統一要求」の提出

に取り組み、職場における差別の撤廃を求めます。 

⑤ ６月に札幌市で開催される連合北海道主催の「2022年男女雇用機会均等法集会」

について、男女共同参画の現状を働く仲間と共有するために、地方本部、単組・
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総支部の参加を働きかけます。 

⑥ 次世代育成支援対策推進法に基づく「特定(一般)事業主行動計画」の実施状況に

ついて、2021 年２月に一部改正された行動計画策定指針を踏まえ、点検と労使協

議の場を確保するよう取り組むとともに、未策定自治体に計画策定を求めます。 

⑦ 女性活躍推進法に基づく「特定（一般）事業主行動計画」の実施状況について、

必須把握項目注３）における現状と当局の課題分析内容、最低でも５年ごとに必要

となる計画見直しが実施されているかなどの点検を進めるとともに、労働組合の

意見を十分に反映し、男女平等参画の視点からも計画の着実な実行をはかるよう

求めます。 

 

（３）くらしと平和、民主主義を守り、政治闘争に結集する取り組み 

① 地方自治、反戦・平和、憲法改悪阻止、脱原発などそれぞれの課題から政治への

関心を高め、女性の声を政治に反映させるために、道本部、地方本部女性部幹事

会を中心に学習会や教宣紙発行などの取り組みを進めます。また、鬼木まこと第

26 回参議院議員通常選挙自治労組織内候補予定者の必勝にむけ、自治労本部が結

成した「鬼木まこと」とがんばる女性ネットワークと連携し、応援メッセージの

取り組みなどをつうじて女性の連帯を深め、最大限の結集をはかります。 

② ５月２日（月）～３日（火）に東京都で開催される自治労本部「青年女性憲法フ

ォーラム」に参加者を派遣するとともに、人権と平和、憲法 24条の両性の平等な

ど職場から憲法を生かす、憲法の平和理念を守る取り組みを進めます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注３）行動計画は、職場における女性の活躍に関する状況を項目ごとに把握、課題分析することが

求められており、101人以上の一般事業主は４つの「基礎項目」、特定事業主は９つの「必須把

握項目」を必ず把握、課題分析することが義務づけられています。必須把握項目には、「職業

生活における機会の提供」として、管理職に占める女性職員の割合やセクシュアルハラスメン

ト等対策の整備状況など、「職業生活と家庭生活との両立に資する勤務環境整備」として男女

における離職率や育児休業取得率などがあります。 
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講演「『介護者のロードマップ』～仕事と介護を両立するために～」 

講師  NPO法人 UPTREE代表理事  阿久津 美栄子さん 

 

～講師プロフィール～ 

1967年、長野県生まれ。介護者を支援するNPO法人UPTREE（アップツリー）代表。子育てと

同時に両親の遠距離介護生活を経験。介護者の居場所づくりや『介護者手帳』の制作を手掛ける。

著書に『ある日、突然始まる後悔しないための介護ハンドブック』（ディスカヴァー・トゥエンティ

ワン）など。 

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

6



1

「介護者のロードマップ」
～仕事と介護を両立する為に～

NPO法人UPTREE

代表理事 阿久津美栄子

2022年1月22日

介護はある日突然です。

する人も
される人も
初心者です。

38歳のときに
両親2人！

4歳の娘
子育て中！

遠距離
大阪→長野
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2

介護者とは？多様な問題！

3

多様な介護者

認知症

癌

引きこもり

障がい児

きょうだい児

若年性
認知症高齢者

65歳以下

8050問題

ヤングケアラー

親亡き後
仕事と両立

介護者の課題。

仕事

心
お金

介護離職

孤立・共依存

介護破産

“先の見えない時間”

“経験がない不安”
4
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3

介護の課題 ２０２５年
団塊の世代ジュニアが50代半ばを迎える為介護離職を抑止しなくては。

医療費
介護費用需要が増加

介護保険制度

①申請→②審査→③介護区分認定→サービス開始

要支援1
要支援2
要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

介護区分は7段階！

5

総務省の就業構造基本調査

■介護離職者数約10万人※2年連続！

■日本経済的な損失が、年約６５００億円！

■介護離職者は４０歳代以上が約９割！

6

総務省の『平成29年度就業構造基本調査』
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4

介護者のロードマップ

準
備
期

グ
リ
ー
フ
期

©ＮＰＯ法人ＵＰＴＲＥＥ

STEP①混乱期 STEP②負担期 STEP③安定期 STEP④看取り期
介護
STEP

＼介護準備期間／ ＼介護支援期間／ ＼介護総括期間／

←←←介護休暇10日※0.5ｈ可→→→→年次休暇・有給 8ｈｘ○○日→→→介護休業93日

介護する
側の
気持ち

混乱

否定

疲労

不安

割切

受容

絶望
否

起こり得
る出来事

介護申請

主介護者決定

進行の抑制

住環境整備

施設探し

入居

延命治療
遺産相続

絶望
否定

【介護者ロードマップ】

介護され
る側の
状態

ー急性期ー

異変の発覚

ー介護初期ー

身体機能（大）

ー症状進行期ー

身体機能（小）

社会
資源

サービス

ー終末期ー
身体機能（無）

病院・市区町村相談窓口・
介護事業所・配食サービス

病院・市区町村相談窓口・介護
事業所・地域包括支援セター・
ケアマネージャー・居宅介護支
援事業所・訪問看護ステーショ
ン・老人保健施設・リハビリ病
院・社会福祉協議会・有料老人
施設

病院・市区町村相談窓口・介護
事業所・地域包括支援セター・
ケアマネージャー・居宅介護支
援事業所・訪問看護ステーショ
ン・老人保健施設・特別養護老
人施設・有料老人ホーム等

病院・市区町村相談窓口・介護事業所・
地域包括支援セター・ケアマネジャー・
居宅介護支援事業所・訪問看護ステー
ション・在宅診療・特別養護老人施設・
有料老人ホーム等・ホスピス・病院ソー
シャルワーカー・司法書士・弁護士・税
理士・社会福祉協議会・葬儀・お墓

司法書士・税理士・銀行・
民間保険サービス

“仕事と両立編”

©ＮＰＯ法人ＵＰＴＲＥＥ
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5

“介護社会資源サービス”

STEP①混乱期 STEP②負担期 STEP③安定期 STEP④看取り期

・病院
・市区町村相談窓口
・介護事業所
・配食サービス
・ディサービス

・司法書士
・税理士
・銀行
・民間保険サービス

・病院
・市区町村相談窓口
・介護事業所
・地域包括支援セター
・ディサービス
・ケアマネージャー
・居宅介護支援事業所
・訪問看護ステーション
・老人保健施設
・リハビリ病院
・社会福祉協議会
・有料老人施設

・病院
・市区町村相談窓口
・介護事業所
・ケアマネージャー
・居宅介護支援事業所
・訪問看護ステーション
・老人保健施設
・特別養護老人施設
・有料老人ホーム等

・病院
・市区町村相談窓口
・介護事業所
・ケアマネジャー
・居宅介護支援事業所
・訪問看護ステーション
・在宅診療
・特別養護老人施設
・有料老人ホーム等
・ホスピス
・病院ソーシャルワーカー
・司法書士
・弁護士
・税理士
・社会福祉協議会
・葬儀
・お墓

©ＮＰＯ法人ＵＰＴＲＥＥ

マネージメント側の理解！
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6

介護者と仕事の両立の課題！

会社に介護の
事を話せない…。

１位：部下がどのような働き方を

希望するか確認

2位：両立支援制度の概要社内外相談
窓口の紹介

3位：介護を抱えても安心して働ける
事を伝える

介護離職予防の取り組みに関するアンケート

参照元：経団連トモケア資料より

経団連

12



7

事例！

◇人事データベースを
設置、親の介護に関す
る申告欄を新設！

◇介護を抱える
部下との面談演習！

日本生命保険相互会社

参照元：経団連トモケア資料より

マネージメント側の理解！

・話せる環境づくり
・介護保険制度の事前知識
・介護のロードマップの把握

13



8

誰もが一人に。

65歳以上
59％

1980年
34％

2015年
41％

2040年

47％

©2021NPO法人UPTREE

2040年
ソロ社会？

独
身
者

配
偶
者
有

65歳以上
39％

65歳以上
31％

日本は人口の5割が独身の国になる！

「一人で生きる」中野信子・荒川和久 著書より
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9

おひとりさま
はさみしい？

寂
し
さ
率

©2021NPO法人UPTREE

老後はおひとりさまが一番幸せ！
「在宅ひとり死のススメ」上野 千鶴子 著書より

同居
20％弱

独居
30％強

＞

不
安
率

同居
40％弱

独居
40％強

₌

寂しさは一過性のもの、
ある程度の時期を乗り越
えればなれる

引用: 「続・老後はひとり暮らしが幸せ」辻川 覚志 著者

一番寂しいのは、気持
ちの通じない家族との
同居している高齢者

出典：

満足のいく老後！

©2021NPO法人UPTREE

①慣れ親しんだ家から離れない

②金持ちよりも人もち

③他人に遠慮しないで自律した暮らし

“三条件”

「在宅ひとり死のススメ」上野 千鶴子 著書より
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10

©2021NPO法人UPTREE

“答えはなく自分で探し続けている”

お金なの？

コミュニ
ティー？

頼ること？

施設入居 最後まで在宅 最後まで在宅

20

本日のまとめ！

介護が始まる前に“今”必要な事とは？

•家族と共通の介護認識！

•介護保険制度の予備知識！

•事前の企業介護の制度！

16



11

ご清聴ありがとうございました。
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【分散会の進め方】 

 

 

分散会の話し合いのきっかけづくりとして、講演内容についての感想をはじめ、 

女性の皆さんに注目してもらいたいポイントをいくつか挙げました。 

組合の役職、職場の経歴などはさまざまですが、座長を中心に自分の立場での考えを 

自由に意見交換してください。 

 

 

 

 

★今回の目的★ 
 今集会は「女性交流集会」ということで、女性組合員の交流をメインに 

しています。今回は分散会を５つのテーマに分けて行います。全道から 

女性組合員が集まるこの機会を利用して、ふだんあまり聞けないこと、 

話せないことなどを話して情報を共有し、それぞれのテーマで改善するためには 

どうすればいいのか、何が必要かをみんなで考えてみましょう。 

 

 

 

 

★進め方（参考事例）★ 
 

①自己紹介～ちょっとアイスブレイク 
 名前、単組名、組合役職、職場、趣味・特技、血液型・干支など。 

分散会での議論が盛り上がるよう、まず自己紹介をしてお互いを知りましょう。 

例♪自己紹介の中に共通テーマ「好きな○○」を盛り込む。 

 ♪干支を言い合ってなんとな～く年代を推測！  

～まずは座長から自己紹介！ 

 

 

②役割分担～「あなたが今日の報告者です！」 
自己紹介でグループのメンバーの素顔が少し知れたところで、分散会報告者を 

決めましょう。記録者は立候補で決めましょう。  

※分散会報告をしていただくグループは、四役がいくつか選抜しますので、報告が当たら

ない場合もあります。 

 

 

③意見交換して、議論しよう！ 
〇講演を聴いての感想 
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〇分散会テーマについて 

 職場での悩み、個人の考える問題点を出し合いながら、それぞれのテーマを深めていく。 

 

＜テーマ＞ 

 

  １「職場の悩み」 

   職場で「おかしい」と思うけど言えない、仕事の悩みが共有できない、本当はこんな

ことがしたい、他のマチのやり方が知りたい、など職種を超えた全道規模の分散会は

いかが。 

 

 

  ２「家族のケア」 

   いま育児や介護をしながら働いている人、育児や介護が目の前という人、どうしたら

仕事と両立できるだろうと考えている人、こうして乗り越えましたという人。仕事も

頑張りたいのにうまくいかなくてモヤモヤ…。一緒に考えてみませんか。 

 

 

３「女性のからだと健康」 

   PMS（月経前症候群）や更年期障害に悩んでいる人、婦人科検診について不安のある

人、体調不良で辛くてもなかなか言い出せない人。みんなで話してみませんか。 

 

    

４「組合活動」 

組合って一体何をするところなの？という人から、日々役員として奮闘していますと

いう人までが集まり、よりよい職場・地域にするための組合運動について一緒に考え

てみませんか。 

 

  

５「キャリア形成」 

   「職場の悩み」のうち「役職に就くこと・就いていること」にググっと絞って。部下

を持っていることでの悩み、これからなる予定があり不安、もうすぐ管理職も見据え

てキャリアを考える時期にあり不安、本当はなりたくないなど、思いを共有しません

か。 

  

 

④グループに関するまとめ（問題提起・課題解決などをまとめる） 
⇒「出された課題を、組合活動に置き換えて出来ることは？」 

「女性部だからこそ出来ることは？」 

などを念頭におきながら… 

 

悩みを共有出来ましたか？スッキリ話せましたか？ 

話したり聴いたりした中で、自分で気づいた点や、 

ここで話して終わらせるのではなく、 

「これは単組に持ち帰りたい！」というのを出し合い確認してください。 
 

⑤分散会まとめの提出について 

各グループの記録係の方は、分散会メモを道本部女性部に報告願います（１月 31 日まで）。 

様式は問いません。Word・Excel などか、手書きメモの PDF や写真でも構いません。 

資料にある分散会メモの Word データも提供しますので、下記アドレスにご連絡ください。 

  ＜メール報告先＞oomura@jichiro-hokkaido.gr.jp 

 

    おつかれさまでした！ 
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分散会メモ 話しやすいこと、気になることから話してみよう 

 

◆講演の感想（感じたこと＋自分事として考えてみよう） 

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

◆分散会テーマについて（あなたの思い＋今ある状況のなぜ？を考えてみよう） 

                                                

                                                

                                                

                                                

                                                

◆単組に持ち帰りたいこと（気づいたこと＋自分が実践するとしたら？を考えてみよう） 
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MEMO 
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資料 
 

 

 

◇道本部女性部「女性のはたらく権利確立運動強化月間」の取り組み  

 ・月間チラシ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２３ 

・職場改善実態調査・権利実態調査「分析のススメ」・・・・・・・・・  ２５ 

・＜参考＞教宣紙テンプレート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３１ 

・＜参考＞２０２１権利実態調査一覧・・・・・・・・・・・・・・・・  ３２ 

 ・＜参考＞２０２１職場改善実態調査まとめ・・・・・・・・・・・・・  ４６ 

  

◇自治労青年女性オキナワ平和の旅参加報告・・・・・・・・・・・・・・ 

  佐藤 貴子さん（釧根地方本部・全道庁労連根室総支部） 

 ５５ 

  

◇道本部 2022国民春闘討論集会議案より抜粋  

 ・2021確定闘争交渉・妥結状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６８ 

 ・2022年度自治体労働者の賃金・労働条件に関する統一要求書（案）・・  ７１ 

 ・要求から妥結までの流れと書面協定・・・・・・・・・・・・・・・・  ８０ 

 ・2022男女平等推進闘争・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８１ 

  

◇その他資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８３ 
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自治労北海道本部女性部   ２０２２ 女性のはたらく権利確立運動強化月間 

道本部女性部では、毎年１２月から４月までを「女性のはたらく権利確立運動強化月間」と位置づ

け、女性が一人の労働者として、健康で安心して働き続けられる職場づくりをめざしています。 

月間中、「総点検」として、職場における女性の権利行使の実態や働き方を把握・分析することを目

的に、「職場改善実態調査」を行っています。 

自分たちの働き方を見つめ直し、仲間との話し合いから職場改善につなげていきましょう。 

－2022月間スローガン－ 

『ワタシはワタシ』～多様性を認め合う職場をめざして～ 

個を大切に、わたしも、あなたも、お互いに尊重し合える職場へ 

 

年次有給休暇  ０日 2.0％  1～5日 26.7％（2021職場改善実態調査より） 

年休取得は自己責任⁈…人員不足で「権利行使」と「職場の仲間への負担」が表裏一体 

人間関係の悩みも多い… 

「計画表の活用による年次休暇及び夏季休暇の使用の促進（2018年 12月 7日人事院通知）」 

計画表の作成⇒５日以上の年休が取れるように配慮＆毎年９月末時点でチェック！ 

 

子宮頸がん検診  20歳から受診できます 

クスコ（膣鏡）と呼ばれる器具を入れて、子宮頸部を確認。専

用のブラシなどで細胞をこすり取る。下着をとって診察台に上

がるので、ゆったりしたスカートなどで行くと検診を受けやす

い（検診着が用意されている場合も）。診察台は、おなかのあた

りからカーテンで仕切られていることが多い。 

ドキドキしますが…緊張せずにリラックスして受けましょう 

 

月経の不調  月経不順  無月経  過多月経  不正出血  PMS（月経前症候群）など 

原因として圧倒的に多いのはストレス、過労、

体重減少、スポーツなど仕事、生活の影響 

※仕事の具体例…長時間労働、過密労働（緊張の

多い仕事）、深夜業など 

 

脳の視床下部の働きが抑制され月経のリズム

が乱れることで起こる。他にも、婦人科の病気な

どの場合もあるので、長引くときには受診を。 

 

生涯の月経回数…現代の女性は生涯に約 450回の生理を経験！ 

江戸時代の女性は 100回以下だったと言われている。生理中は「月経小屋」に隔離( ﾉД`)ｼｸｼｸ… 

アンネナプキン…1961年に日本で初めて発売されたナプキン。しかもトイレに流せる！ 

便利で衛生的な生理用品として認知され、生理のことを「アンネ」と言うほどに浸透した。 
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月経困難症（生理痛）  作業姿勢（パソコン作業、立ち仕事）、冷え、過労、ストレスに注意！ 

長時間同じ姿勢で神経を使う作業が腰から下の血液循環を障害し、生理痛をまねく 

子宮筋腫など婦人科の病気の有無を確認したうえで 

腰の屈伸、血行を良くするエクササイズ、骨盤部から足までの保温、からだを冷やす食べ物をさ

ける、休養をとる（生理休暇） 

鎮痛剤を早めに飲む（ガマンすると痛みはひどくなる、市販薬より医師処方の薬のほうが鎮痛効

果は高い） 

労働基準法  第六章の二 妊産婦等（生理日の就業が著しく困難な女性に対する措置） 
第六十八条 使用者は、生理日の就業が著しく困難な女性が休暇を請求したときは、その者を生理日

に就業させてはならない。 
 

婦人科でチェックしなければ、子宮・卵巣の様子、ホルモンの過不足はわかりません。 

女性ホルモン補助サプリなどを使う前に受診することも大切です。 

 

PMS月経前症候群 月経前の 3～10日続く精神的・身体的症状で月経が始まると減退、消失 

更年期障害と間違える人も多い

が、ホルモンのリズムが正常だか

らこそ起こるもので、病気ではな

い。過労、ストレスで症状が増す

ことがある。 

 

本当の更年期  閉経は出産回数・性交経験とは無関係！個人差がある！ 

更年期初期は月経周期が短くなり、更年期後期は月経周期が長くなる。 

少量の出血が長く続くことや、不正出血も時々みられる。 

数か月無月経のあと、再び月経が起こることも。通常１年無月経なら閉経と考える。 

 

のぼせやほてりは末梢血管が拡張し、冷え性は

末梢血管が収縮するため起こる。卵巣ホルモンの

分泌が低下し、視床下部の神経活動が刺激される

ためと考えられており、閉経後数年で軽快。 

不安・うつ・イライラ・不眠・頭痛・めまいな

どは精神疾患と見分けることが必要。ホルモン補

充療法が有効かで判断。自己判断はしないで！ 

月経不順または閉経か、該当年齢か  ホルモン検査で確認が必須 

 

ハラスメント相談窓口 

相談窓口の設置・周知は自治体に措置義務があります。まずは職場に確認してみましょう。 

労働組合も重要な相談窓口です。ひとりで悩んでいる方はいませんか？ぜひ、相談・声かけを。 

労働組合への相談は…所属の単組役員や地方本部、道本部へ 

カスハラ…「カスタマーハラスメント」の略。住民からの迷惑行為や悪質クレームなど。 

自治体職員計 46％が受けたことがあると回答（2021年 8月自治労調査）。 

倦怠感 
眠気、不眠 
イライラ、怒りっぽくなる 
うつ状態、涙もろくなる 
集中力の低下 
判断力の低下 

むくみ（体重増加を伴うこともある） 
下腹部膨満感、痛み、便秘 
乳房の緊張、痛み のぼせ、冷え 
頭痛、偏頭痛、頭重感 
肩こり、腰痛、関節痛 
ニキビ、肌あれ（化粧のりが悪い） 
食欲亢進（甘いものが食べたくなる） 

更年期とまちがいやすい 

膠原病や内分泌疾患（甲状腺疾患、リウマチなど） 

循環器疾患（不整脈など）脳神経疾患（脳腫瘍など）  

こころの病気（うつ病、パニック障害、過換気症候群など） 

貧血（過多月経による重症貧血など、子宮筋腫のある女性

に多い） 
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1

職場改善実態調査
権利実態調査

分析のススメ
女性のはたらく権利確立運動強化月間

『つなげよう！３S（総点検・総学習・総実践）』

２２月間スローガン

『ワタシはワタシ』～多様性を認め合う職場をめざして～

自治労北海道本部女性部

1

３Sとは と道本部女性部で勝手に略して言ってるだけですが…(笑)

• 『総点検』

男女が平等に働き続けられる職場になっているかどうか・女性の人権侵害はないかなど職場オルグを基本に点検し、また、

職場の労働条件が改正均等法や労働基準法、労働安全衛生法などに照らし合わせて、違反はないか実態点検活動を行います。

• 『総学習』

①女性のはたらく権利確立や母性保護の必要性の学習

②改正男女雇用機会均等法や労働基準法、改正人事院規則を再学習し、職場実態とのつきあわせ

③国連の「女性差別撤廃条約」、「ILO156号条約」「ILO183号条約」、男女共同参画社会基本法の学習

④各単組の母性保護などの権利やその必要性、行使状況の学習

⑤健康で安心して働き続けられるための統一要求づくりにむけての学習

• 『総実践』

①保障されている権利を行使し、労働条件を向上させましょう。

②男女平等推進闘争の統一要求の企画立案・交渉に積極的に参画しましょう。

③権利拡大にむけて要求行動を実践しましょう。

～基本組織の2022春闘要求に反映させる取り組み、交渉に参加、妥結に至るまでの大衆行動の配置

2
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2

職場改善実態調査～分析のススメ（１）

■調査の目的

職場における女性の権利行使の実態や、働き方を把握し、課題を明らかにする
ことにより、定年まで健康で安心して働き続けられる職場づくりに取り組む

■調査方法

アンケート調査

※道本部女性部作成の月間チラシをぜひご活用ください。

3

職場改善実態調査～分析のススメ（２）
■「Q９．健康で働き続けるために必要なこと」に注目しよう

→健康で働き続けるために何が必要と考えている？

→なぜそう思うか、前段の設問回答をチェック

■ざっくり見る・比べてみる

①今年の集計結果を見る（どの回答が多い？少ない？＝実態把握）

②去年の集計結果と比べてみる（去年より多い？少ない？＝変動の有無）

③他地本の集計結果と比べてみる（他地域と比べて多い？少ない？＝地域差）

④雇用形態ごとに比べてみる（違いのある項目は？＝課題の違い）

■さらにもう一歩

①職場ごとに比べてみる（違いのある項目は？＝職場の仕組み）

②世代ごとに比べてみる（違いのある項目は？＝立場やライフスタイル）

ポイント：『全体』を把握してから『細部』へ。自由回答も同様に。
4
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3

職場改善実態調査～分析のススメ（３）
■注目する回答は？

１）定時に来て定時に帰れる職場環境

→休暇を残した理由は？人員不足？業務量？

→ストレス要因は？

２）休暇など行使のしやすさ

→休暇の取得日数は？休暇を残した理由は？

→妊娠・出産に関する権利の行使は？

制度は知ってる？

３）職場内の人間関係

→ハラスメントは？女性差別は？

→休暇を残した理由は？ストレス要因は？

■共通して注目する回答は？

１）婦人科検診を受けていますか？月経症状につい
て悩みはありますか？（Q３）

→からだを大切にしている？

→適切に情報を得られている？

２）非正規職員・正規職員への設問（Q10～13）

→一番改善してほしいことは？（非正規職員）

→定年引き上げについてどう思う？（正規職員）

３）コロナ禍の職場（Q14）

→いつもと違う環境で浮き彫りになったことは？

大変だと感じていること＝改善したいこと
必要だと感じていること＝実現したいこと

を「見える化」しましょう！！ 5

権利実態調査～分析のススメ（１）

■調査の目的

「拡充して勝ち取っていた権利が市町村合併によって国準拠とされた」、
「いつの間にか権利が解消されていた」などの報告を機に、権利の動向の点
検および権利拡充の取り組みの強化をめざし、各単組における女性が多く関
わる権利の状況を把握し、改善の取り組みにつなげる

■調査方法

単組において、拡充した権利の有無等を把握し、全道分をとりまとめる

※2022調査から正規・非正規の違いも調査しています。

6
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4

権利実態調査～分析のススメ（２）
■比べてみる

①国家公務員と比べてみる（国の基準を下回っていないか？会計年度任用職員
の権利は、総務省マニュアルの要件を最低限クリアしているか？）

②地本管内の他単組と比べてみる（上回ってる権利は？下回ってる権利は？）

③他地本管内の他単組と比べてみる（②と同様）

④道本部の統一要求書と比べてみる（統一要求書の内容は到達したい目標）

■聞いてみる

①拡充した単組に聞いてみる（どんな理由で？どうやって把握した？）

②拡充した単組のある地本女性部に聞いてみる（①と同様）

③道本部女性部に聞いてみる（①と同様）

7

権利実態調査～分析のススメ（３）

■これもポイント！

１）規則は同じでも運用が違う

規則上は同じ休暇でも、取得要件など運用が違う
こともたまにあります。取得要件、ちゃんと知っ
てますか？

２）知らないうちに変わってる・・・？

いつの間にか制度が変わっている・そんな制度
あった⁇という場合は、いつもどのように周知し
ている・されているか見直してみましょう。

３）そもそもなぜこの内容なんだろう？

これまでの運動の積み上げがあって今の権利が確
立されています。振り返りも大切です。

■権利はあるのに行使状況が良くない！

権利が整っているように見えるのに、みんな使ってない…。

使わなすぎて、もはや使い方がわからない？！

職場状況は？運用は？要因はなんだろう？

職場改善実態調査や独自アンケートなどの結果を見たり、

組合員に直接聞いてみましょう。

改善できることは？話し合うための資料に！

どんなにすばらしい権利も
使えなければタンスの肥やし！！

当たり前は当たり前じゃないかも？！
8

28



5

分析のススメ～①総点検
■はじめの一歩

まずは実態把握。職場改善実態調査や権利実態調査に取り組みましょう。道本部
ホームページに「２０２１年度職場改善実態調査・権利実態調査集計結果」を掲載
しています。ぜひ活用をお願いします。

■あれ？と思うことがあれば

各種調査結果により職場実態等の全体が把握できたら、気になる項目について、職
場ごとに状況の聞き取りをしましょう。直接話すことで、さらに実態が見えてきま
す。もし、直接話すことが難しい状況であるときは、ポイントを絞って追加アン
ケートを実施することも方法のひとつです。

■集計結果は周知しましょう！

忙しい中での調査集計は大変な作業です。回答する人・集計する人、みなさんの協
力があっての取り組みですので、まずは集計結果を全体化しましょう。調査結果を
みなさんに見てもらうことで、働き方や権利を見直すきっかけにつながります。

9

分析のススメ～②総学習
■小規模でも女性の集まる場を

総点検により気になる職場状況が見つかったら、どのような解決策があるか話し合
いましょう。

実際に会って話をすると、調査では見つからなかった課題が新たに見つかることも
あります。当事者として、時には客観的に、『共感と対話』を大切に、いろんな視
点から話し合える場をつくりましょう。

■いまこそ「女性保護」「男女平等」を学ぶ

今の職場は昔と比べれば男女平等だ、と言われていますが、働きづらさを感じてい
る女性は少なくありません。「女性の働き方」の視点から「男性の働き方」を変え
ることも必要です。

女性保護の必要性や男女雇用機会均等法などの各種法律を再学習しましょう。

道本部作成「統一要求の解説と交渉の手引き」のほか、道本部ホームページに掲載
している各種学習資料もぜひ活用してください。

10
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6

分析のススメ～③総実践
■みんなの意見を要求に

出された意見や解決策を要求にまとめ、もう一度みんなで確認し、要求書を提出し
ましょう。

「男女平等社会および職場における男女平等の実現に関する統一要求書」もあわせ
て提出しましょう。第一の目標は「全単組提出」です。

■交渉に参加しよう

どういう思いで要求しているかをしっかりと伝えるには、交渉の場に参加して、直
接訴えていくことが大切です。

■権利行使も大事な実践

使ったことのない休暇の使い勝手を想像することは難しい…。実際に権利行使に取
り組むことから、権利行使における課題を洗い出し、健康で安心して働き続けられ
る職場づくりにつなげていきましょう。

11

分析のススメ～まとめ
■集計がゴールではありません！

調査は労力のかかることですが、集計結果から課
題を洗い出すことで改善につなげていくことが大
切です。

■ひとりで悩まず、みんなで相談！

ひとりで集計結果とにらめっこするのではなく、
みんなで相談しながらいろんな「気づき」を発見
しましょう。基本組織とも共有しましょう！

■解決策は？先進事例に学ぼう！

同じ課題を抱えて解決に向け取り組んでいる単組
があるかもしれません。調査結果の傾向が似てい
る単組は？良い単組は？マネをすることも改善へ
の第一歩です。

■ぜひ要求・交渉しましょう！

みんなで話し合って解決策を見つけたら、要求に
まとめ、要求書を提出して交渉につなげましょう。

■要求がまとまらない…！？

要求書が作れないと調査しても意味がない？そん
なことはありません。大事なのは課題を洗い出し、
改善に向けて話し合うことです。案外、話し合う
だけで解決することもあるかもしれません。課題
に気づかないことのほうが問題です。

■良い職場環境があるなら！

安心して働ける職場はみんなのロールモデルとな
ります。ぜひ情報発信をお願いします。

各種調査の集計結果はみなさんの努力の結晶です！ぜひ活用しましょう！

12
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教宣の名前 
2022.1.○○ ●●発行 

 

自治労北海道本部女性部

主催の第 41 回女性交流集会

が、2022年１月 22日（土）

に札幌市で、ＷＥＢとの併用

で開催されました。 

また、翌 23日（日）は 2021

年度政治学習会が開催され

ました。 

●●地本からは○○○○

さんが参加してきました。 

△△単組からは◆◆◆◆

さんがＷＥＢ参加をしまし

た。 

 22日の女性交流集会では、「介護者のロードマップ」～仕事

と介護を両立するために～」と題して NPO 法人 UPTREE   

代表理事の阿久津美栄子さんの講演がありました。 

 お話しの内容としては・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・でした。 

 分散会では、５つのテーマに分かれて実施し、○○さんは

１「職場の悩み」に参加しました。そこでは・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・でした。 

 23日の政治学習会では、札幌大学の武岡明子教授による地

方自治をテーマとした講演がありました。 

 お話しの内容としては・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・でした。 

 次に、岸真紀子参議院議員より国政報告としてお話を伺い、

最後に鬼木まことさん応援プロジェクトと題して、・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・でした。 

 『ワタシはワタシ』～多様性を認め合う職場をめざして～ 
道本部女性部では毎年、12月から４月までを｢女性のはたらく権利確立運動強化月間｣と位置づけ、 

女性が一人の労働者として、健康で安心して働き続けられる職場づくりをめざしています。 

今後の予定 

●●地本 

◆月◆日～・・・・ 

△△単組 

 ◎月◎日～・・・・・ 

Let's Challenge！ 
集会に参加したら… 

教宣紙をつくってみよう！ 
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3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

札
幌

市
町

村
共

済
労

組
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

札
幌

国
保

連
労

組
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）
1
0
0
/
1
0
0

減
額

措
置

な
し

2
3

無
－

1
日

2
回

1
2
0
分

継
続

可
男

性
職

員
に

あ
っ

て
は

配
偶

者
が

当
該

生
児

を
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

を
除

き
可

能
生

後
１

年

札
幌

北
学

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
1

3
5

産
前

産
後

休
暇

と
同

じ
期

間
1
日

4
5
分

以
内

2
回

ま
た

は
9
0
分

以
内

1
回

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

、
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
1
歳

6
ヶ

月

札
幌

江
別

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
9

3
無

－
1
日

2
回

5
0
分

不
可

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

札
幌

千
歳

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
2

2
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
配

偶
者

が
育

児
で

き
な

い
場

合
生

後
1
年

札
幌

恵
庭

市
職

労
8

8
1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
未

定
未

定
4

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

札
幌

石
狩

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

札
幌

北
広

島
市

職
労

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
5

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
不

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

札
幌

当
別

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

2
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

札
幌

企
業

局
労

組
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

2
年

札
幌

医
療

生
協

労
組

8
8

1
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

6
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

札
幌

新
篠

津
村

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
改

正
済

無
2

無
－

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

札
幌

倶
知

安
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

配
偶

者
が

育
児

で
き

な
い

場
合

生
後

1
年

札
幌

蘭
越

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
無

－
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

札
幌

ニ
セ

コ
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
無

－
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

札
幌

喜
茂

別
町

職
8

8
1
0

8
1
歳

6
か

月
有

（
取

得
期

間
の

1
/
2
）

未
定

未
定

無
3

無
－

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

女
性

の
み

生
後

1
年

札
幌

真
狩

村
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

し
な

い
改

正
済

1
3

無
－

1
日

1
2
0
分

女
性

の
み

小
学

校
就

学
前

札
幌

京
極

町
職

8
8

1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

札
幌

留
寿

都
村

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

札
幌

小
樽

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
5

無
－

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

札
幌

小
樽

市
立

病
院

労
組
8

8
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
5

無
－

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

札
幌

余
市

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

し
な

い
改

正
済

無
5

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

、
た

だ
し

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

札
幌

仁
木

町
職

8
8

1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

札
幌

古
平

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

5
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

札
幌

赤
井

川
村

職
6

8
1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
減

額
措

置
な

し
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

札
幌

積
丹

町
職

8
8

1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

不
可

配
偶

者
が

育
児

で
き

な
い

場
合

生
後

2
年

札
幌

島
牧

村
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

札
幌

寿
都

町
職

8
1
0
1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

札
幌

黒
松

内
町

職
6

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

札
幌

岩
内

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

札
幌

神
恵

内
村

職
8

8
1
0
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

無
－

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

札
幌

共
和

町
職

8
8

1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

減
額

措
置

な
し

無
3

無
－

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

札
幌

共
和

町
社

協
ユ

ニ
オ

ン
6

8
1
6

8
1
歳

6
か

月
有

（
取

得
期

間
の

1
/
2
）

未
定

減
額

措
置

な
し

無
3

無
－

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

女
性

の
み

生
後

1
年

札
幌

泊
村

職
8

8
1
0
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
未

定
減

額
措

置
な

し
無

1
無

－
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
女

性
の

み
生

後
1
年

地
本

単
組

名

1
.産

前
産

後
休

暇

現
行

の
状

況
（
多

胎
の

場
合

）
日

数
対

象
と

な
る

養
育

す
る

子
の

年
齢

期
末

手
当

減
額

措
置

の
見

直
し

に
つ

い
て

対
象

と
な

る
子

の
年

齢
復

職
時

の
給

与
調

整

5
.育

児
時

間
（
国

で
は

保
育

時
間

）
　

※
特

別
休

暇

男
女

と
も

に
取

得
可

能
か

取
得

対
象

年
齢

時
間

男
性

取
得

状
況

(●
人

)

2
.育

児
休

業

在
職

者
調

整

0
7
年

8
月

の
法

改
正

に
伴

う
条

例
改

正
の

状
況

期
間

●
日

以
内

4
.男

性
職

員
の

育
児

参
加

休
暇

32



2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
（
産

前
産

後
休

暇
・
育

児
休

業
・
配

偶
者

出
産

休
暇

・
男

性
職

員
の

育
児

参
加

休
暇

・
育

児
時

間
）
[2

0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

3
.配

偶
者

出
産

休
暇

産
前

産
後

産
前

産
後

国
家

公
務

員
6

8
1
4

8
３

歳
に

達
す

る
日

ま
で

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
／

1
0
0
）

な
し

－
改

正
済

2
8
.0
%

(2
0
1
9

年
度

)
2

5
小

学
校

始
期

ま
で

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

し
て

ま
と

め
て

取
得

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

地
本

単
組

名

1
.産

前
産

後
休

暇

現
行

の
状

況
（
多

胎
の

場
合

）
日

数
対

象
と

な
る

養
育

す
る

子
の

年
齢

期
末

手
当

減
額

措
置

の
見

直
し

に
つ

い
て

対
象

と
な

る
子

の
年

齢
復

職
時

の
給

与
調

整

5
.育

児
時

間
（
国

で
は

保
育

時
間

）
　

※
特

別
休

暇

男
女

と
も

に
取

得
可

能
か

取
得

対
象

年
齢

時
間

男
性

取
得

状
況

(●
人

)

2
.育

児
休

業

在
職

者
調

整

0
7
年

8
月

の
法

改
正

に
伴

う
条

例
改

正
の

状
況

期
間

●
日

以
内

4
.男

性
職

員
の

育
児

参
加

休
暇

道
北

旭
川

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
1
3

2
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

富
良

野
市

労
連

8
8

1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
1

第
1子

3日
以

内
、

第
2

子
以

降
7日

以
内

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
北

鷹
栖

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

道
北

比
布

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

上
川

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
1

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
北

愛
別

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
未

定
減

額
措

置
な

し
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

道
北

当
麻

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

東
川

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

未
定

1
5

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

道
北

東
神

楽
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

道
北

美
瑛

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

道
北

上
富

良
野

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

南
富

良
野

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

5
小

学
生

以
下

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

道
北

占
冠

村
職

1
0
1
0
1
4
1
2

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
1

3
3
（
第

2
子

～
7
日

）
出

産
後

2
1
週

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

士
別

市
労

連
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

60
分

、
1回

12
0分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

名
寄

市
労

連
8

8
1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
2

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
北

和
寒

町
職

労
8

8
1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

し
て

い
な

い
減

額
措

置
な

し
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

道
北

剣
淵

町
職

労
8

8
1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

し
て

い
な

い
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

下
川

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

道
北

美
深

町
職

労
8

8
1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
北

音
威

子
府

村
職

8
8

1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

未
定

1
5

無
－

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
北

中
川

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

東
神

楽
社

協
職

組
6

8
1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
1
歳

6
ヵ

月

道
北

留
萌

市
労

連
8

9
1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
北

増
毛

町
職

8
8

1
0

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
減

額
措

置
な

し
無

2
無

－
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

道
北

小
平

町
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
減

額
措

置
な

し
無

3
無

－
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

道
北

苫
前

町
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

し
な

い
減

額
措

置
な

し
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
北

初
山

別
村

職
8

8
1
4
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
（
な

し
）

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

道
北

遠
別

町
職

6
8

1
4

8
3

そ
の

他
調

整
は

未
定

減
額

措
置

な
し

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

天
塩

町
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
北

羽
幌

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

3
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

女
性

の
み

生
後

1
年

道
北

稚
内

市
労

連
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
北

猿
払

村
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

3
無

－
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

す
る

際
は

互
い

の
取

得
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

道
北

浜
頓

別
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

未
定

無
3

無
－

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

配
偶

者
が

育
児

で
き

な
い

場
合

生
後

1
年

道
北

中
頓

別
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
無

－
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
北

枝
幸

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

し
な

い
改

正
済

1
3

無
－

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
北

豊
富

町
職

6
8

1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

無
－

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
南

函
館

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
3

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
90

分
、

1回
45

分
　

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
南

函
館

公
サ

労
8

8
1
4

8
1

定
額

報
酬

の
た

め
該

当
無

し
無

無
無

－
1日

2回
90

分
、

1回
45

分
　

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
南

函
館

病
院

労
組

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
（
な

し
）

改
正

済
5

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
90

分
、

1回
45

分
　

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
南

函
館

市
交

通
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
90

分
、

1回
45

分
　

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

木
古

内
町

職
労

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
南

七
飯

町
労

連
8

8
1
4

8
3

有
（取

得
期

間
の

10
0/

1０
０

）
調

整
は

未
定

減
額

措
置

な
し

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

鹿
部

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（取

得
期

間
の

10
0/

1０
０

）
調

整
は

未
定

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
南

八
雲

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

取
得

期
間

の
1
/
2相

当
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

9
0
分

、
１

回
4
5
分

　
継

続
可

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

長
万

部
町

職
労

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年
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2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
（
産

前
産

後
休

暇
・
育

児
休

業
・
配

偶
者

出
産

休
暇

・
男

性
職

員
の

育
児

参
加

休
暇

・
育

児
時

間
）
[2

0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

3
.配

偶
者

出
産

休
暇

産
前

産
後

産
前

産
後

国
家

公
務

員
6

8
1
4

8
３

歳
に

達
す

る
日

ま
で

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
／

1
0
0
）

な
し

－
改

正
済

2
8
.0
%

(2
0
1
9

年
度

)
2

5
小

学
校

始
期

ま
で

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

し
て

ま
と

め
て

取
得

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

地
本

単
組

名

1
.産

前
産

後
休

暇

現
行

の
状

況
（
多

胎
の

場
合

）
日

数
対

象
と

な
る

養
育

す
る

子
の

年
齢

期
末

手
当

減
額

措
置

の
見

直
し

に
つ

い
て

対
象

と
な

る
子

の
年

齢
復

職
時

の
給

与
調

整

5
.育

児
時

間
（
国

で
は

保
育

時
間

）
　

※
特

別
休

暇

男
女

と
も

に
取

得
可

能
か

取
得

対
象

年
齢

時
間

男
性

取
得

状
況

(●
人

)

2
.育

児
休

業

在
職

者
調

整

0
7
年

8
月

の
法

改
正

に
伴

う
条

例
改

正
の

状
況

期
間

●
日

以
内

4
.男

性
職

員
の

育
児

参
加

休
暇

道
南

松
前

町
職

8
8

1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
南

森
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
減

額
措

置
な

し
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

道
南

知
内

町
職

1
0

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

福
島

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
減

額
措

置
な

し
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

松
前

な
で

ん
荘

職
6

8
1
4

2
1

な
し

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

道
南

北
斗

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1日
2回

60
分

、
１

回
30

分
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

道
南

上
ノ

国
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

江
差

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

せ
た

な
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

実
施

し
な

い
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

今
金

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

道
南

厚
沢

部
町

職
6

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

道
南

乙
部

町
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

道
南

奥
尻

町
職

6
8

1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

空
知

深
川

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

空
知

沼
田

町
職

6
8

1
0

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

と
も

に
取

得
可

能
。

た
だ

し
、

男
性

職
員

は
配

偶
者

が
育

児
で

き
な

い
場

合
取

得
可

能
。

生
後

1
年

空
知

妹
背

牛
町

職
8

8
1
6

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

空
知

北
竜

町
職

労
8

8
1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

空
知

雨
竜

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

空
知

滝
川

市
職

労
7

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

空
知

砂
川

市
労

連
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
2

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

空
知

奈
井

江
町

職
労

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

な
し

減
額

措
置

な
し

1
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

空
知

赤
平

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

空
知

芦
別

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

空
知

歌
志

内
市

職
労

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
未

定
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

空
知

上
砂

川
町

職
労

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

空
知

三
笠

市
職

労
7

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

交
渉

中
交

渉
中

減
額

措
置

な
し

無
3

無
－

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

空
知

岩
見

沢
市

職
7

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
2

3
無

－
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

空
知

岩
見

沢
病

職
7

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

改
正

済
無

3
無

－
1日

2回
60

分
、

１
回

30
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

空
知

月
形

町
職

労
6

8
1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

未
定

無
2

無
－

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

空
知

南
幌

町
職

労
6

8
1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

改
正

済
4

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

胆
振

登
別

市
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

胆
振

室
蘭

市
職

労
8

8
1
2
1
2

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

元
々

減
額

措
置

は
な

い
無

5
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

夫
婦

で
取

得
す

る
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

胆
振

伊
達

市
労

連
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

胆
振

洞
爺

湖
町

労
連

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

胆
振

安
平

町
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
2

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

胆
振

む
か

わ
町

職
8

8
1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

2
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

胆
振

苫
小

牧
市

職
労

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
2

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

胆
振

厚
真

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
減

額
措

置
な

し
無

3
無

－
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

胆
振

白
老

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

未
定

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

6
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

日
高

日
高

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

日
高

平
取

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

配
偶

者
が

育
児

で
き

な
い

場
合

生
後

2
年

日
高

新
ひ

だ
か

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
2

2
無

－
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

日
高

浦
河

町
職

労
6

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

5
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

日
高

様
似

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

日
高

え
り

も
町

職
6

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

1
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年
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1
権

利
実

態
調

査
（
産

前
産

後
休

暇
・
育

児
休

業
・
配

偶
者

出
産

休
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・
男

性
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育
児

参
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児
時
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か
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3
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偶
者

出
産

休
暇

産
前

産
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産
前

産
後

国
家

公
務

員
6

8
1
4

8
３

歳
に

達
す

る
日

ま
で

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
／

1
0
0
）

な
し

－
改

正
済

2
8
.0
%

(2
0
1
9

年
度

)
2

5
小

学
校

始
期

ま
で

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

し
て

ま
と

め
て

取
得

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

地
本

単
組

名

1
.産

前
産

後
休

暇

現
行

の
状

況
（
多

胎
の

場
合

）
日

数
対

象
と

な
る

養
育

す
る

子
の

年
齢

期
末

手
当

減
額

措
置

の
見

直
し

に
つ

い
て

対
象

と
な

る
子

の
年

齢
復

職
時

の
給

与
調

整

5
.育

児
時

間
（
国

で
は

保
育

時
間

）
　

※
特

別
休

暇

男
女

と
も

に
取

得
可

能
か

取
得

対
象

年
齢

時
間

男
性

取
得

状
況

(●
人

)

2
.育

児
休

業

在
職

者
調

整

0
7
年

8
月

の
法

改
正

に
伴

う
条

例
改

正
の

状
況

期
間

●
日

以
内

4
.男

性
職

員
の

育
児

参
加

休
暇

網
走

網
走

市
労

連
8

8
1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

1
第

1子
5日

以
内

、
第

2
子

以
降

7日
以

内
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

網
走

斜
里

町
労

連
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
改

正
済

無
3

無
－

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

網
走

清
里

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
無

－
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

網
走

小
清

水
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
女

性
の

み
生

後
1
年

網
走

美
幌

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

女
性

の
み

生
後

1
年

網
走

北
見

市
労

連
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

3
4

5
小

学
校

始
期

1
日

1
回

1
2
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

網
走

訓
子

府
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
無

－
1日

2回
90

分
、

１
回

45
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

網
走

置
戸

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

な
し

未
定

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

網
走

遠
軽

町
労

連
6

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
改

正
済

無
2

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

網
走

興
部

町
職

7
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

網
走

雄
武

町
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

不
明

減
額

措
置

な
し

無
2

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

網
走

紋
別

市
労

連
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

無
3

無
－

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

網
走

大
空

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

網
走

津
別

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

網
走

佐
呂

間
町

職
6

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
減

額
措

置
な

し
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

網
走

滝
上

町
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

女
性

の
み

生
後

1
年

網
走

広
域

紋
別

病
院

労
組
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

十
勝

帯
広

市
労

連
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
6

7
無

－
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

十
勝

新
得

町
職

8
8

1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

配
偶

者
が

育
児

で
き

な
い

場
合

生
後

1
年

十
勝

鹿
追

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
減

額
措

置
な

し
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

十
勝

上
士

幌
町

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
女

性
の

み
生

後
1
年

十
勝

士
幌

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
無

－
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
配

偶
者

が
育

児
で

き
な

い
場

合
生

後
1
年

十
勝

陸
別

町
職

8
8

1
0
1
0

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
未

定
無

3
無

－
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
配

偶
者

が
育

児
で

き
な

い
場

合
生

後
1
年

十
勝

足
寄

町
職

労
7

9
1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

未
定

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

継
続

可
男

女
が

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

十
勝

本
別

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

女
性

の
み

生
後

1
年

十
勝

池
田

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

男
女

が
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

十
勝

豊
頃

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
減

額
措

置
な

し
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
女

性
の

み
生

後
1
年

十
勝

浦
幌

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
減

額
措

置
な

し
無

2
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
女

性
の

み
生

後
1
年

十
勝

幕
別

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

十
勝

中
札

内
村

職
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

十
勝

更
別

村
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

女
性

の
み

生
後

1
年

十
勝

広
尾

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
改

正
済

無
一

子
3
日

、
二

子
以

降
7
日

5
小

学
校

始
期

1日
2回

12
0分

、
1回

60
分

女
性

の
み

生
後

1
年

十
勝

清
水

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

女
性

の
み

生
後

1
年

十
勝

芽
室

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
未

定
無

3
無

－
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

配
偶

者
が

育
児

で
き

な
い

場
合

生
後

2
年

十
勝

音
更

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
無

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

十
勝

大
樹

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
1

3
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

の
際

は
お

互
い

の
期

間
を

差
し

引
い

た
期

間
生

後
1
年

釧
根

釧
路

市
ユ

ニ
オ

ン
8

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

5
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

夫
婦

で
取

得
の

際
は

お
互

い
の

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

釧
根

釧
路

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
改

正
済

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

釧
根

鶴
居

村
職

8
8

1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

1
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
男

女
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

釧
根

標
茶

町
職

8
8

1
4
1
4

3
有

（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

な
し

-
改

正
済

1
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
男

女
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

釧
根

厚
岸

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

そ
の

他
-

減
額
措
置
な
し

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
男

女
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

釧
根

浜
中

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

減
額

措
置

な
し

無
3

5
小

学
校

始
期

1
日

2
回

9
0
分

以
内

継
続

可
女

性
の

み
生

後
満

3
年

釧
根

根
室

市
職

8
8

1
4

8
1

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
1

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

男
女

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

釧
根

中
標

津
町

労
連

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
無

－
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
配

偶
者

が
育

児
で

き
な

い
場

合
生

後
1
年

釧
根

別
海

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
5

小
学

校
始

期
1日

2回
12

0分
、

1回
60

分
継

続
可

男
女

平
等

に
取

得
可

能
生

後
1
年

釧
根

標
津

町
職

8
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

3
無

－
1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
夫

婦
で

取
得

は
、

お
互

い
の

取
得

期
間

を
差

し
引

い
た

期
間

生
後

1
年

釧
根

羅
臼

町
職

労
8

8
1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

は
未

定
未

定
改

正
済

無
3

無
－

1
日

2
回

9
0
分

、
1
回

4
5
分

継
続

可
女

性
の

み
生

後
1
年

釧
根

白
糠

町
職

6
8

1
4

8
3

有
（
取

得
期

間
の

1
0
0
/
1
0
0
）

調
整

済
-

改
正

済
無

2
5

小
学

校
始

期
1
日

2
回

6
0
分

、
1
回

3
0
分

継
続

可
男

女
平

等
に

取
得

可
能

生
後

1
年

産
前

1
4
・
産

後
8
(変

則
勤

務
又

は
宿

直
勤

務
1
0
週

)

1
6

2
2

1
6

2
2
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2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
（
部

分
休

業
・
家

族
お

よ
び

子
の

看
護

休
暇

・
介

護
休

暇
・
特

定
事

業
主

行
動

計
画

・
生

理
休

暇
）
[2

0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

現
行

の
状

況
取

得
対

象
取

得
対

象
年

齢
取

得
方

法
看

護
の

対
象

期
間

取
得

方
法

取
得

対
象

復
職

時
調

整
期

間
取

得
方

法
対

象
と

な
る

も
の

取
得

方
法

現
行

の
状

況
取

得
単

位

一
日

●
時

間
を

越
え

な
い

範
囲

①
子

の
み

②
家

族
含

む
（
範

囲
）

①
小

学
校

就
学

始
期

（
未

就
学

児
）
②

中
学

校
就

学
始

期
（
小

学
生

）
③

そ
の

他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
け

が
・
病

気
②

予
防

接
種

③
健

康
診

断
④

リ
ハ

ビ
リ

・
通

院
介

助
⑤

そ
の

他

①
通

算
6
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
　

②
通

算
3
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
③

そ
の

他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

）

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
①

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
有

（
取

得
期

間
の

1
/
2
）
　

②
無

③
そ

の
他

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

②
そ

の
他

③
制

度
な

し

①
分

単
位

②
時

間
単

位
③

そ
の

他

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
１

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
3
日

以
内

②
2
日

以
内

③
制

度
な

し
④

病
休

扱
い

⑤
そ

の
他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

も
可

能
だ

が
残

日
数

の
計

算
は

1
日

と
み

な
す

）

国
家

公
務

員
2
（
3
0
分

単
位

）
小

学
校

就
学

始
期

ま
で

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

年
5
日

（
2
人

以
上

年
1
0
日

）
1
日

又
は

1
時

間
①

～
④

①
通

算
6
月

を
超

え
な

い
範

囲
で

3
回

ま
で

分
割

可

①
②

（
時

間
単

位
の

場
合

は
1
日

4
時

間
以

内
）

配
偶

者
、

父
母

、
子

、
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
等

3
/
3

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

②
時

間
単

位
年

5
日

（
要

介
護

者
2
人

以
上

年
1
0
日

）
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

等
1
日

又
は

1
時

間
④

無

全
道

庁
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
終

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

、
3
人

以
上

1
5
日

時
間

①
②

③
④

①
分

②
3
/
3

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
①

③
時

間
取

得
は

可
能

だ
が

残
日

数
は

1
日

札
幌

札
幌

市
職

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

・
時

間
・
１

日
①

②
③

④
①

時
間

(1
5
分

単
位

で
4
時

間
1
5
分

以
内

)・
1
日

③
無

①
分

・
時

間
要

介
護

者
1
人

5
日

、
2
人

1
0
日

3
人

以
上

の
場

合
1
5
日

③
1
5
分

・
時

間
・
1
日

②

1
日

・
③

分
単

位
も

可
能

だ
が

残
日

数
の

計
算

は
1
日

札
幌

札
幌

市
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

・
時

間
・
１

日
①

②
③

④
①

時
間

(1
5
分

単
位

で
4
時

間
1
5
分

以
内

)・
1
日

③
無

①
分

・
時

間
要

介
護

者
1
人

5
日

、
2
人

1
0
日

3
人

以
上

の
場

合
1
5
日

③
1
5
分

・
時

間
・
1
日

②
半

日
・
1
日

札
幌

札
幌

病
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

・
時

間
・
１

日
①

②
③

④
①

時
間

・
1
日

③
③

勤
務

実
績

に
応

じ
て

①
15

分
、

時
間

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
日

3
人

以
上

の
場

合
1
5
日

③
1
5
分

・
時

間
・
1
日

②
半

日
・
1
日

札
幌

札
幌

市
交

通
労

組
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

・
時

間
・
１

日
①

②
③

④
①

時
間

(1
5
分

単
位

で
4
時

間
1
5
分

を
超

え
な

い
）
・
1

日

③
1
/
2

①
分

・
時

間
要

介
護

者
1
人

5
日

、
2
人

1
0
日

、
3
人

以
上

1
5
日

以
内

③
1
5
分

・
時

間
・
1
日

②
半

日
・
1
日

札
幌

都
市

共
済

労
組

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

１
日

①
②

③

連
続

3
月

の
期

間
内

に
お

い
て

必
要

と
認

め
ら

れ
る

期
間

時
間

・
1
日

②

③
勤

務
１

時
間

あ
た

り
の

給
与

額
を

減
額

し
て

支
給

③
-

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
日

②
1
日

②
１

日

札
幌

市
町

村
共

済
労

組
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

・
1
日

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

⑤
必

要
期

間
時

間

札
幌

国
保

連
労

組
2

小
学

校
就

学
始

期
家

族
含

む
子

ど
も

1
人

7
日

、
2
人

以
上

1
4
日

④
半

日
①

職
員

の
被

扶
養

者
及

び
同

居
す

る
親

族

年
間

1
8
0
日

以
内

で
必

要
と

す
る

期
間

時
間

②
1
/
2

③
-

制
度

な
し

-
-

①
時

間

札
幌

北
学

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

・
時

間
・
１

日
①

②
③

④
①

1
5
分

・
時

間
・
1
日

②
勤

務
実

績
に

応
じ

て
①

1
5
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
日

、
3
人

以
上

は
1
5
日

以
内

③
1
5
分

②
半

日
・
1
日

札
幌

江
別

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

①
１

日

札
幌

千
歳

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
半

日
・
1
日

①
②

①
時

間
・
1
日

②
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
半

日
・
1
日

⑤
必

要
期

間
時

間

札
幌

恵
庭

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

①
3
/
3
以

内
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
・
1
日

①
時

間

札
幌

石
狩

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

・
時

間
・
1
日

①
②

③
④

①

時
間

（
時

間
単

位
の

場
合

は
1
日

4
時

間
以

内
）
・
1
日

③
④

（
同

居
す

る
事

実
上

の
父

母
ま

た
は

子
）

1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
④

（
同

居
す

る
事

実
上

の
父

母
ま

た
は

子
）

1
5
分

・
時

間
・
1
日

②
時

間
・
1
日

札
幌

北
広

島
市

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

前
ま

で
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

③
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
・
1
日

①
1
日

札
幌

当
別

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
⑤

そ
の

他
町

長
が

認
め

る
も

の
①

時
間

・
1
日

①
の

同
居

の
み

1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
1
日

②
１

日

札
幌

企
業

局
労

組
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
終

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

②
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
①

時
間

札
幌

医
療

生
協

労
組

無
-

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

時
間

③
無

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
②

1
日

札
幌

新
篠

津
村

職
1

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
終

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
の

同
居

の
み

1
/
2

②
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

同
居

の
み

時
間

・
1
日

④
時

間

札
幌

倶
知

安
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
⑤

①
時

間
①

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
①

1
日

札
幌

蘭
越

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
④

①
時

間
②

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

②
時

間
札

幌
ニ

セ
コ

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
高

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

②
1
日

札
幌

喜
茂

別
町

職
無

-
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

①
無

②
時

間
制

度
な

し
-

-
①

1
日

札
幌

真
狩

村
職

2
3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

④
①

時
間

・
1
日

②
無

③
-

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
・
1
日

①
1
日

札
幌

京
極

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

⑤
①

時
間

・
1
日

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

・
1
日

②
時

間
・
1
日

札
幌

留
寿

都
村

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
③

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
①

時
間

札
幌

小
樽

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
1
0
0
/
1
0
0

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
・
1
日

①
1
日

札
幌

小
樽

市
立

病
院

労
組

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
3
/
3

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
③

時
間

・
1
日

①
1
日

1
1
.生

理
休

暇
　

※
特

別
休

暇

年
間

日
数

1
0
.短

期
の

介
護

休
暇

※
2
0
1
0
年

6
月

改
正

育
児

介
護

休
業

法
に

て
新

設
8
.介

護
休

暇
9
.介

護
時

間

地
本

単
組

名

6
.部

分
休

業
（
育

児
時

間
）

取
得

対
象

年
齢

7
.家

族
お

よ
び

子
ど

も
の

看
護

休
暇

日
数

（
年

間
●

日
）

備
考

36



2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
（
部

分
休

業
・
家

族
お

よ
び

子
の

看
護

休
暇

・
介

護
休

暇
・
特

定
事

業
主

行
動

計
画

・
生

理
休

暇
）
[2

0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

現
行

の
状

況
取

得
対

象
取

得
対

象
年

齢
取

得
方

法
看

護
の

対
象

期
間

取
得

方
法

取
得

対
象

復
職

時
調

整
期

間
取

得
方

法
対

象
と

な
る

も
の

取
得

方
法

現
行

の
状

況
取

得
単

位

一
日

●
時

間
を

越
え

な
い

範
囲

①
子

の
み

②
家

族
含

む
（
範

囲
）

①
小

学
校

就
学

始
期

（
未

就
学

児
）
②

中
学

校
就

学
始

期
（
小

学
生

）
③

そ
の

他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
け

が
・
病

気
②

予
防

接
種

③
健

康
診

断
④

リ
ハ

ビ
リ

・
通

院
介

助
⑤

そ
の

他

①
通

算
6
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
　

②
通

算
3
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
③

そ
の

他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

）

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
①

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
有

（
取

得
期

間
の

1
/
2
）
　

②
無

③
そ

の
他

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

②
そ

の
他

③
制

度
な

し

①
分

単
位

②
時

間
単

位
③

そ
の

他

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
１

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
3
日

以
内

②
2
日

以
内

③
制

度
な

し
④

病
休

扱
い

⑤
そ

の
他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

も
可

能
だ

が
残

日
数

の
計

算
は

1
日

と
み

な
す

）

国
家

公
務

員
2
（
3
0
分

単
位

）
小

学
校

就
学

始
期

ま
で

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

年
5
日

（
2
人

以
上

年
1
0
日

）
1
日

又
は

1
時

間
①

～
④

①
通

算
6
月

を
超

え
な

い
範

囲
で

3
回

ま
で

分
割

可

①
②

（
時

間
単

位
の

場
合

は
1
日

4
時

間
以

内
）

配
偶

者
、

父
母

、
子

、
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
等

3
/
3

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

②
時

間
単

位
年

5
日

（
要

介
護

者
2
人

以
上

年
1
0
日

）
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

等
1
日

又
は

1
時

間
④

無

1
1
.生

理
休

暇
　

※
特

別
休

暇

年
間

日
数

1
0
.短

期
の

介
護

休
暇

※
2
0
1
0
年

6
月

改
正

育
児

介
護

休
業

法
に

て
新

設
8
.介

護
休

暇
9
.介

護
時

間

地
本

単
組

名

6
.部

分
休

業
（
育

児
時

間
）

取
得

対
象

年
齢

7
.家

族
お

よ
び

子
ど

も
の

看
護

休
暇

日
数

（
年

間
●

日
）

備
考

札
幌

余
市

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
②

同
居

の
事

実
上

父
母

お
よ

び
事

実
上

子
と

同
様

の
も

の
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

②
1
日

札
幌

仁
木

町
職

無
-

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
①

時
間

・
1
日

②
無

③
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
④

時
間

・
1
日

無
－

札
幌

古
平

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
①

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
②

時
間

札
幌

赤
井

川
村

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

分
制

度
な

し
-

-
①

時
間

札
幌

積
丹

町
職

2
指

定
な

し
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
2
週

間
以

上
時

間
・
1
日

①
規

定
な

し
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

指
定

な
し

1
日

①
1
日

札
幌

島
牧

村
職

2
3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
②

1
/
2

③
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

②
時

間
札

幌
寿

都
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
①

時
間

①
無

①
時

間
制

度
な

し
-

-
①

時
間

札
幌

黒
松

内
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
・
1
日

②
時

間
札

幌
岩

内
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
②

1
0
0
/
1
0
0

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
①

時
間

札
幌

神
恵

内
村

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
①

時
間

②
無

①
時

間
制

度
な

し
-

-
②

1
日

札
幌

共
和

町
職

1
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
②

1
日

札
幌

共
和

町
社

協
ユ

ニ
オ

ン
無

-
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
②

時
間

②
1
/
2

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
②

時
間

札
幌

泊
村

職
2

そ
の

他
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
③

1
日

①
無

③
-

制
度

な
し

-
-

⑤
時

間

道
北

旭
川

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
卒

業
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
半

日
・
１

日
①

②
③

①
時

間
・
半

日
・
１

日
②

1
0
0
/
1
0
0
以

下
①

3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

④
職

員
が

世
話

を
行

う
要

介
護

者
時

間
・半

日
①

時
間

道
北

富
良

野
市

労
連

2
（
3
0

分
単

位
）

小
学

校
就

学
始

期
家

族
含

む
人

数
関

係
な

く
10

日
以

内
時

間
・
１

日
①

～
⑤

※
小

学
生

以
下

の
歯

科
通

院

配
偶

者
、

一
親

等
以

内
の

血
族

及
び

姻
族

、
同

居
す

る
親

族
①

時
間

・
１

日
②

3
/
3

①
3
0
分

制
度

な
し

-
-

①
時

間

道
北

鷹
栖

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
１

日
①

①
時

間
・
1
日

①
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

②
１

日

道
北

比
布

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

家
族

含
む

年
齢

制
限

な
し

1
年

に
5
日

、
小

学
校

就
学

始
期

の
子

が
２

人
以

上
の

場
合

は
1
0
日

時
間

①
②

③
④

配
偶

者
１

親
等

以
内

①
時

間
②

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
②

１
日

道
北

上
川

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

①
時

間
道

北
愛

別
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
②

時
間

道
北

当
麻

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
１

日
④

時
間

道
北

東
川

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

家
族

含
む

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
④

①
時

間
・
1
日

②
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

②
1
日

道
北

東
神

楽
町

職
2

規
定

な
し

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

①
時

間
道

北
美

瑛
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
・
1
日

②
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

①
時

間
道

北
上

富
良

野
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
家

族
含

む
年

齢
制

限
な

し
1
年

の
う

ち
1
4
日

以
内

時
間

①
②

③
④

③
連

続
す

る
6
ヵ

月
時

間
・
1
日

②
無

①
3
0
分

制
度

な
し

-
-

②
時

間

道
北

南
富

良
野

町
職

2
3
歳

子
の

み
小

学
校

卒
業

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

ひ
と

り
親

の
場

合
は

1
人

1
0
日

、
2
人

以
上

2
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
日

②
時

間
①

1
日

道
北

占
冠

村
職

2
小

学
校

就
学

始
期

家
族

含
む

年
齢

制
限

な
し

1
4
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
不

明
①

1
4
日

②
時

間
①

時
間

・
1
日

道
北

士
別

市
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

分
・
時

間
①

②
④

①
時

間
・
1
日

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

・
1
日

①
1
日

道
北

名
寄

市
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
卒

業
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

④
①

時
間

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
①

1
日

道
北

和
寒

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

詳
細

規
定

な
し

①
 

時
間

・
1
日

③
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
③

時
間

②
1
日

道
北

剣
淵

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

②
時

間
道

北
下

川
町

職
労

2
1
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
②

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
①

時
間

道
北

美
深

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

①
①

時
間

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

同
居

の
み

時
間

・
1
日

②
1
日

道
北

音
威

子
府

村
職

無
-

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

1
年

に
5
日

時
間

①
①

時
間

①
無

①
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

①
1
日

道
北

中
川

町
職

労
2

3
歳

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

分
①

②
①

時
間

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

同
居

の
み

時
間

②
分

道
北

東
神

楽
社

協
職

組
2

1
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
通

算
9
3
日

1
日

②
無

③
-

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
②

時
間

道
北

留
萌

市
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

③
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

③
時

間
・
1
日

①
1
日

道
北

増
毛

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

④
①

時
間

・
1
日

④
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

に
加

え
、

同
居

に
限

り
父

母
、

配
偶

者
、

配
偶

者
の

父
母

、
子

無
①

3
0
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

④
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

に
加

え
、

同
居

に
限

り
父

母
、

配
偶

者
、

配
偶

者
の

父
母

、
子

時
間

・
1
日

①
1
日

道
北

小
平

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

時
間

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

①
時

間
①

1
日

道
北

苫
前

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

②
時

間
④

時
間

道
北

初
山

別
村

職
2

3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
①

１
日

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

②
時

間
・
1
日

①
1
日

道
北

遠
別

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

②
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

②
時

間
①

1
日

道
北

天
塩

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

①
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

④
不

明
時

間
・
1
日

①
1
日

道
北

羽
幌

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

①
時

間
・
1
日

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

②
時

間
・
1
日

①
時

間
・
1
日

道
北

稚
内

市
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

③
時

間
・
1
日

⑤
必

要
期

間
1
日
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2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
（
部

分
休

業
・
家

族
お

よ
び

子
の

看
護

休
暇

・
介

護
休

暇
・
特

定
事

業
主

行
動

計
画

・
生

理
休

暇
）
[2

0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

現
行

の
状

況
取

得
対

象
取

得
対

象
年

齢
取

得
方

法
看

護
の

対
象

期
間

取
得

方
法

取
得

対
象

復
職

時
調

整
期

間
取

得
方

法
対

象
と

な
る

も
の

取
得

方
法

現
行

の
状

況
取

得
単

位

一
日

●
時

間
を

越
え

な
い

範
囲

①
子

の
み

②
家

族
含

む
（
範

囲
）

①
小

学
校

就
学

始
期

（
未

就
学

児
）
②

中
学

校
就

学
始

期
（
小

学
生

）
③

そ
の

他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
け

が
・
病

気
②

予
防

接
種

③
健

康
診

断
④

リ
ハ

ビ
リ

・
通

院
介

助
⑤

そ
の

他

①
通

算
6
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
　

②
通

算
3
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
③

そ
の

他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

）

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
①

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
有

（
取

得
期

間
の

1
/
2
）
　

②
無

③
そ

の
他

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

②
そ

の
他

③
制

度
な

し

①
分

単
位

②
時

間
単

位
③

そ
の

他

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
１

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
3
日

以
内

②
2
日

以
内

③
制

度
な

し
④

病
休

扱
い

⑤
そ

の
他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

も
可

能
だ

が
残

日
数

の
計

算
は

1
日

と
み

な
す

）

国
家

公
務

員
2
（
3
0
分

単
位

）
小

学
校

就
学

始
期

ま
で

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

年
5
日

（
2
人

以
上

年
1
0
日

）
1
日

又
は

1
時

間
①

～
④

①
通

算
6
月

を
超

え
な

い
範

囲
で

3
回

ま
で

分
割

可

①
②

（
時

間
単

位
の

場
合

は
1
日

4
時

間
以

内
）

配
偶

者
、

父
母

、
子

、
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
等

3
/
3

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

②
時

間
単

位
年

5
日

（
要

介
護

者
2
人

以
上

年
1
0
日

）
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

等
1
日

又
は

1
時

間
④

無

1
1
.生

理
休

暇
　

※
特

別
休

暇

年
間

日
数

1
0
.短

期
の

介
護

休
暇

※
2
0
1
0
年

6
月

改
正

育
児

介
護

休
業

法
に

て
新

設
8
.介

護
休

暇
9
.介

護
時

間

地
本

単
組

名

6
.部

分
休

業
（
育

児
時

間
）

取
得

対
象

年
齢

7
.家

族
お

よ
び

子
ど

も
の

看
護

休
暇

日
数

（
年

間
●

日
）

備
考

道
北

猿
払

村
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

②
時

間
・
1
日

③
無

そ
の

都
度

3
0
分

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

④
時

間
・
1
日

②
1
日

道
北

浜
頓

別
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
無

①
時

間
要

介
護

者
1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

②
時

間
・
1
日

①
時

間
道

北
中

頓
別

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
④

①
1
日

②
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

①
時

間

道
北

枝
幸

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

R
3
.4

.1
～

対
象

年
齢

拡
充

①
時

間
①

無
①

時
間

要
介

護
者

1
人

5
日

、
2
人

1
0
 日

①
時

間
④

時
間

道
北

豊
富

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

①
①

時
間

①
無

①
時

間
制

度
な

し
-

-
②

時
間

道
南

函
館

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

③
通

算
6
月

を
超

え
な

い
範

囲
で

必
要

と
さ

れ
る

期
間

時
間

（
4
時

間
以

内
）
・

半
日

・
1
日

④
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

、
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
、

同
居

す
る

父
母

の
配

偶
者

，
配

偶
者

の
父

母
の

配
偶

者
，

子
の

配
偶

者
，

配
偶

者
の

子

3
/
3
以

下
①

3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

④
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

、
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
、

同
居

す
る

父
母

の
配

偶
者

，
配

偶
者

の
父

母
の

配
偶

者
，

子
の

配
偶

者
，

配
偶

者
の

子

時
間

・
1
日

②
1
日

道
南

函
館

公
サ

労
2

3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

時
間

・
1
日

③
③

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
・
1
日

②
時

間

道
南

函
館

病
院

労
組

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
（
４

時
間

以
内

）
・

半
日

・
1
日

①
③

1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
③

時
間

・
１

日
②

1
日

道
南

函
館

市
交

通
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
・半

日
・1

日
②

無
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

②
1
日

道
南

木
古

内
町

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
①

時
間

・
1
日

②
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

④
1
日

道
南

七
飯

町
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
①

①
制

度
な

し
-

-
②

1
日

道
南

鹿
部

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

・
1
日

①
1
/
2

①
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

②
時

間
道

南
八

雲
町

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・半
日

・1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

②
1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
半

日
・
1
日

①
1
日

道
南

長
万

部
町

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

④
①

時
間

①
1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
無

－
道

南
松

前
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

①
時

間
・
1
日

①
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
・
1
日

②
時

間
・
1
日

道
南

森
町

職
　

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

①
①

時
間

・
1
日

①
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
同

居
の

み
・
②

時
間

①
1
日

道
南

知
内

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

②
時

間
・
1
日

道
南

福
島

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

減
額

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

④
1
日

道
南

松
前

な
で

ん
荘

職
無

-
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

②
1
日

①
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

半
日

・
1
日

休
暇

は
無

給
時

間
・
1
日

道
南

北
斗

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

分
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

④
３

日
時

間
道

南
上

ノ
国

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
・
1
日

②
1
日

道
南

江
差

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

・
1
日

①
同

居
の

み
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

同
居

の
み

時
間

・
1
日

⑤
月

1
日

1
日

道
南

せ
た

な
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

①
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
・
1
日

➃
時

間
・
1
日

道
南

今
金

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
②

1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

⑤
１

日
以

内
時

間
道

南
厚

沢
部

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

①
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

④
分

道
南

乙
部

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
①

時
間

・
1
日

①
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

②
1
日

道
南

奥
尻

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
①

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
①

1
日

空
知

深
川

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
①

３
年

間
で

給
与

１
０

０
％

復
元

。
昇

給
は

１
／

６
以

上
勤

務
し

な
か

っ
た

場
合

延
伸

。

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

①
1
日

空
知

沼
田

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
無

①
分

・
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

・
1
日

無
－

空
知

妹
背

牛
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

・
1
日

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

無
－

空
知

北
竜

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

無
－

空
知

雨
竜

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

④
①

時
間

・
1
日

④
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
配

偶
者

の
父

母
等

（
同

居
の

み
）

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
④

配
偶

者
、

父
母

、
子

、
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

配
偶

者
の

父
母

等
（
同

居
の

み
）

時
間

・
1
日

必
要

期
間

時
間

・
1
日

空
知

滝
川

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
必

要
期

間
1
日

空
知

砂
川

市
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

①
1
日

空
知

奈
井

江
町

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

④
（
同

居
の

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
配

偶
者

、
配

偶
者

の
父

母
）

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

・
1
日

①

空
知

赤
平

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
①

１
日

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

①
時

間
・
１

日
空

知
芦

別
市

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

④
①

時
間

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

①
1
日

空
知

歌
志

内
市

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

１
日

②
無

①
時

間
制

度
な

し
-

-
無

－
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2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
（
部

分
休

業
・
家

族
お

よ
び

子
の

看
護

休
暇

・
介

護
休

暇
・
特

定
事

業
主

行
動

計
画

・
生

理
休

暇
）
[2

0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

現
行

の
状

況
取

得
対

象
取

得
対

象
年

齢
取

得
方

法
看

護
の

対
象

期
間

取
得

方
法

取
得

対
象

復
職

時
調

整
期

間
取

得
方

法
対

象
と

な
る

も
の

取
得

方
法

現
行

の
状

況
取

得
単

位

一
日

●
時

間
を

越
え

な
い

範
囲

①
子

の
み

②
家

族
含

む
（
範

囲
）

①
小

学
校

就
学

始
期

（
未

就
学

児
）
②

中
学

校
就

学
始

期
（
小

学
生

）
③

そ
の

他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
け

が
・
病

気
②

予
防

接
種

③
健

康
診

断
④

リ
ハ

ビ
リ

・
通

院
介

助
⑤

そ
の

他

①
通

算
6
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
　

②
通

算
3
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
③

そ
の

他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

）

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
①

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
有

（
取

得
期

間
の

1
/
2
）
　

②
無

③
そ

の
他

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

②
そ

の
他

③
制

度
な

し

①
分

単
位

②
時

間
単

位
③

そ
の

他

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
１

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
3
日

以
内

②
2
日

以
内

③
制

度
な

し
④

病
休

扱
い

⑤
そ

の
他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

も
可

能
だ

が
残

日
数

の
計

算
は

1
日

と
み

な
す

）

国
家

公
務

員
2
（
3
0
分

単
位

）
小

学
校

就
学

始
期

ま
で

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

年
5
日

（
2
人

以
上

年
1
0
日

）
1
日

又
は

1
時

間
①

～
④

①
通

算
6
月

を
超

え
な

い
範

囲
で

3
回

ま
で

分
割

可

①
②

（
時

間
単

位
の

場
合

は
1
日

4
時

間
以

内
）

配
偶

者
、

父
母

、
子

、
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
等

3
/
3

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

②
時

間
単

位
年

5
日

（
要

介
護

者
2
人

以
上

年
1
0
日

）
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

等
1
日

又
は

1
時

間
④

無

1
1
.生

理
休

暇
　

※
特

別
休

暇

年
間

日
数

1
0
.短

期
の

介
護

休
暇

※
2
0
1
0
年

6
月

改
正

育
児

介
護

休
業

法
に

て
新

設
8
.介

護
休

暇
9
.介

護
時

間

地
本

単
組

名

6
.部

分
休

業
（
育

児
時

間
）

取
得

対
象

年
齢

7
.家

族
お

よ
び

子
ど

も
の

看
護

休
暇

日
数

（
年

間
●

日
）

備
考

空
知

上
砂

川
町

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
⑤

通
院

介
助

１
つ

の
要

介
護

ご
と

に
3
回

以
下

、
か

つ
6

月
以

下

時
間

・
1
日

②
1
/
2

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
・
1
日

④
1
日

空
知

三
笠

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
②

時
間

空
知

岩
見

沢
市

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
①

１
日

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

1
日

②
1
日

空
知

岩
見

沢
病

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

④
①

時
間

・
1
日

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

②
1
日

空
知

月
形

町
職

労
1

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
①

時
間

・
1
日

②
無

③
分

制
度

な
し

-
-

無
－

空
知

南
幌

町
職

労
1

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

④

胆
振

登
別

市
職

労
2

3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

①
①

時
間

③
無

①
3
0
分

制
度

な
し

-
-

④
時

間

胆
振

室
蘭

市
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

⑤
⑤

入
学

時
等

の
手

続
①

時
間

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

1
日

①
1
日

胆
振

伊
達

市
労

連
2

1
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
②

1
日

胆
振

洞
爺

湖
町

労
連

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

①
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

①
時

間
胆

振
安

平
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

②
1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
①

1
日

胆
振

む
か

わ
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

分
①

②
③

④
①

時
間

・
1
日

①
③

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

分
①

時
間

・1
日

・③

胆
振

苫
小

牧
市

職
労

2
3
歳

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

6
日

、
2
人

以
上

1
2
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
に

加
え

子
の

配
偶

者
・
子

1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
に

加
え

子
の

配
偶

者
・
子

時
間

・
1
日

①
時

間

胆
振

厚
真

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

①
②

③
④

①
時

間
①

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

②
1
日

胆
振

白
老

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

④
1
日

日
高

日
高

町
職

2
3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

①
時

間
日

高
平

取
町

職
労

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

①
時

間
②

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
1
日

④
２

日
1
日

日
高

新
ひ

だ
か

町
職

2
1
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

②
1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
①

時
間

日
高

浦
河

町
職

労
2

1
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

①
時

間
②

1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
②

1
日

日
高

様
似

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
②

1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
④

分
日

高
え

り
も

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
・
1
日

①
時

間
・
1
日

網
走

網
走

市
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③

※
家

族
看

護
休

暇
：
配

偶
者

及
び

1
親

等
の

血
族

又
は

姻
族

に
限

り
、

一
年

度
に

お
い

て
3
0
日

以
内

①
時

間
・
1
日

③
に

加
え

、
同

居
に

限
り

「
職

員
又

は
配

偶
者

と
の

間
に

お
い

て
、

事
実

上
父

母
と

同
様

の
関

係
に

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

者
及

び
職

員
と

の
間

に
お

い
て

事
実

上
子

と
同

様
の

関
係

に
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
者

で
市

長
が

定
め

る
も

の

1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
1
日

請
求

の
あ

っ
た

期
間

時
間

網
走

斜
里

町
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
家

族
含

む
家

族
看

護
休

暇
（
有

給
3
0
日

以
内

）
1
日

①
②

父
母

、
子

、
配

偶
者

の
1
日

以
上

の
疾

病
療

養
①

時
間

・
1
日

①
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
1
日

①
時

間

網
走

清
里

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

・
1
日

③
に

加
え

、
同

居
の

父
母

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
配

偶
者

、
子

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
子

無
①

3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
に

加
え

、
同

居
の

父
母

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
配

偶
者

、
子

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
子

時
間

②
時

間
・
1
日

網
走

小
清

水
町

職
そ

の
他

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

・
1
日

③
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
①

時
間

網
走

美
幌

町
職

2
3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
③

（
孫

は
父

母
の

い
ず

れ
も

が
死

亡
し

て
い

る
者

に
限

る
。

）
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
（
孫

は
父

母
の

い
ず

れ
も

が
死

亡
し

て
い

る
者

に
限

る
。

）
時

間
①

時
間

網
走

北
見

市
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

①
②

③
①

時
間

・
1
日

②
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
1
5
分

②
1
日

網
走

訓
子

府
町

職
2

3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
③

3
/
3

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
病

休
3日

以
内

1
日

網
走

置
戸

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

③
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
①

時
間

網
走

遠
軽

町
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

③
に

加
え

、
同

居
の

父
母

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
配

偶
者

、
子

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
子

無
①

3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
に

加
え

、
同

居
の

父
母

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
配

偶
者

、
子

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
子

時
間

①
1
日

網
走

興
部

町
職

2
3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

・
1
日

③
に

加
え

、
同

居
の

事
実

上
の

父
母

及
び

子
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
に

加
え

、
同

居
の

事
実

上
の

父
母

及
び

子
時

間
・
1
日

無
－

網
走

雄
武

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
①

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
④

必
要

最
低

限

39



2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
（
部

分
休

業
・
家

族
お

よ
び

子
の

看
護

休
暇

・
介

護
休

暇
・
特

定
事

業
主

行
動

計
画

・
生

理
休

暇
）
[2

0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

現
行

の
状

況
取

得
対

象
取

得
対

象
年

齢
取

得
方

法
看

護
の

対
象

期
間

取
得

方
法

取
得

対
象

復
職

時
調

整
期

間
取

得
方

法
対

象
と

な
る

も
の

取
得

方
法

現
行

の
状

況
取

得
単

位

一
日

●
時

間
を

越
え

な
い

範
囲

①
子

の
み

②
家

族
含

む
（
範

囲
）

①
小

学
校

就
学

始
期

（
未

就
学

児
）
②

中
学

校
就

学
始

期
（
小

学
生

）
③

そ
の

他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
け

が
・
病

気
②

予
防

接
種

③
健

康
診

断
④

リ
ハ

ビ
リ

・
通

院
介

助
⑤

そ
の

他

①
通

算
6
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
　

②
通

算
3
月

超
え

な
い

３
回

分
割

可
③

そ
の

他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

）

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
①

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
有

（
取

得
期

間
の

1
/
2
）
　

②
無

③
そ

の
他

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

②
そ

の
他

③
制

度
な

し

①
分

単
位

②
時

間
単

位
③

そ
の

他

①
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

配
偶

者
の

父
母

　
　

②
１

に
加

え
、

同
居

の
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
、

孫
な

ど
　

　
③

①
に

加
え

、
同

居
問

わ
ず

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

、
孫

な
ど

　
　

④
そ

の
他

①
1
5
分

単
位

②
時

間
単

位
③

１
日

単
位

④
そ

の
他

①
3
日

以
内

②
2
日

以
内

③
制

度
な

し
④

病
休

扱
い

⑤
そ

の
他

①
時

間
単

位
②

１
日

単
位

③
そ

の
他

（
分

単
位

も
可

能
だ

が
残

日
数

の
計

算
は

1
日

と
み

な
す

）

国
家

公
務

員
2
（
3
0
分

単
位

）
小

学
校

就
学

始
期

ま
で

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

年
5
日

（
2
人

以
上

年
1
0
日

）
1
日

又
は

1
時

間
①

～
④

①
通

算
6
月

を
超

え
な

い
範

囲
で

3
回

ま
で

分
割

可

①
②

（
時

間
単

位
の

場
合

は
1
日

4
時

間
以

内
）

配
偶

者
、

父
母

、
子

、
祖

父
母

、
兄

弟
姉

妹
等

3
/
3

①
連

続
す

る
3
年

で
1
日

に
つ

き
2
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

②
時

間
単

位
年

5
日

（
要

介
護

者
2
人

以
上

年
1
0
日

）
配

偶
者

、
父

母
、

子
、

祖
父

母
、

兄
弟

姉
妹

等
1
日

又
は

1
時

間
④

無

1
1
.生

理
休

暇
　

※
特

別
休

暇

年
間

日
数

1
0
.短

期
の

介
護

休
暇

※
2
0
1
0
年

6
月

改
正

育
児

介
護

休
業

法
に

て
新

設
8
.介

護
休

暇
9
.介

護
時

間

地
本

単
組

名

6
.部

分
休

業
（
育

児
時

間
）

取
得

対
象

年
齢

7
.家

族
お

よ
び

子
ど

も
の

看
護

休
暇

日
数

（
年

間
●

日
）

備
考

網
走

紋
別

市
労

連
2

3
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
①

時
間

②
無

①
3
0
分

制
度

な
し

-
-

②
時

間

網
走

大
空

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

同
居

の
①

、
②

に
加

え
、

父
母

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
父

母
の

配
偶

者
、

配
偶

者
の

子
、

子
の

配
偶

者
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

同
居

の
①

、
②

に
加

え
、

父
母

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
父

母
の

配
偶

者
、

配
偶

者
の

子
、

子
の

配
偶

者

1
日

②
1
日

網
走

津
別

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

①
時

間

網
走

佐
呂

間
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

④
時

間

網
走

滝
上

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

時
間

①
無

①
3
0
分

制
度

な
し

-
-

無
－

網
走

広
域

紋
別

病
院

労
組

無
-

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
①

時
間

・
1
日

②
1
/
2

③
-

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
・
1
日

②
時

間
・
1
日

十
勝

帯
広

市
労

連
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

①
③

④
3
/
3

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
③

④
時

間
・
1
日

①
1
日

十
勝

新
得

町
職

2
3
歳

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
無

①
時

間
・
1
日

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
・
1
日

①
1
日

十
勝

鹿
追

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

①
時

間

十
勝

上
士

幌
町

職
2

中
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
①

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
①

時
間

十
勝

士
幌

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

家
族

含
む

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
孫

の
記

載
な

し
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

④
1
日

十
勝

陸
別

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
③

無
①

時
間

制
度

な
し

-
-

②
1
日

十
勝

足
寄

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
終

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
③

時
間

①
時

間

十
勝

本
別

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
③

無
①

分
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
③

時
間

①
1
日

十
勝

池
田

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
3
0
分

①
時

間

十
勝

豊
頃

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
日

①
②

③
④

①
時

間
②

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

①
1
日

十
勝

浦
幌

町
職

2
1
歳

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
(4

時
間

以
内

)・
1
日

②
無

①
分

制
度

な
し

-
-

①
特

に
な

し

十
勝

幕
別

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

②
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
・
1
日

②
分

・時
間

・1
日

十
勝

中
札

内
村

職
2

小
学

校
就

学
始

期
家

族
含

む
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

①
②

③
④

①
時

間
②

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
1
5
分

①
時

間

十
勝

更
別

村
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

③
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
・
1
日

そ
の

都
度

そ
の

都
度

十
勝

広
尾

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

②
孫

の
記

載
な

し
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

①
時

間
・
1
日

十
勝

清
水

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

①
無

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

・
1
日

②
時

間

十
勝

芽
室

町
職

無
-

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

1
5
分

①
①

1
日

③
無

①
時

間
制

度
な

し
-

-
①

時
間

・
1
日

十
勝

音
更

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
・
1
日

③
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
①

1
日

十
勝

大
樹

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
中

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

④
①

時
間

・
1
日

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

・
1
日

①
時

間

釧
根

釧
路

市
ユ

ニ
オ

ン
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
①

時
間

・
1
日

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

・
1
日

①
時

間
・
1
日

釧
根

釧
路

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

④
①

時
間

・
1
日

①
の

同
居

の
み

に
加

え
、

②
の

同
居

の
み

無
①

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
、

父
母

の
配

偶
者

、
配

偶
者

の
父

母
の

配
偶

者
、

子
の

配
偶

者
、

配
偶

者
の

子
（
同

居
に

限
る

）
時

間
・
1
日

①
時

間
・
1
日

釧
根

鶴
居

村
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
①

1
日

②
無

②
４

時
間

時
間

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
無

－
釧

根
標

茶
町

職
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

中
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

・
1
日

②
1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
①

時
間

・
1
日

①
1
日

釧
根

厚
岸

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

②
無

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
①

1
日

釧
根

浜
中

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

①
時

間
・
1
日

①
1
/
2

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
時

間
・
1
日

①
時

間

釧
根

根
室

市
職

2
3
歳

家
族

含
む

小
学

校
就

学
始

期
１

暦
年

9
0
日

以
内

時
間

・
1
日

①
④

①
時

間
②

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
②

時
間

・
1
日

①

１
回

に
つ

き
３

日
以

内
に

お
い

て
必

要
と

す
る

期
間

釧
根

中
標

津
町

労
連

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
⑤

通
院

介
助

①
時

間
・
1
日

②
1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
・
1
日

①
1
日

釧
根

別
海

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

①
時

間
③

無
①

3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

③
時

間
①

時
間

釧
根

標
津

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

・
1
日

①
②

③
①

時
間

(4
時

間
以

内
）
・
1
日

②
無

①
3
0
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

②
1
日

①
必

要
と

す
る

期
間

釧
根

羅
臼

町
職

労
2

小
学

校
就

学
始

期
子

の
み

小
学

校
就

学
始

期
子

ど
も

1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
④

①
時

間
①

1
/
2

①
時

間
要

介
護

者
1人

5日
、

2人
10

日
同

居
の

配
偶

者
の

み
1
日

1
回

に
つ

き
半

日
・
1
日

釧
根

白
糠

町
職

2
小

学
校

就
学

始
期

子
の

み
小

学
校

就
学

始
期

子
ど

も
1
人

5
日

、
2
人

以
上

1
0
日

時
間

①
②

③
①

時
間

①
1
/
2

①
分

要
介

護
者

1人
5日

、
2人

10
日

①
時

間
④

時
間

・
1
日

40



2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
(妊

娠
障

害
休

暇
・
妊

娠
出

産
後

通
院

休
暇

・
育

児
短

時
間

勤
務

制
度

・
早

出
遅

出
勤

務
・
不

妊
治

療
・
更

年
期

・
セ

ク
ハ

ラ
対

策
・
そ

の
他

)[
2
0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

12
.妊

娠
障

害
休

暇
※

特
別

休
暇

16
.不

妊
治

療
休

暇
17

.更
年

期
に

関
す

る
休

暇

1
9
.特

定
（
一

般
）
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定

現
行

の
状

況
対

象
範

囲

●
日

以
内

妊
娠

満
●

週
ま

で
●

週
間

に
●

回

妊
娠

満
●

週
か

ら
妊

娠
満

●
週

ま
で

●
週

間
に

●
回

妊
娠

満
●

週
か

ら
出

産
ま

で
●

週
間

に
●

回

出
産

後
1
年

ま
で

●
回

そ
の

他

①
小

学
校

入
学

前
の

子
を

養
育

す
る

職
員

②
学

童
保

育
施

設
等

に
託

児
し

て
い

る
小

学
生

の
子

を
迎

え
に

行
く

職
員

③
介

護
が

必
要

な
親

族
を

介
護

す
る

職
員

④
そ

の
他

①
設

置
済

②
1
年

以
内

に
設

置
予

定
③

未
定

国
家

公
務

員
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済

全
道

庁
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
（治

療
の

検
査

・処
置

等
は

病
休

、
有

給
）

無
設

置
済

①
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
（
勤

続
3
0
年

3
日

、
勤

続
2
0
年

2
日

、
と

も
に

分
単

位
）
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

休
暇

な
ど

札
幌

札
幌

市
職

連
7

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

設
置

済
①

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

５
日

、
永

年
勤

続
休

暇
３

日
（
職

専
免

）

札
幌

札
幌

市
労

7
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

設
置

済
①

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

５
日

、
永

年
勤

続
休

暇
３

日
（
職

専
免

）

札
幌

札
幌

病
職

労
7

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
（
年

間
6
日

6
月

～
9
月

、
1
2
～

3
月

に
取

得
可

5
日

）
、

永
年

勤
続

休
暇

（
1
0
年

、
2
0
年

、
3
0
年

と
も

3
日

以
内

）
、

健
康

診
断

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
休

暇

札
幌

札
幌

市
交

通
労

組
7

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

6歳
有

無
設

置
済

①
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
５

日
、

永
年

勤
続

休
暇

３
日

（
職

専
免

）

札
幌

都
市

共
済

労
組

20
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

札
幌

市
町

村
共

済
労

組
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
①

②
③

無
無

設
置

予
定

②

札
幌

国
保

連
労

組
14

7月
4週

1回
7
月

~9
月

2
週

1
回

9月
か

ら
週

1回
1

導
入

済
小

学
校

就
学

前
無

-
無

無
設

置
済

①
結

婚
休

暇
（
連

続
８

日
以

内
（
土

日
祝

を
除

く
）
）
、

永
年

勤
続

休
暇

（
３

日
以

内
（
勤

続
3
0
年

）
）
、

骨
髄

バ
ン

ク
休

暇
（
日

数
の

定
め

な
し

）
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

休
暇

（
年

5
日

）
、

健
康

増
進

休
暇

（
年

６
日

）
、

法
要

休
暇

札
幌

北
学

労
7

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
①

②
③

設
置

済
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
、

永
年

勤
続

休
暇

札
幌

江
別

市
職

労
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

6歳
無

-
無

無
設

置
済

①
健

康
増

進
休

暇
（
冬

期
２

日
）

札
幌

千
歳

市
職

労
必

要
最

小
限

度
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
①

札
幌

恵
庭

市
職

労
病

気
休

暇
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

病
気

休
暇

と
し

て
取

得
可

能
無

設
置

済
①

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

２
日

以
内

、
不

妊
治

療
休

暇
（
病

気
休

暇
と

し
て

取
得

可
能

）

札
幌

石
狩

市
職

労
必

要
最

小
限

度
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

健
康

増
進

休
暇

（
1
0
月

～
3
月

に
２

日
）

札
幌

北
広

島
市

職
労

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

0
導

入
済

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

札
幌

当
別

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

①
ゆ

と
り

休
暇

札
幌

企
業

局
労

組
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
②

③
設

置
済

②
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
等

札
幌

医
療

生
協

労
組

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

導
入

済
無

-
未

定
②

札
幌

新
篠

津
村

職
無

全
て

病
休

-
-

-
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

①
夏

季
休

暇
（
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
）

札
幌

倶
知

安
町

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

札
幌

蘭
越

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
無

無
設

置
済

②

札
幌

ニ
セ

コ
町

職
無

必
要

と
認

め
ら

れ
る

期
間

導
入

済
小

学
校

就
学

前
有

①
③

無
無

未
定

①

札
幌

喜
茂

別
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
1歳

6ヵ
月

無
-

無
無

未
定

②

札
幌

真
狩

村
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

未
定

①

札
幌

京
極

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

未
定

①

札
幌

留
寿

都
村

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

12
歳

有
①

無
無

未
定

①

札
幌

小
樽

市
職

労
7

未
定

-
無

-
未

定
①

札
幌

小
樽

市
立

病
院

労
組

7
母

子
保

健
法

10
・1

3条
必

要
と

認
め

る
期

間
未

定
-

無
-

未
定

札
幌

余
市

町
職

7
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

②
③

未
定

①

札
幌

仁
木

町
職

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

③
未

定
②

札
幌

古
平

町
職

14
23

週
4週

1回
35

週
ま

で
2週

1回
36

週
1週

1回
1

導
入

済
無

-
未

定
①

札
幌

赤
井

川
村

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

未
定

②

札
幌

積
丹

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

②
③

無
無

未
定

②

札
幌

島
牧

村
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
-

有
①

②
未

定
①

札
幌

寿
都

町
職

無
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
未

定
②

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

札
幌

黒
松

内
町

職
無

導
入

済
有

①
③

未
定

②

札
幌

岩
内

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

①

札
幌

神
恵

内
村

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
-

無
-

未
定

①

1
8
.セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
措

置
①

事
業

主
が

毎
年

点
検

し
て

い
る

②
点

検
し

て
い

な
い

2
0
.そ

の
他

、
独

自
の

休
暇

制
度

に
つ

い
て

導
入

状
況

15
.早

出
遅

出
勤

務

有
無

14
.育

児
の

た
め

の
短

時
間

勤
務

制
度

取
得

可
能

期
間

地
本

単
組

名

13
.妊

娠
、

出
産

後
通

院
休

暇

現
行

の
状

況

①
あ

り
（具

体
的

）
②

な
し

①
あ

り
（
具

体
的

）
②

な
し

41



2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
(妊

娠
障

害
休

暇
・
妊

娠
出

産
後

通
院

休
暇

・
育

児
短

時
間

勤
務

制
度

・
早

出
遅

出
勤

務
・
不

妊
治

療
・
更

年
期

・
セ

ク
ハ

ラ
対

策
・
そ

の
他

)[
2
0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

12
.妊

娠
障

害
休

暇
※

特
別

休
暇

16
.不

妊
治

療
休

暇
17

.更
年

期
に

関
す

る
休

暇

1
9
.特

定
（
一

般
）
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定

現
行

の
状

況
対

象
範

囲

●
日

以
内

妊
娠

満
●

週
ま

で
●

週
間

に
●

回

妊
娠

満
●

週
か

ら
妊

娠
満

●
週

ま
で

●
週

間
に

●
回

妊
娠

満
●

週
か

ら
出

産
ま

で
●

週
間

に
●

回

出
産

後
1
年

ま
で

●
回

そ
の

他

①
小

学
校

入
学

前
の

子
を

養
育

す
る

職
員

②
学

童
保

育
施

設
等

に
託

児
し

て
い

る
小

学
生

の
子

を
迎

え
に

行
く

職
員

③
介

護
が

必
要

な
親

族
を

介
護

す
る

職
員

④
そ

の
他

①
設

置
済

②
1
年

以
内

に
設

置
予

定
③

未
定

国
家

公
務

員
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済

1
8
.セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
措

置
①

事
業

主
が

毎
年

点
検

し
て

い
る

②
点

検
し

て
い

な
い

2
0
.そ

の
他

、
独

自
の

休
暇

制
度

に
つ

い
て

導
入

状
況

15
.早

出
遅

出
勤

務

有
無

14
.育

児
の

た
め

の
短

時
間

勤
務

制
度

取
得

可
能

期
間

地
本

単
組

名

13
.妊

娠
、

出
産

後
通

院
休

暇

現
行

の
状

況

①
あ

り
（具

体
的

）
②

な
し

①
あ

り
（
具

体
的

）
②

な
し

札
幌

共
和

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

無
無

未
定

①

札
幌

共
和

町
社

協
ユ

ニ
オ

ン
④

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

未
定

②

札
幌

泊
村

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
-

無
-

未
定

②

道
北

旭
川

市
職

労
20

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
①

道
北

富
良

野
市

労
連

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

母
子

保
健

法
に

規
定

す
る

保
健

指
導

又
は

健
康

診
査

を
受

け
る

場
合

、
必

要
と

認
め

ら
れ

る
期

間
（出

産
後

は
会

計
年

度
任

用
職

員
の

み
制

度
あ

り
）

導
入

済
小

学
校

就
学

前
無

-
無

無
設

置
済

①
ド

ナ
ー

休
暇

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
休

暇

道
北

鷹
栖

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

②
③

無
無

設
置

済
②

道
北

比
布

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

設
置

済
①

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

、
ド

ナ
ー

休
暇

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
休

暇

道
北

上
川

町
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

ド
ナ

ー
休

暇
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

休
暇

道
北

愛
別

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

未
定

①

道
北

当
麻

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
出

産
後

4週
間

前
後

に
1回

導
入

済
小

学
校

就
学

前
有

①
③

無
無

設
置

済
①

道
北

東
川

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

導
入

済
小

学
校

就
学

前
有

①
③

無
無

未
定

②

道
北

東
神

楽
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

具
体

的
な

年
齢

の
規

定
な

し
有

①
無

無
設

置
予

定
②

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

、
ド

ナ
ー

休
暇

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
休

暇

道
北

美
瑛

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
②

道
北

上
富

良
野

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

3歳
有

①
②

③
無

無
設

置
済

①
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
連

続
５

日

道
北

南
富

良
野

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
母

子
保

健
法

に
規

定
す

る
保

健
指

導
又

は
健

康
診

査
を

受
け

る
場

合
、

必
要

と
認

め
ら

れ
る

期
間

導
入

済
1歳

有
①

無
無

未
定

②

道
北

占
冠

村
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

③
無

無
設

置
済

②

道
北

士
別

市
労

連
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

設
置

済
②

道
北

名
寄

市
労

連
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
②

道
北

和
寒

町
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

未
定

②

道
北

剣
淵

町
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

設
置

済
①

道
北

下
川

町
職

労
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

③
未

定
②

道
北

美
深

町
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

②
③

設
置

予
定

②

道
北

音
威

子
府

村
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
-

無
-

設
置

済
①

道
北

中
川

町
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

③
未

定
②

道
北

東
神

楽
社

協
職

組
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
-

無
-

未
定

②

道
北

留
萌

市
労

連
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
未

定
①

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

（
年

2
日

）
廃

止
し

ま
し

た
道

北
増

毛
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
①

道
北

小
平

町
職

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

道
北

苫
前

町
職

無
制

度
な

し
-

-
-

導
入

済
小

学
校

就
学

前
有

①
②

③
無

無
未

定
①

道
北

初
山

別
村

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

~1
週

1回
1

導
入

済
小

学
校

就
学

前
有

①
②

③
無

無
設

置
済

①
道

北
遠

別
町

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

~1
週

1回
1

導
入

済
小

学
校

就
学

前
有

①
③

無
生

理
休

暇
を

運
用

し
て

い
る

未
定

①
道

北
天

塩
町

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

⑤
無

無
未

定
①

道
北

羽
幌

町
職

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
②

道
北

稚
内

市
労

連
無

23
週

4週
1回

24
～

35
週

2週
1回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

①
道

北
猿

払
村

職
無

7月
4週

1回
8~

9月
2週

1回
10

月
1週

1回
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
設

置
予

定
①

道
北

浜
頓

別
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
未

定
②

道
北

中
頓

別
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

③
無

無
設

置
済

①

道
北

枝
幸

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
※

出
産

後
1年

は
、

医
師

又
は

助
産

師
が

保
健

指
導

又
は

健
康

診
査

を
受

け
る

こ
と

を
指

示
し

た
場

合
の

み
。

導
入

済
1歳

有
①

無
無

設
置

済
②

道
北

豊
富

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
未

定
②

道
南

函
館

市
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

、
自

己
啓

発
等

休
業

道
南

函
館

公
サ

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

設
置

済
①

道
南

函
館

病
院

労
組

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

道
南

函
館

市
交

通
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
（
試

行
中

）
有

（
試

行
中

）
①

②
③

設
置

済
策

定
済

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

、
自

己
啓

発
等

休
業

道
南

木
古

内
町

職
労

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

①
道

南
七

飯
町

労
連

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

42



2
0
2
1
権

利
実

態
調

査
(妊

娠
障

害
休

暇
・
妊

娠
出

産
後

通
院

休
暇

・
育

児
短

時
間

勤
務

制
度

・
早

出
遅

出
勤

務
・
不

妊
治

療
・
更

年
期

・
セ

ク
ハ

ラ
対

策
・
そ

の
他

)[
2
0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

12
.妊

娠
障

害
休

暇
※

特
別

休
暇

16
.不

妊
治

療
休

暇
17

.更
年

期
に

関
す

る
休

暇

1
9
.特

定
（
一

般
）
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定

現
行

の
状

況
対

象
範

囲

●
日

以
内

妊
娠

満
●

週
ま

で
●

週
間

に
●

回

妊
娠

満
●

週
か

ら
妊

娠
満

●
週

ま
で

●
週

間
に

●
回

妊
娠

満
●

週
か

ら
出

産
ま

で
●

週
間

に
●

回

出
産

後
1
年

ま
で

●
回

そ
の

他

①
小

学
校

入
学

前
の

子
を

養
育

す
る

職
員

②
学

童
保

育
施

設
等

に
託

児
し

て
い

る
小

学
生

の
子

を
迎

え
に

行
く

職
員

③
介

護
が

必
要

な
親

族
を

介
護

す
る

職
員

④
そ

の
他

①
設

置
済

②
1
年

以
内

に
設

置
予

定
③

未
定

国
家

公
務

員
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済

1
8
.セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
措

置
①

事
業

主
が

毎
年

点
検

し
て

い
る

②
点

検
し

て
い

な
い

2
0
.そ

の
他

、
独

自
の

休
暇

制
度

に
つ

い
て

導
入

状
況

15
.早

出
遅

出
勤

務

有
無

14
.育

児
の

た
め

の
短

時
間

勤
務

制
度

取
得

可
能

期
間

地
本

単
組

名

13
.妊

娠
、

出
産

後
通

院
休

暇

現
行

の
状

況

①
あ

り
（具

体
的

）
②

な
し

①
あ

り
（
具

体
的

）
②

な
し

道
南

鹿
部

町
職

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

設
置

済
①

道
南

八
雲

町
職

労
7

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
未

定
②

冬
期

休
暇

（
1
～

3
月

、
1
2
月

に
2
日

間
。

臨
時

・
嘱

託
は

採
用

月
か

ら
1
年

間
の

期
間

内
で

付
与

）

道
南

長
万

部
町

職
労

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

無
無

未
定

①
道

南
松

前
町

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

3歳
無

-
無

無
未

定
①

道
南

森
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
未

定
①

道
南

知
内

町
職

無
制

度
な

し
-

-
-

導
入

済
小

学
校

就
学

前
無

-
無

無
未

定
②

道
南

福
島

町
職

労
無

制
度

な
し

-
-

-
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

②
道

南
松

前
な

で
ん

荘
職

無
制

度
な

し
-

-
-

導
入

済
3歳

無
-

無
無

設
置

予
定

①
夏

期
休

暇
1
日

、
年

末
年

始
４

日
道

南
北

斗
市

職
労

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
未

定
①

道
南

上
ノ

国
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

未
定

②
・
夏

季
休

暇
…

6
月

か
ら

9
月

ま
で

の
間

に
3
日

間
取

得
可

能
（
1
日

単
位

）
・
冬

季
休

暇
…

1
2
月

か
ら

3
月

ま
で

の
間

に
2
日

間
取

得
可

能
（
1
日

単
位

）

道
南

江
差

町
職

労
無

23
週

4週
1回

2
4
週

～
3
5
週

2
週

1
回

導
入

済
有

①
③

未
定

②
道

南
せ

た
な

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

未
定

②
道

南
今

金
町

職
7

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
設

置
済

①
道

南
厚

沢
部

町
職

無
制

度
な

し
-

-
-

導
入

済
小

学
校

就
学

前
有

①
無

無
未

定
②

道
南

乙
部

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

未
定

①
道

南
奥

尻
町

職
14

27
週

4週
1回

28
～

35
週

2週
1回

36
週

1週
1回

導
入

済
有

①
④

未
定

①

空
知

深
川

市
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
①

健
康

増
進

休
暇

（
1
日

）
、

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

（
３

日
）

空
知

沼
田

町
職

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

未
定

①
空

知
妹

背
牛

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

①
空

知
北

竜
町

職
労

無
23

週
4週

1日
2
4
~3

5
週

2
週

1
日

36
週

1週
1日

1
未

定
-

無
-

無
無

未
定

①

空
知

雨
竜

町
職

労
正

規
～

制
度

な
し

、
非

正
規

～
日

数
規

定
な

し
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
設

置
済

①
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
（
勤

続
3
0
年

～
1
0
日

、
2
0
年

～
６

日
、

1
0
年

～
４

日
、

そ
の

他
～

２
日

）

空
知

滝
川

市
職

労
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
①

永
年

勤
続

休
暇

（
2
0
年

２
日

、
3
0
年

３
日

）
、

福
利

厚
生

休
暇

（
年

２
回

）
空

知
砂

川
市

労
連

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

未
定

①
空

知
奈

井
江

町
職

労
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
設

置
予

定
①

空
知

赤
平

市
職

労
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

未
定

②
空

知
芦

別
市

職
労

無
制

度
な

し
-

-
-

導
入

済
小

学
校

就
学

前
有

①
②

③
無

無
設

置
済

②
空

知
歌

志
内

市
職

労
無

制
度

な
し

-
-

-
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

②
空

知
上

砂
川

町
職

労
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
-

無
-

未
定

②
空

知
三

笠
市

職
労

10
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

①

空
知

岩
見

沢
市

職
無

導
入

済
1歳

未
満

（1
日

2
回

、
30

分
/回

）
無

-
未

定
①

誕
生

日
休

暇

空
知

岩
見

沢
病

職
無

制
度

な
し

-
-

-
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
未

策
定

空
知

月
形

町
職

労
無

導
入

済
小

学
校

就
学

前
無

-
設

置
済

①
空

知
南

幌
町

職
労

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

6歳
無

-
無

無
未

定
①

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

（
勤

続
1
5
年

、
2
5
年

）

胆
振

登
別

市
職

労
病

気
休

暇
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
職

専
免

扱
い

導
入

済
無

-
設

置
済

①
胆

振
室

蘭
市

職
労

10
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

設
置

済
①

胆
振

伊
達

市
労

連
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

③
未

定
②

自
己

啓
発

等
休

業

胆
振

洞
爺

湖
町

労
連

7
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

未
定

①

公
民

権
行

使
休

暇
、

参
考

人
休

暇
、

ド
ナ

ー
休

暇
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

休
暇

、
結

婚
休

暇
、

忌
引

休
暇

（
国

が
配

偶
者

７
日

間
に

対
し

、
町

は
１

０
日

間
）
、

法
要

休
暇

、
夏

期
休

暇
、

災
害

復
旧

休
暇

、
災

害
交

通
遮

断
休

暇
、

災
害

危
険

回
避

休
暇

、
組

合
休

暇
（
無

給
３

０
日

以
内

）

胆
振

安
平

町
職

無
27

週
4週

1回
2
8
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

④
無

無
設

置
済

②
胆

振
む

か
わ

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

未
定

②
夏

期
休

暇
（
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
得

休
暇

）
胆

振
苫

小
牧

市
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

設
置

済
①

胆
振

厚
真

町
職

無
制

度
な

し
-

-
-

導
入

済
無

-
設

置
済

①
胆

振
白

老
町

職
労

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

②
③

設
置

済
①

43
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休
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・
育
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時
間

勤
務

制
度

・
早

出
遅

出
勤

務
・
不

妊
治

療
・
更

年
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・
セ

ク
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ラ
対

策
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そ

の
他
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2
0
2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

12
.妊

娠
障

害
休

暇
※

特
別

休
暇

16
.不

妊
治

療
休

暇
17

.更
年

期
に

関
す

る
休

暇

1
9
.特

定
（
一

般
）
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定

現
行

の
状

況
対

象
範

囲

●
日

以
内

妊
娠

満
●

週
ま

で
●

週
間

に
●

回

妊
娠

満
●

週
か

ら
妊

娠
満

●
週

ま
で

●
週

間
に

●
回

妊
娠

満
●

週
か

ら
出

産
ま

で
●

週
間

に
●

回

出
産

後
1
年

ま
で

●
回

そ
の

他

①
小

学
校

入
学

前
の

子
を

養
育

す
る

職
員

②
学

童
保

育
施

設
等

に
託

児
し

て
い

る
小

学
生

の
子

を
迎

え
に

行
く

職
員

③
介

護
が

必
要

な
親

族
を

介
護

す
る

職
員

④
そ

の
他

①
設

置
済

②
1
年

以
内

に
設

置
予

定
③

未
定

国
家

公
務

員
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済

1
8
.セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
措

置
①

事
業

主
が

毎
年

点
検

し
て

い
る

②
点

検
し

て
い

な
い

2
0
.そ

の
他

、
独

自
の

休
暇

制
度

に
つ

い
て

導
入

状
況

15
.早

出
遅

出
勤

務

有
無

14
.育

児
の

た
め

の
短

時
間

勤
務

制
度

取
得

可
能

期
間

地
本

単
組

名

13
.妊

娠
、

出
産

後
通

院
休

暇

現
行

の
状

況

①
あ

り
（具

体
的

）
②

な
し

①
あ

り
（
具

体
的

）
②

な
し

日
高

日
高

町
職

14
27

週
4週

1回
2
8
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

3歳
有

①
②

③
無

無
未

定
②

日
高

平
取

町
職

労
14

23
週

4週
1日

2
4
~3

5
週

2
週

1
日

36
週

1週
1回

日
1

導
入

済
3歳

有
①

③
無

無
未

定
②

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

：
勤

続
2
0
年

：
3
日

以
内

　
勤

続
3
0
年

：
5
日

以
内

日
高

新
ひ

だ
か

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

1歳
無

-
無

無
未

定
①

日
高

浦
河

町
職

労
無

制
度

な
し

-
-

-
導

入
済

有
①

④
無

無
未

定
①

日
高

様
似

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

日
高

え
り

も
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
設

置
済

①

網
走

網
走

市
労

連
20

そ
の

都
度

認
め

る
期

間
導

入
済

小
学
校
就
学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

結
婚

休
暇

・
子

供
の

お
迎

え
時

間
・
ド

ナ
ー

休
暇

・
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

休
暇

網
走

斜
里

町
労

連
14

23
週

4週
1回

24
～

35
週

2週
1回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

未
定

②
取

得
可

能
期

間
が

夏
季

休
暇

と
同

じ
で

あ
る

「
特

別
休

暇
」
が

3
日

間
あ

る

網
走

清
里

町
職

14
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
1

導
入

済
小

学
校

就
学

前
無

-
無

無
設

置
済

①
網

走
小

清
水

町
職

14
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
1

未
定

-
有

①
②

③
無

無
未

定
①

網
走

美
幌

町
職

14
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
1

未
定

-
有

①
③

無
無

設
置

済
①

夏
季

休
暇

に
代

わ
り

、
取

得
可

能
期

間
の

制
限

を
な

く
し

た
特

別
休

暇
（
3
日

間
）

網
走

北
見

市
労

連
14

23
週

4週
1回

24
～

35
週

2週
1回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

②
③

設
置

済
①

網
走

訓
子

府
町

職
14

23
週

4週
1回

24
～

35
週

2週
1回

36
週

1週
1回

0
い

ず
れ

の
期

間
も

医
師

の
指

示
が

あ
っ

た
場

合
は

、
そ

の
回

数
導

入
済

無
-

設
置

済
①

網
走

置
戸

町
職

無
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
0

導
入

済
有

①
未

定
②

網
走

遠
軽

町
労

連
無

23
週

4週
1回

24
～

35
週

2週
1回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
②

網
走

興
部

町
職

無
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
1

導
入

済
有

①
③

設
置

済
①

網
走

雄
武

町
職

無
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
1

未
定

-
無

-
未

定
②

網
走

紋
別

市
労

連
14

23
週

4週
1回

24
～

35
週

2週
1回

36
週

1週
1回

1
未

定
-

無
-

設
置

済
②

網
走

大
空

町
職

無
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
1

導
入

済
有

①
③

設
置

済
②

網
走

津
別

町
職

14
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
1

導
入

済
有

①
設

置
済

①
冬

季
休

暇
取

得
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（
年

次
休

暇
連

続
２

日
間

取
得

喚
起

）

網
走

佐
呂

間
町

職
無

23
週

4週
1回

24
～

35
週

2週
1回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

③
未

定
①

網
走

滝
上

町
職

無
23

週
4週

1回
24

～
35

週
2週

1回
36

週
1週

1回
出

産
後

4週
間

以
内

　
１

回
導

入
済

有
①

③
未

定
①

網
走

広
域

紋
別

病
院

労
組

14
導

入
済

無
-

設
置

済
②

嘱
託

・
臨

時
職

員
の

病
気

休
暇

（
無

給
）
の

う
ち

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
、

感
染

症
罹

患
は

有
給

７
日

間

十
勝

帯
広

市
労

連
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
④

無
無

設
置

済
①

十
勝

新
得

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
①

十
勝

鹿
追

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

④
無

無
未

定
①

日
給

職
員

の
夏

季
休

暇
（
3
日

間
）

十
勝

上
士

幌
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

②
③

設
置

済
②

十
勝

士
幌

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
設

置
予

定
①

十
勝

陸
別

町
職

無
6月

4週
1回

7~
8月

2週
1回

9月
1週

1回
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

未
定

①
セ

ク
ハ

ラ
に

つ
い

て
は

衛
生

管
理

委
員

会
で

検
討

十
勝

足
寄

町
職

労
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
-

無
無

設
置

済
①

永
年

勤
続

休
暇

（
勤

続
3
0
年

表
彰

を
受

け
た

日
後

1
年

以
内

の
期

間
に

お
い

て
原

則
と

し
て

連
続

す
る

3
日

以
内

）

十
勝

本
別

町
職

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
い

ず
れ

の
期

間
も

医
師

の
指

示
が

あ
っ

た
場

合
は

、
そ

の
回

数
導

入
済

無
-

未
定

②

十
勝

池
田

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

未
定

②
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
休

暇
、

永
年

勤
続

者
慰

労
休

暇
、

裁
判

等
休

暇
十

勝
豊

頃
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

無
-

未
定

①
十

勝
浦

幌
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
未

定
-

無
-

未
定

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
休

暇
、

結
婚

休
暇

、
骨

髄
移

植
休

暇
、

裁
判

等
休

暇
十

勝
幕

別
町

職
14

23
週

4週
1日

2
4
~3

5
週

2
週

1
日

36
週

1週
1日

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

休
暇

、
結

婚
休

暇
十

勝
中

札
内

村
職

無
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
④

特
に

認
め

た
と

き
無

無
未

定
①

十
勝

更
別

村
職

14
23

週
4週

1日
2
4
~3

5
週

2
週

1
日

36
週

1週
1日

1
導

入
済

無
-

未
定

②
十

勝
広

尾
町

職
無

23
週

4週
1日

2
4
~3

5
週

2
週

1
日

36
週

1週
1日

1
未

定
-

有
①

②
設

置
済

②
十

勝
清

水
町

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

有
①

無
無

設
置

済
①

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

休
暇

44
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2
1
.4

.3
0
時

点
]

※
白

抜
き

文
字

→
拡

充
　

　
　

網
掛

け
→

昨
年

か
ら

変
更

12
.妊

娠
障

害
休

暇
※

特
別

休
暇

16
.不

妊
治

療
休

暇
17

.更
年

期
に

関
す

る
休

暇

1
9
.特

定
（
一

般
）
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定

現
行

の
状

況
対

象
範

囲

●
日

以
内

妊
娠

満
●

週
ま

で
●

週
間

に
●

回

妊
娠

満
●

週
か

ら
妊

娠
満

●
週

ま
で

●
週

間
に

●
回

妊
娠

満
●

週
か

ら
出

産
ま

で
●

週
間

に
●

回

出
産

後
1
年

ま
で

●
回

そ
の

他

①
小

学
校

入
学

前
の

子
を

養
育

す
る

職
員

②
学

童
保

育
施

設
等

に
託

児
し

て
い

る
小

学
生

の
子

を
迎

え
に

行
く

職
員

③
介

護
が

必
要

な
親

族
を

介
護

す
る

職
員

④
そ

の
他

①
設

置
済

②
1
年

以
内

に
設

置
予

定
③

未
定

国
家

公
務

員
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済

1
8
.セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
措

置
①

事
業

主
が

毎
年

点
検

し
て

い
る

②
点

検
し

て
い

な
い

2
0
.そ

の
他

、
独

自
の

休
暇

制
度

に
つ

い
て

導
入

状
況

15
.早

出
遅

出
勤

務

有
無

14
.育

児
の

た
め

の
短

時
間

勤
務

制
度

取
得

可
能

期
間

地
本

単
組

名

13
.妊

娠
、

出
産

後
通

院
休

暇

現
行

の
状

況

①
あ

り
（具

体
的

）
②

な
し

①
あ

り
（
具

体
的

）
②

な
し

十
勝

芽
室

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
設

置
済

①
十

勝
音

更
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

未
定

②
十

勝
大

樹
町

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

未
定

②

釧
根

釧
路

市
ユ

ニ
オ

ン
20

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

無
－

無
無

設
置

済
①

釧
根

釧
路

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

3歳
有

①
無

無
設

置
済

①
釧

根
鶴

居
村

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

１
歳

無
－

無
無

未
定

②
釧

根
標

茶
町

職
14

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

1歳
無

－
無

無
未

定
①

釧
根

厚
岸

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
②

③
無

無
設

置
済

①
釧

根
浜

中
町

職
14

7月
ま

で
4週

1回
8~

9月
2週

1回
10

月
1週

1回
0

導
入

済
小

学
校

就
学

前
無

－
無

無
未

定
①

釧
根

根
室

市
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

1歳
無

－
無

無
設

置
済

①
長

期
勤

続
休

暇
（
勤

続
満

2
0
年

及
び

3
0
年

勤
続

者
に

当
該

年
度

に
勤

務
を

要
し

な
い

日
及

び
休

日
を

除
い

て
原

則
と

し
て

連
続

す
る

3
日

の
範

囲
内

の
期

間
）

釧
根

中
標

津
町

労
連

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

②
③

無
無

設
置

済
①

釧
根

別
海

町
職

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

③
無

無
設

置
済

①
釧

根
標

津
町

職
14

7月
ま

で
4週

1回
8~

9月
2週

1回
10

月
1週

1回
0

導
入

済
小

学
校

就
学

前
無

－
無

無
設

置
済

①
釧

根
羅

臼
町

職
労

14
23

週
4週

1回
2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

調
整

中
有

①
③

無
無

未
定

①
釧

根
白

糠
町

職
無

23
週

4週
1回

2
4
~3

5
週

2
週

1
回

36
週

1週
1回

1
導

入
済

小
学

校
就

学
前

有
①

無
無

未
定

②

45



【
ま

と
め

作
成

に
あ

た
っ

て
】

 

 
道

本
部

女
性

部
で

は
、

毎
年

1
2

月
か

ら
4

月
を

「
女

性
の

は
た

ら
く

権
利

確
立

運
動

強
化

月
間

」
と

位
置

づ
け

、
女

性

が
一

人
の

労
働

者
と

し
て

、
健

康
で

安
心

し
て

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
お

り
、
「

総
点

検
・

総
学

習
・

総

実
践

」
の

運
動

を
全

単
組

で
取

り
組

む
こ

と
を

提
起

し
て

い
ま

す
。

そ
の

取
り

組
み

の
ひ

と
つ

が
「

職
場

改
善

実
態

調
査

」
で

す
。

職
場

に
お

け
る

女
性

の
権

利
行

使
の

実
態

や
、

働
き

方
を

把
握

し
、

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
に

よ
り

、
定

年
ま

で
健

康
で

安
心

し
て

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
づ

く
り

に
取

り
組

む
こ

と
を

目
的

と
し

て
、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
例

年
実

施
し

て
い

ま

す
。

本
調

査
は

単
純

集
計

と
し

て
お

り
、

全
体

の
傾

向
を

把
握

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

と
し

て
活

用
し

て
い

ま
す

。
本

調
査

結
果

の
う

ち
、

注
目

す
べ

き
項

目
に

つ
い

て
ま

と
め

ま
し

た
。

全
体

の
傾

向
と

職
場

実
態

を
照

ら
し

合
わ

せ
な

が
ら

、
課

題
の

洗
い

出
し

と
改

善
に

む
け

た
話

し
合

い
を

行
い

、
要

求
・

交
渉

へ
と

つ
な

げ
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
 

【
調

査
の

回
答

状
況

】
 

１
２

，
０

７
０

人
（

正
規

職
員

：
8

,6
5

4
人

 
6

7
.2

％
 

 
再

任
用

職
員

：
2

6
2

人
 

7
9

.9
％

 
 

 

非
正

規
雇

用
フ

ル
タ

イ
ム

：
1

,1
2

3
人

 
8

5
.9

％
 

 
非

正
規

雇
用

短
時

間
：

2
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3
1

人
 

7
6

.1
％

）
 
 

1
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・
2

0
歳

代
：

2
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％

 
3
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歳
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1
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.6
％

 
4

0
歳

代
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3
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％
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不
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：

0
.4

％
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十
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全
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ア
ン
ケ
ー
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回
答
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の
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形
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(%
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任
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%
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%
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%
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宗
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道
南

空
知

胆
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日
高

網
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十
勝

釧
根

全
道
庁

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
年
代
(%

)

1
0
代
・
2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代
以
上

不
明

 
 

 
 【
健

康
】

 

約
３

割
の

女
性

が
か

ら
だ

の
不

調
と

付
き

合
い

な
が

ら
働

い
て

い
ま

す
。

不
調

を
感

じ
て

い
る

と
き

に
、

ど
の

よ
う

に
対

応

し
て

い
ま

す
か

？
か

ら
だ

を
労

わ
る

こ
と

は
で

き
て

い
ま

す
か

？
ガ

マ
ン

を
し

て
い

ま
せ

ん
か

？
 

「
健

康
で

働
き

続
け

る
た

め
に

改
善

が
必

要
だ

と
思

う
こ

と
」

に
つ

い
て

、
今

回
の

調
査

で
は

、
全

道
平

均
の

１
番

が
「

職

場
内

の
人

間
関

係
」

に
な

り
ま

し
た

（
正

規
職

員
4

0
.1

％
、

再
任

用
職

員
4

5
.8

％
、

非
正

規
雇

用
フ

ル
タ

イ
ム

4
6

.3
％

、

非
正

規
雇

用
短

時
間

4
1

.3
％

）。
こ

れ
ま

で
は

「
定

時
に

来
て

定
時

に
帰

れ
る

職
場

環
境

」
が

多
く

あ
げ

ら
れ

て
い

ま
し

た
。

 

で
は

、
定

時
に

帰
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
？

時
間

外
労

働
の

上
限

規
制

が
始

ま
り

、
縮

減
に

む
け

た
取

り
組

み

が
始

ま
っ

て
い

ま
す

が
、
総

体
の

労
働

量
は

減
る

ば
か

り
か

、
新

型
コ

ロ
ナ

禍
で

新
た

な
業

務
が

次
々

と
舞

い
込

ん
で

い
ま

す
。

長
期

に
わ

た
っ

て
職

場
環

境
の

改
善

が
さ

れ
な

い
状

況
に

置
か

れ
て

い
る

と
、
「

何
を

や
っ

て
も

ム
ダ

」
と

感
じ

る
「

学
習

性

無
力

感
」

に
陥

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

…
。

人
間

関
係

の
問

題
を

個
人

的
な

問
題

だ
と

片
付

け
て

い
ま

せ
ん

か
？

そ
の

背
景

に
組

織
的

な
要

因
（

業
務

分
担

や
人

員
配

置
な

ど
）

が
な

い
か

、「
職

場
の

問
題

点
」

を
意

識
し

ま
し

ょ
う

。
 

改
善

希
望

項
目

の
割

合
を

も
と

に
、

理
想

と
す

る
職

場
環

境
の

実
現

度
と

、
実

現
に

む
け

て
何

が
阻

害
要

因
と

な
っ

て
い

る

の
か

、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

を
紐

解
き

な
が

ら
、

み
ん

な
で

話
し

合
い

ま
し

ょ
う

。
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4
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石
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後
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留
萌

宗
谷

道
南

空
知

胆
振

日
高

網
走

十
勝

釧
根

全
道
庁

あ
な
た
は
こ
の
1
年
間
健
康
で
し
た
か
？
（
％
）

時
々
体
調
不
良
を
感
じ
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【
年

次
有

給
休

暇
】

 

 
2

0
1

9
年

4
月

以
降

、
年

休
5

日
取

得
が

掲
げ

ら
れ

て
い

る
な

か
、

い
ま

だ
「

０
日

」
の

割
合

は
横

ば
い

で
す

。
年

休
を

残
し

た
理

由
は

、「
も

し
も

の
た

め
」

4
4

.5
％

、「
仕

事
が

忙
し

い
」

3
3

.3
％

、「
人

員
不

足
」

2
3

.2
％

で
す

。
正

規
職

員
は

「
仕

事
が

忙
し

い
」

4
2

％
が

最
も

多
く

、「
も

し
も

の
た

め
」

は
再

任
用

職
員

4
6

.2
％

、
非

正
規

雇
用

フ
ル

タ
イ

ム
6

7
.3

％
、

非
正

規
雇

用
短

時
間

6
1

.4
％

が
多

く
な

り
ま

し
た

。
 

 
人

事
院

通
知

（
2

0
1

8
年

1
2

月
7

日
）

に
よ

り
、「

計
画

表
の

活
用

に
よ

る
年

次
有

給
休

暇
及

び
夏

季
休

暇
の

使
用

の
促

進
」

が
発

出
さ

れ
、

毎
年

9
月

末
日

時
点

で
5

日
に

達
し

て
い

な
い

職
員

に
対

し
て

は
、

取
得

に
む

け
配

慮
す

る
こ

と
に

な

っ
て

い
ま

す
が

、「
年

休
消

化
は

自
己

責
任

」
と

い
う

現
状

が
あ

り
ま

す
。

さ
ら

に
、「

年
休

は
自

分
の

判
断

で
取

れ
る

も
の

で

は
な

い
」「

急
用

が
な

け
れ

ば
取

得
で

き
な

い
」

と
の

声
も

あ
り

ま
す

。
適

切
な

職
場

の
管

理
体

制
の

構
築

が
必

要
で

す
。

 

振
替

休
暇

を
取

れ
な

い
と

回
答

し
た

方
は

約
1

割
い

ま
す

。
休

暇
も

手
当

も
な

け
れ

ば
未

払
い

残
業

と
い

え
ま

す
。

 

「
も

し
も

の
た

め
」

が
子

ど
も

の
急

病
や

、
家

族
の

介
護

な
ど

で
あ

れ
ば

、
既

存
の

特
別

休
暇

の
拡

充
（

対
象

範
囲

や
取

得

日
数

）
や

新
た

な
休

暇
の

新
設

な
ど

、
有

給
化

も
含

め
て

改
善

を
は

か
り

ま
し

ょ
う

。
 

と
は

い
え

、
私

た
ち

の
職

場
は

「
権

利
行

使
」

と
「

職
場

へ
の

負
担

」
を

天
秤

に
か

け
ざ

る
を

得
な

い
状

況
で

す
。「

休
む

用
事

が
な

か
っ

た
」

と
い

う
声

も
多

く
あ

り
ま

す
が

、
余

暇
・

休
息

を
含

め
て

休
み

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

は
必

須
で

す
。
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仕
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【
生

理
休

暇
】

 

取
得

し
て

い
な

い
割

合
は

、
約

8
割

（
制

度
な

し
を

含
め

る
と

９
割

）
で

す
。「

生
理

の
状

態
は

、
女

性
の

健
康

の
バ

ロ
メ

ー
タ

ー
（

尺
度

）」
と

い
わ

れ
て

き
ま

し
た

。
症

状
は

千
差

万
別

で
す

が
、

自
覚

症
状

が
な

く
て

も
か

ら
だ

は
常

に
変

化
し

て

い
ま

す
。

生
理

に
伴

う
症

状
は

下
腹

痛
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ほ

か
に

も
身

体
的

・
精

神
的

な
症

状
が

あ
り

ま
す

が
、
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の
体

質
の

問
題

と
さ

れ
て

し
ま

い
、「

生
理

ぐ
ら

い
で

」
と

の
思

い
を

抱
え

る
女

性
も

多
く

い
ま

す
。

業
務

多
忙

の
な

か
で

は
、

自
分

自
身

に
後

々
降

り
か

か
る

負
担

や
職

場
の

仲
間

へ
の

し
わ

寄
せ

を
懸

念
し

、
休

む
こ

と
を

躊
躇

し
て

し
ま

い
、

生
理

の
き

つ
い

症
状

を
ガ

マ
ン

せ
ざ

る
を

得
な

い
実

態
が

あ
り

ま
す

。
 

ま
た

、
直

接
的

な
表

現
で

あ
る

休
暇

の
名

称
や

男
性

職
員

が
周

り
に

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

「
休

暇
処

理
簿

に
書

き
に

く
い

」

「
生

理
だ

と
知

ら
れ

た
く

な
い

」「
恥

ず
か

し
い

」
と

い
う

声
も

多
く

、
代

わ
り

に
年

休
を

取
得

し
て

対
応

し
て

い
る

状
況

で
す

。
 

こ
う

し
た

実
態

か
ら

、
せ

っ
か

く
あ

る
権

利
を

使
え

る
よ

う
に

と
、

休
暇

取
得

申
請

の
決

裁
区

分
を

課
長

決
裁

か
ら

課
長

補

佐
決

裁
に

変
更

し
、

休
暇

処
理

簿
を

確
認

す
る

範
囲

を
必

要
最

小
限

に
し

た
、

と
い

う
取

り
組

み
事

例
も

あ
り

ま
す

。
香

川
県

本
部

で
は

、
休

暇
の

名
称

変
更

（
健

康
管

理
休

暇
な

ど
）

や
、

取
得

要
件

の
拡

充
（

性
別

を
問

わ
な

い
更

年
期

休
暇

や
不

妊
治

療
休

暇
な

ど
）

を
し

て
い

る
単

組
も

あ
り

、
あ

た
り

前
に

休
め

る
環

境
づ

く
り

と
追

い
つ

き
追

い
越

せ
の

到
達

闘
争

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

権
利

行
使

に
こ

だ
わ

る
こ

と
で

、
生

理
や

不
妊

治
療

に
対

す
る

理
解

の
輪

を
広

げ
て

い
ま

す
。

 

一
方

で
、

生
理

休
暇

を
取

得
す

る
人

が
周

り
に

い
な

い
た

め
「

取
り

方
が

わ
か

ら
な

い
」
「

前
例

が
な

い
」

と
い

う
声

や
、

な
か

に
は

「
制

度
を

知
ら

な
い

」
と

い
う

回
答

も
意

外
と

多
く

、
今

一
度

、
自

単
組

の
休

暇
に

関
す

る
周

知
や

学
習

が
必

要
で

す
。
「

取
得

単
位

が
１

日
単

位
で

取
り

づ
ら

い
」

と
い

う
声

も
あ

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
場

合
は

、
時

間
単

位
で

の
取

得
を

求

め
る

こ
と

も
有

効
で

す
。

 

さ
ら

に
、

無
給

の
た

め
取

得
し

て
い

な
い

場
合

も
あ

り
、

会
計

年
度

任
用

職
員

等
の

生
理

休
暇

を
含

む
特

別
休

暇
の

有
給

化

に
む

け
た

取
り

組
み

も
重

要
と

な
り

ま
す

。
 

『
生

理
は

隠
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

も
の

』
と

い
う

風
潮

が
あ

る
と

、
深

刻
な

病
気

の
症

状
が

あ
っ

て
も

周
り

に
相

談
が

で

き
な

い
、

と
い

う
こ

と
に

も
つ

な
が

り
か

ね
ま

せ
ん

。
 

生
理

へ
の

理
解

を
深

め
よ

う
と

、『
#

N
o
B

a
g
F

o
rM

e
』

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
賛

同
者

が
企

業
や

芸
能

人
を

中
心

に
増

え
て

い

ま
す

。
民

間
企

業
で

は
、

女
性

も
男

性
も

、
と

も
に

生
理

に
つ

い
て

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

「
生

理
研

修
」

を
実

施
し

、
そ

の
後

、
生

理
休

暇
が

導
入

さ
れ

た
事

例
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

福
利

厚
生

の
一

環
と

し
て

、
ト

イ
レ

に
生

理
用

品
を

常
備

す
る

企
業

も
あ

り
ま

す
。

 

ま
た

、
か

か
り

つ
け

の
婦

人
科

医
を

見
つ

け
て

お
く

と
安

心
で

す
。

 

生
理

の
期

間
は

、
一

生
涯

で
『

６
年

９
か

月
』
と

も
い

わ
れ

て
お

り
、
人

生
に

お
い

て
と

て
も

長
い

付
き

合
い

に
な

り
ま

す
。

人
員

確
保

や
時

間
外

縮
減

に
む

け
た

取
り

組
み

と
あ

わ
せ

て
、

生
理

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
お

互
い

に
体

調
を

気
遣

う
、

相
手

の
気

持
ち

を
お

も
ん

ば
か

る
こ

と
か

ら
、

権
利

行
使

と
か

ら
だ

を
労

わ
り

な
が

ら
過

ご
す

こ
と

が
で

き
る

職
場

づ
く

り
を

す
す

め
る

こ
と

が
大

切
で

す
。
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7
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.
0

5
.
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1
0
.
0

1
5
.
0

2
0
.
0

2
5
.
0

3
0
.
0

3
5
.
0

4
0
.
0

石
狩

後
志

上
川

留
萌

宗
谷

道
南

空
知

胆
振

日
高

網
走

十
勝

釧
根

全
道
庁

持
ち
帰
り
残
業
は
あ
り
ま
す
か
？
（
％
）

た
ま
に
あ
る

恒
常
的
に
あ
る
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【
時

間
外

労
働

】
 

 
「

働
き

方
改

革
関

連
法

案
」

の
可

決
・

成
立

に
よ

り
、

2
0

1
9

年
4

月
か

ら
時

間
外

労
働

の
上

限
規

制
が

導
入

さ
れ

て
い

ま
す

。
月

4
5

時
間

・
年

3
6

0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

勤
務

や
持

ち
帰

り
残

業
は

、
若

干
減

少
傾

向
に

あ
る

と
は

い
え

、
勤

務
形

態
に

関
わ

ら
ず

上
限

を
超

え
て

い
る

実
態

が
あ

り
ま

す
。

ど
こ

の
職

場
か

、
仕

事
内

容
や

人
員

な
ど

を
点

検
し

、
要

因
を

見
つ

け
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

安
易

に
他

律
的

業
務

と
し

て
い

な
い

か
、

条
件

規
制

の
運

用
も

確
認

が
必

要
で

す
。

 

ま
た

、
時

間
外

労
働

に
対

し
て

、
手

当
が

ま
っ

た
く

支
払

わ
れ

て
い

な
い

実
態

も
あ

り
ま

す
。「

こ
れ

ぐ
ら

い
の

時
間

で
は

申
請

し
づ

ら
い

」「
自

分
の

仕
事

が
遅

い
だ

け
」

と
個

人
で

判
断

し
て

い
ま

せ
ん

か
？

予
算

上
だ

け
で

な
く

、
業

務
の

種
類

に

よ
っ

て
制

限
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

か
？

長
時

間
労

働
の

是
正

に
向

け
、

し
っ

か
り

と
出

勤
・

退
勤

の
管

理
を

行
う

こ
と

や
、

適
切

な
業

務
分

担
、

人
員

配
置

を
求

め
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

6
.
8

6
.
0

7
.
1

1
0.
7

7
.
1

9
.
5

1
1
.
3

1
1
.
4

9.
3

6
.
6

9
.
0

9
.
6

1
0.
7

0
.
0

2
.
0

4
.
0

6
.
0

8
.
0

1
0
.
0

1
2
.
0

石
狩

後
志

上
川

留
萌

宗
谷

道
南

空
知

胆
振

日
高

網
走

十
勝

釧
根

全
道
庁

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
（
％
）

0
%

20
%

40
%

60
%

80
%

1
00
%

石
狩

後
志

上
川

留
萌

宗
谷

道
南

空
知

胆
振

日
高

網
走

十
勝

釧
根

全
道
庁

受
け
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
（
％
）

パ
ワ
ハ
ラ

セ
ク
ハ
ラ

マ
タ
ハ
ラ

そ
の
他

不
明

 

【
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
】

 

 
「

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

と
回

答
し

た
人

が
約

1
割

い
ま

す
。

そ
の

多
く

は
「

パ
ワ

ハ
ラ

」
で

す
。

そ

の
他

で
は

モ
ラ

ハ
ラ

や
カ

ス
ハ

ラ
な

ど
も

あ
げ

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

2
0

1
9

年
6

月
に

は
「

女
性

活
躍

推
進

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」
で

パ
ワ

ー
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

に
関

す
る

法

が
公

布
・

成
立

さ
れ

、
あ

わ
せ

て
セ

ク
シ

ャ
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

も
防

止
対

策
が

強
化

（
就

業
規

則
等

の
整

備
や

相
談

窓
口

の
設

置
・

周
知

な
ど

）
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
発

生
し

た
場

合
に

、
相

談
で

き
る

体
制

は
あ

り
ま

す
か

？
当

局
へ

対
策

を
求

め
る

と
と

も
に

、
労

働
組

合

と
し

て
も

相
談

窓
口

を
設

け
る

な
ど

、
相

談
し

や
す

い
体

制
づ

く
り

を
す

す
め

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

相
談

者
の

秘
密

を
守

る
こ

と
や

セ
カ

ン
ド

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
（

相
談

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
相

談
者

が
責

め
ら

れ
た

り
嫌

が
ら

せ
を

う
け

る
こ

と
）

に
気

を
つ

け
る

な
ど

、
信

頼
関

係
を

築
く

こ
と

も
大

切
で

す
。

一
番

は
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。
当

局
に

対
し

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
研

修
の

開
催

を
求

め
る

な
ど

、
日

ご
ろ

か
ら

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
重

要
で

す
。
 

各
単

組
へ

道
本

部
（

組
織

部
、

労
安

・
職

業
病

対
策

委
員

会
）

か
ら

『
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

な
い

良
好

な
職

場
を

め

ざ
し

て
 

予
防

・
解

決
マ

ニ
ュ

ア
ル

』
の

改
訂

版
（

デ
ー

タ
）

を
配

布
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

厚
生

労
働

省
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
策

の
総

合
情

報
サ

イ
ト

『
あ

か
る

い
職

場
応

援
団

』
に

は
、

各
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

事
例

が
学

べ
る

動
画

が
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
の

で
、

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

 

0
1
00
0

2
00
0

3
0
0
0

4
00
0

5
00
0

60
0
0

仕
事
内
容

仕
事
量
の
増
加

人
間
関
係

人
員
不
足

賃
金

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
、
不
安
上
位
５
つ
（
地
本
別
積
上
）

石
狩

後
志

上
川

留
萌

宗
谷

道
南

空
知

胆
振

日
高

網
走

十
勝

釧
根

全
道
庁
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【
ス

ト
レ

ス
や

不
安

、
悩

み
の

要
因

】
 

 
仕

事
上

に
お

い
て

ス
ト

レ
ス

や
不

安
、

悩
み

だ
と

感
じ

る
こ

と
を

最
大

３
つ

選
択

し
て

も
ら

い
ま

し
た

。
す

べ
て

の
雇

用
形

態
で

「
人

間
関

係
」

が
一

番
多

い
結

果
と

な
り

ま
し

た
。

個
人

的
な

感
情

の
問

題
と

し
て

み
る

の
で

は
な

く
、

組
織

的
な

課
題

（
業

務
分

担
や

人
員

配
置

な
ど

）
に

起
因

し
て

い
る

こ
と

は
な

い
か

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
が

起
き

て
い

な
い

か
、

な
ど

職
場

実
態

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 

あ
わ

せ
て

、「
無

意
識

の
偏

見
＝

ア
ン

コ
ン

シ
ャ

ス
・

バ
イ

ア
ス

（
女

性
だ

か
ら

・
男

性
だ

か
ら

・
正

規
職

員
だ

か
ら

・
非

正
規

職
員

だ
か

ら
…

な
ど

）
」

が
言

動
に

現
れ

た
り

、
職

務
内

容
に

反
映

さ
れ

て
い

な
い

か
、

当
事

者
の

立
場

に
な

っ
て

考
え

る
こ

と
も

大
切

で
す

。
 

次
い

で
、

正
規

職
員

が
あ

げ
た

項
目

は
「

人
員

不
足

」「
仕

事
量

の
増

加
」

で
す

。
こ

の
2

つ
の

要
因

に
よ

り
、

個
人

に
か

か
る

負
担

が
増

大
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

職
場

に
お

け
る

適
正

な
人

員
の

把
握

、
業

務
分

担
の

見
直

し
な

ど
が

必
要

で
す

。
 

一
方

、
再

任
用

職
員

や
非

正
規

雇
用

の
職

員
が

あ
げ

た
項

目
は

「
賃

金
」「

仕
事

内
容

」
で

す
。

2
0

2
0

年
4

月
か

ら
会

計

年
度

任
用

職
員

制
度

が
始

ま
り

ま
し

た
。

こ
れ

ま
で

と
比

較
し

て
改

善
さ

れ
た

点
は

あ
る

も
の

の
、

そ
の

労
働

条
件

や
処

遇
は

ま
だ

ま
だ

十
分

な
状

態
に

は
な

っ
て

い
ま

せ
ん

。
勤

務
形

態
と

職
務

内
容

の
ア

ン
バ

ラ
ン

ス
さ

、
年

収
ベ

ー
ス

で
調

整
し

た
賃

金
設

計
、

無
休

の
特

別
休

暇
な

ど
、

課
題

は
山

積
し

て
い

ま
す

。
な

く
て

は
な

ら
な

い
存

在
で

あ
り

な
が

ら
、「

雇
用

の
調

整

弁
」

と
さ

れ
、

働
き

づ
ら

さ
に

つ
な

が
っ

て
い

ま
す

。
 

制
度

や
職

場
体

制
の

問
題

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
に

も
、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

に
お

け
る

不
安

要
素

を
丁

寧
に

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

0
1
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2
0
0
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3
0
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仕
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上
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５
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再
任
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職
員

非
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雇
用
フ
ル
タ
イ
ム

非
正
規
雇
用
短
時
間

※
上

記
の

表
は

、
回

答
数

の
う

ち
「

不
明

」
の

回
答

数
を

除
き

、「
い

い
え

」
の

割
合

を
再

計
算

し
た

も
の
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娠
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、
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行
け
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た
（
％
）
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）
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.
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.
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狩
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萌
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胆
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日
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十
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全
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マ
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ハ
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け
た
こ
と
が
あ
る
（
％
）
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【
妊

産
婦

の
保

護
】

 

 
２

０
１

５
年

４
月

以
降

に
妊

娠
さ

れ
た

方
を

対
象

に
し

た
設

問
で

す
。

 

 
母

子
保

健
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

妊
産

婦
の

保
健

指
導

や
健

康
診

査
に

つ
い

て
、

男
女

雇
用

機
会

均
等

法
で

は
、

す
べ

て
の

事
業

主
に

対
し

、
女

性
労

働
者

が
通

院
の

た
め

に
必

要
な

時
間

の
確

保
や

勤
務

時
間

の
軽

減
な

ど
の

措
置

を
と

る
こ

と
を

義
務

づ
け

て
い

ま
す

。
産

前
に

受
診

す
べ

き
回

数
は

、
妊

娠
初

期
か

ら
2

3
週

（
6

ヵ
月

末
）

ま
で

は
4

週
間

に
1

回
、

妊
娠

2
4

週
（

7
ヵ

月
）

か
ら

3
5

週
（

9
ヵ

月
末

）
ま

で
は

2
週

間
に

1
回

、
妊

娠
3

6
週

（
1

0
ヵ

月
）

か
ら

出
産

ま
で

は
1

週

間
に

1
回

で
す

。
 

前
年

度
調

査
に

お
い

て
、

全
道

平
均

7
0

.0
％

の
割

合
で

、
妊

娠
中

、
健

診
に

行
け

な
か

っ
た

実
態

が
あ

り
ま

し
た

が
、

今

年
度

は
大

き
く

割
合

が
減

少
し

ま
し

た
。

た
だ

し
、

減
少

し
た

と
は

い
え

、
受

診
で

き
て

い
な

い
仲

間
が

い
る

こ
と

に
変

わ
り

は
あ

り
ま

せ
ん

。
職

場
へ

の
負

担
を

懸
念

し
週

休
日

に
受

診
し

て
い

る
と

い
う

声
も

あ
り

ま
す

。
妊

産
婦

健
診

は
母

体
や

胎
児

の
健

康
の

た
め

、
妊

産
婦

の
体

調
に

関
わ

ら
ず

定
期

的
に

受
診

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

安
心

し
て

子
ど

も
の

成
長

を
見

守
る

こ
と

の
で

き
る

職
場

環
境

づ
く

り
に

む
け

、
継

続
し

た
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。
 

 
一

方
で

、
妊

娠
中

、
体

調
を

崩
し

た
、

と
い

う
回

答
は

前
年

度
か

ら
４

倍
に

な
り

ま
し

た
。

妊
娠

初
期

に
は

、「
つ

わ
り

」

と
い

わ
れ

る
吐

き
気

や
眠

気
な

ど
、

妊
娠

中
期

に
は

、
貧

血
や

倦
怠

感
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
体

調
不

良
の

症
状

が
あ

ら
わ

れ
ま

す
。

な
か

に
は

、
入

院
が

必
要

な
症

状
も

あ
り

ま
す

。
ま

ず
は

「
無

理
を

し
な

い
」

こ
と

が
第

一
で

す
。

直
属

の
上

司
に

は
な

る
べ

く
早

め
に

報
告

し
、

仕
事

内
容

や
職

場
体

制
に

つ
い

て
相

談
す

る
こ

と
も

大
切

で
す

。
休

む
時

に
は

、
病

気
休

暇
と

は
別

に
有

給
の

妊
娠

障
害

休
暇

が
あ

る
と

安
心

で
す

。
制

度
化

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
、
休

暇
新

設
に

む
け

て
取

り
組

み
ま

し
ょ

う
。 

 
し

か
し

、
産

休
や

育
休

に
対

す
る

代
替

措
置

が
ま

ま
な

ら
な

い
状

況
か

ら
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

な
が

っ
て

し
ま

う
実

態
も

あ
り

ま
す

。「
妊

婦
は

い
ら

な
い

」「
迷

惑
」

な
か

に
は

「
流

産
し

て
で

も
仕

事
に

こ
い

」
な

ど
、

心
な

い
言

葉
に

傷
つ

い
て

い

る
仲

間
が

い
ま

す
。

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
観

点
か

ら
も

、
改

め
て

代
替

確
保

を
求

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 

 
厚

生
労

働
省

で
は

、
母

性
健

康
管

理
サ

イ
ト

『
女

性
に

や
さ

し
い

職
場

づ
く

り
ナ

ビ
』

を
開

設
し

て
い

ま
す

。
妊

娠
中

の
体

調
不

良
に

関
す

る
こ

と
や

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
こ

と
な

ど
が

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
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空
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胆
振

日
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網
走

十
勝

釧
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庁

女
性
差
別
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
％
）

【
女

性
差

別
】

 

 
地

方
公

務
員

法
1

3
条

は
、

性
別

を
理

由
と

す
る

差
別

を
罰

則
付

き
で

禁
止

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

で
は

募
集

・
採

用
、

配
置

・
昇

進
・

降
格

・
教

育
訓

練
、

福
利

厚
生

、
職

種
・

雇
用

形
態

の
変

更
、

退
職

の
勧

奨
・

定
年

・
解

雇
・

労
働

契
約

の
更

新
と

い
っ

た
雇

用
の

ス
テ

ー
ジ

に
お

け
る

性
別

を
理

由
に

し
た

差
別

の
禁

止
と

、
こ

の
差

別
を

解
消

し
て

い
く

た
め

の
積

極
的

な
措

置
（

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
ア

ク
シ

ョ
ン

）
に

よ
り

男
女

雇
用

平
等

を
は

か
る

こ
と

が
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

職
場

で
女

性
差

別
を

感
じ

る
こ

と
と

し
て

「
異

動
・

仕
事

内
容

」
が

多
く

あ
げ

ら
れ

て
い

ま
す

。
「

雑
用

を
さ

せ
ら

れ
る

」

「
仕

事
が

割
り

振
ら

れ
な

い
」
「

異
動

先
の

固
定

化
」「

夫
に

合
わ

せ
た

転
勤

」
な

ど
に

よ
り

、
キ

ャ
リ

ア
が

積
め

な
い

と
い

う

声
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

背
景

が
「

昇
格

の
遅

さ
」

な
ど

に
も

つ
な

が
っ

て
い

き
ま

す
。

仕
事

上
で

関
わ

る
住

民
対

応
に

お
い

て
も

、「
男

性
を

出
せ

」
と

言
わ

れ
る

な
ど

、
職

場
内

外
で

女
性

差
別

は
な

く
な

っ
て

い
ま

せ
ん

。
 

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

（
社

会
的

性
差

）
」

に
よ

る
思

い
込

み
や

決
め

つ
け

が
職

場
内

に
潜

ん
で

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
ど

ん
な

こ
と

を
差

別
と

感
じ

て
い

る
か

、
そ

の
差

別
を

解
消

す
る

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

か
を

話
し

合
い

、
当

事
者

の
立

場
か

ら
意

見
反

映
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
組

織
の

仕
組

み
や

個
々

の
意

識
改

革
に

は
、

男
女

平
等

研
修

の
実

施
も

効
果

的
で

す
。

ま
ず

は
、

職
場

の
「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・

バ
イ

ア
ス

」
に

気
づ

く
こ

と
か

ら
「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
」

を
克

服
し

て
い

き
ま

し
ょ

う
。
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司
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理
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周
り
の
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の
負
担
が

過
度
に
増
え
な
い
職
場
環
境

柔
軟
な
勤
務
条
件

特
別
休
暇
の
整
備

仕
事
と
の
両
立
に
必
要
な
こ
と
（
雇
用
形
態
別
積
上
）

正
規
職
員

再
任
用
職
員

非
正
規
雇
用
フ
ル
タ
イ
ム

非
正
規
雇
用
短
時
間

 【
両

立
支

援
】

 

 
新

た
に

「
生

理
や

更
年

期
障

害
、

不
妊

治
療

、
育

児
、

介
護

な
ど

と
む

き
合

い
な

が
ら

働
き

続
け

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
」

に
つ

い
て

、
質

問
し

ま
し

た
。

上
位

は
「

周
り

の
人

の
負

担
が

過
度

に
増

え
な

い
職

場
環

境
」「

柔
軟

な
勤

務
条

件
」「

上
司

や

同
僚

の
理

解
」

と
な

り
ま

し
た

。
 

自
分

自
身

や
家

族
の

ケ
ア

に
む

き
合

う
た

め
に

は
「

む
き

合
う

た
め

の
時

間
」
が

必
要

で
す

。
そ

の
時

間
を

確
保

す
る

に
は

、

や
は

り
、
「

働
く

時
間

」
の

調
整

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
今

、
私

た
ち

の
職

場
は

、
業

務
量

の
増

加
や

人
員

不
足

に
よ

り
長

時

間
労

働
が

常
態

化
し

、
ギ

リ
ギ

リ
も

し
く

は
許

容
範

囲
を

超
え

て
い

る
状

況
で

あ
る

た
め

、
誰

か
が

欠
け

る
だ

け
で

、
大

き
な

負
担

が
降

り
か

か
っ

て
き

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

環
境

下
で

は
、

む
き

合
う

こ
と

、
も

し
く

は
、

働
き

続
け

る
こ

と
を

あ
き

ら
め

ざ
る

を
得

ま
せ

ん
。
「

適
正

な
人

員
配

置
や

業
務

量
の

見
直

し
」
、
「

そ
の

時
々

の
状

況
に

あ
わ

せ
た

働
き

方
の

選
択

」
、
「

個
々

の
置

か
れ

て
い

る
立

場
へ

の
理

解
」

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

望
ま

れ
る

職
場

環
境

の
実

現
に

む
け

て
、

基
本

組
織

や
青

年
部

と
の

連
携

を
強

め
、

具
体

的
な

取
り

組
み

を
進

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 

 
加

え
て

、
非

正
規

雇
用

の
職

員
の

場
合

、「
特

別
休

暇
の

整
備

」
を

求
め

る
声

も
多

く
あ

り
ま

す
。

会
計

年
度

任
用

職
員

制

度
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
総

務
省

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

下
回

ら
な

い
制

度
設

計
を

進
め

て
き

ま
し

た
が

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

ど
お

り
だ

と
し

て
も

無
給

の
休

暇
が

多
い

状
況

で
す

。
引

き
続

き
、

有
給

化
へ

の
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。
 

 
不

妊
治

療
に

関
し

、「
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
」

に
基

づ
く

「
行

動
計

画
策

定
指

針
」

が
改

正
さ

れ
、「

不
妊

治
療

を

受
け

る
労

働
者

に
配

慮
し

た
措

置
の

実
施

」
が

盛
り

込
ま

れ
ま

し
た

。
適

用
日

は
2

0
2

1
年

4
月

1
日

で
す

。
こ

の
法

律
に

基
づ

く
特

定
事

業
主

行
動

計
画

を
策

定
し

て
い

る
場

合
は

、
計

画
内

容
の

点
検

を
し

ま
し

ょ
う

。
 

ま
た

、
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
の

実
現

に
む

け
、

厚
生

労
働

省
で

は
『

不
妊

治
療

を
受

け
な

が
ら

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場

づ
く

り
の

た
め

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
事

業
主

向
け

）』
を

作
成

し
て

い
ま

す
。

両
立

支
援

導
入

ス
テ

ッ
プ

や
民

間
企

業
の

取
り

組

み
事

例
が

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
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【
定

年
ま

で
働

き
続

け
る

こ
と

（
正

規
職

員
）】

 

 
「

定
年

ま
で

働
き

ま
す

か
？

」
の

問
い

に
「

い
い

え
」

と
回

答
し

た
割

合
は

、
全

体
で

3
7

.1
％

、
地

本
に

よ
っ

て
は

半
数

近
く

を
占

め
て

い
ま

す
。

そ
の

理
由

と
し

て
、「

精
神

的
に

き
つ

い
」、

次
い

で
「

身
体

的
に

き
つ

い
」

が
多

く
あ

げ
ら

れ
て

い

ま
す

。
「

は
い

」
と

回
答

し
て

い
て

も
、

多
く

が
経

済
的

理
由

を
あ

げ
て

お
り

、「
働

け
る

う
ち

は
働

く
」
「

自
信

が
な

い
」

な

ど
、

定
年

ま
で

働
き

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
、

不
安

を
抱

え
て

い
る

状
況

で
す

。
 

 
こ

の
設

問
は

、「
働

き
ま

す
か

？
」

と
個

人
の

意
思

を
問

う
形

に
な

っ
て

い
ま

す
。「

働
く

」
意

思
を

持
つ

に
は

、
今

自
分

が

置
か

れ
て

い
る

環
境

に
お

い
て

、「
働

く
理

由
」

と
「

働
く

こ
と

が
で

き
る

条
件

」
が

必
要

で
す

。「
い

い
え

の
理

由
」

と
し

て

出
さ

れ
た

声
を

も
と

に
、

職
場

に
お

け
る

「
働

く
こ

と
が

で
き

る
条

件
」

を
増

や
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
 

職
場

改
善

実
態

調
査

の
質

問
項

目
の

最
初

に
は

、「
健

康
で

働
き

続
け

る
た

め
に

、
何

を
改

善
す

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
か

？
」

と
い

う
問

い
が

あ
り

ま
す

。
こ

こ
で

、
み

な
さ

ん
が

望
む

改
善

点
と

現
状

は
、
ど

れ
く

ら
い

の
ギ

ャ
ッ

プ
が

あ
る

で
し

ょ
う

か
？

ス
ト

レ
ス

や
不

安
、

悩
み

の
要

因
と

し
て

あ
げ

ら
れ

て
い

る
項

目
か

ら
、

こ
の

ギ
ャ

ッ
プ

を
う

め
て

い
く

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
何

か
を

話
し

合
い

、
改

善
を

求
め

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
す

。
 

「
定

年
ま

で
働

く
こ

と
」

と
い

う
選

択
肢

を
確

実
に

選
択

す
る

こ
と

が
で

き
る

職
場

環
境

の
実

現
を

め
ざ

し
、「

つ
ら

く
て

働

き
続

け
ら

れ
な

い
」

職
場

を
変

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 

  

 

 

 

0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

3
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.
0

4
0
.
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5
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6
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7
0
.
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石
狩

後
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上
川

留
萌

宗
谷
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南

空
知

胆
振

日
高

網
走

十
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根

全
道
庁

【
非
正
規
職
員
】
働
き
方
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？
（
％
）

賃
金
が
あ
が
っ
た

一
時
金
が
出
る
よ
う
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な
っ
た

１
日
の
労
働
時
間
が
短
く
な
っ
た

0
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0

1
0
.
0

2
0
.
0

3
0
.
0

4
0
.
0

5
0
.
0

6
0
.
0

7
0
.
0

8
0
.
0

石
狩

後
志

上
川

留
萌

宗
谷

道
南

空
知

胆
振

日
高

網
走

十
勝

釧
根

全
道
庁

【
非
正
規
職
員
】
一
番
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
？
（
％
）

賃
金

雇
用
年
数

休
暇
制
度

 

 

【
一

番
改

善
し

て
ほ

し
い

こ
と

（
非

正
規

職
員

）
】

 

 
改

善
し

て
ほ

し
い

項
目

は
ダ

ン
ト

ツ
で

「
賃

金
」

で
す

。
 

2
0

2
0

年
4

月
か

ら
会

計
年

度
任

用
職

員
制

度
が

始
ま

り
ま

し
た

。
一

時
金

が
支

給
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

一
方

で
、

年

収
ベ

ー
ス

を
維

持
す

る
た

め
に

月
例

給
が

下
が

っ
た

り
、

今
ま

で
支

給
さ

れ
て

い
た

手
当

が
な

く
な

る
な

ど
、

賃
金

設
計

は
十

分
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

フ
ル

タ
イ

ム
雇

用
か

ら
短

時
間

勤
務

雇
用

へ
の

変
更

に
よ

り
退

職
手

当
の

支
給

対
象

か
ら

外
れ

る
な

ど
、

本
来

受
け

ら
れ

る
は

ず
だ

っ
た

保
障

が
受

け
ら

れ
な

い
事

案
も

あ
り

ま
す

。
約

半
数

が
５

年
以

上
の

勤
続

年
数

を
有

し
て

い
ま

す
が

、
新

た
な

制
度

が
導

入
さ

れ
て

も
、

有
期

雇
用

で
あ

る
こ

と
に

は
変

わ
ら

な
い

こ
と

か
ら

、
雇

用
年

数
に

対
す

る
不

安
の

声
も

多
く

、
課

題
は

山
積

し
て

い
ま

す
。

 

総
務

省
調

査
（

2
0

2
0

年
1

2
月

2
1

日
公

表
）

で
は

、
2

0
2

0
年

4
月

1
日

現
在

の
会

計
年

度
任

用
職

員
、

臨
時

的
任

用
職

員
及

び
特

別
職

非
常

勤
職

員
の

総
数

は
6

9
.4

万
人

で
、

う
ち

会
計

年
度

任
用

職
員

の
総

数
は

6
2

.2
万

人
。

そ
し

て
、

そ
の

約
4

分
の

3
（

7
6

.6
％

）
を

女
性

が
占

め
て

い
ま

す
。

女
性

は
「

被
扶

養
者

」
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
生

計
を

維
持

で
き

る
だ

け
の

賃
金

や
安

定
し

た
雇

用
を

保
障

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

制
度

設
計

と
働

き
方

に
矛

盾
が

な
い

か
、

引
き

続
き

、
実

態
点

検
と

課
題

整
理

が
必

要
で

す
。

 

「
労

働
組

合
に

興
味

が
あ

り
ま

す
か

？
」

の
設

問
で

は
、
「

あ
る

」
1

8
.3

％
、

大
半

は
「

わ
か

ら
な

い
」

と
回

答
し

て
い

ま
す

。
労

働
組

合
が

ど
ん

な
こ

と
を

し
て

い
る

の
か

、
な

か
な

か
伝

わ
っ

て
い

な
い

状
況

で
す

。
職

場
改

善
に

む
け

て
一

緒
に

取
り

組
ん

で
い

く
た

め
に

も
、

ま
ず

は
、「

声
を

か
け

る
」「

教
宣

紙
を

配
布

す
る

」
な

ど
、

丁
寧

な
取

り
組

み
を

進
め

て
い

き

ま
し

ょ
う

。
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網
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十
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釧
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【
非
正
規
職
員
】
労
働
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に
興
味
は
あ
り
ま
す
か
？
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％
）

は
い

い
い
え

わ
か
ら
な
い
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2
02
1
確

定
闘
争

交
渉
・
妥

結
状
況

 

2
02

1.
12

.2
4現

在
 

１
．

2
02

1人
事

院
勧

告
（

期
末

手
当

△
0.
15

月
）

の
取

り
扱

い
 

⑴
 

決
着

済
み
 

①
人
勧
未

実
施

（
削

減
な
し

）（
０

）
 

②
2
02
2年

度
か

ら
勧

告
内
容
適
用

（
遡
及

な
し
）（

４
）

 

 
空
知
（

１
）

－
沼

田
町
 

 
十
勝
（

２
）

－
上

士
幌
町
、
陸

別
町
 

釧
根
（

１
）

－
釧
路

町
 

③
人
勧
と

お
り

改
定

 
2
02
1年

度
実
施
（

1
2
月
手

当
で
調

整
）
（

21
）
 

※
→
国
の
給
与
法
が

出
て
、
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
は

差
額
を
調
整
・
再
協
議
を
担
保
 

北
海
道

 

札
幌
（

２
）

－
札
幌

市
（
札
幌
市
人
事
委
員
会
勧
告

と
お
り
）
、
千

歳
市

 

道
北
（
1
1
）
－

旭
川

市
※

、
富
良

野
市
※

、
鷹
栖

町
、
当

麻
町

、
比

布
町
、
愛

別
町

、
上
川

町
※

、
東

神
楽

町
※
、

東
川
町

、
上

富
良
野

町
、
音

威
子

府
村

※
 

空
知
（

１
）

－
夕
張

市
※
 

日
高
（

１
）

－
新
ひ

だ
か
町

 

十
勝
（

５
）

－
鹿
追

町
、
浦

幌
町

、
幕

別
町

、
中

札
内

村
、
芽

室
町
 

④
人
勧
と

お
り

改
定

 
2
02
1年

度
実
施
（

2
0
2
1年

度
分
を

遡
及

し
て
2
0
22
年

６
月
手

当
で

調
整
）
（

７
）
 

道
南
（

２
）

－
上
ノ

国
町
、

せ
た

な
町
 

空
知
（

１
）

－
妹
背

牛
町
 

日
高
（

３
）

－
日
高

町
、
浦

河
町

、
様

似
町

 

 
十
勝
（

１
）

－
音

更
町
 

⑵
 

未
決

着
 

①
国
の
決

定
ま

で
協

議
し
な
い
（

12
月
見

送
り
）（

1
0
1）

 

札
幌
（

2
4
）

－
江

別
市

、
恵

庭
市

、
北

広
島

市
、
当

別
町
、
新

篠
津
村

、
倶

知
安

町
、

蘭
越

町
、

ニ
セ
コ

町
、
喜

茂
別
町

、
真

狩
村

、
京

極
町

、
留

寿
都
村

、
余

市
町
、
仁
木
町

、
古
平

町
、
赤
井
川
村

、
積
丹

町
、

島
牧
村

、
寿

都
町
、

黒
松
内

町
、

岩
内

町
、

神
恵

内
村

、
共
和

町
、
泊

村
 

道
北
（
2
3
）
－
美

瑛
町
、
南
富
良

野
町
、
占

冠
村

、
士

別
市

、
名

寄
市

、
和
寒

町
、
剣

淵
町
、
下

川
町
、
美

深
町

、

中
川
町

、
留

萌
市

、
増

毛
町

、
小

平
町

、
羽

幌
町
、

初
山
別
村

、
遠
別

町
、

天
塩

町
、

稚
内

市
、

猿
払
村

、
浜

頓
別
町

、
中
頓

別
町

、
枝

幸
町

、
豊

富
町

 

 
 

道
南

（
７
）

－
知
内
町

、
木

古
内

町
、

鹿
部

町
、

江
差

町
、
厚
沢

部
町

、
乙

部
町

、
奥

尻
町
 

胆
振
（

９
）
－
苫

小
牧
市
、
登

別
市
、
室

蘭
市

、
伊

達
市
、
洞
爺

湖
町
、
白
老

町
、
安

平
町

、
厚

真
町
、
む

か
わ
町

 

網
走
（

1
6）

－
網
走

市
、
斜
里

町
、
清
里

町
、
小
清

水
町
、
大

空
町
、
美
幌

町
、
津

別
町

、
北

見
市

、
訓
子

府
町
、

置
戸
町

、
遠

軽
町
、

紋
別
市

、
滝

上
町

、
興

部
町

、
西

興
部
町

、
雄
武

町
 

十
勝
（

1
1
）

－
帯

広
市

、
新

得
町

、
士

幌
町

、
足
寄

町
、
本
別

町
、
池

田
町

、
豊

頃
町

、
更

別
村

、
広
尾

町
、
清

水
町
、

大
樹

町
 

釧
根
（

1
1
）

－
釧

路
市

、
厚

岸
町

、
浜

中
町

、
標

茶
町

、
鶴
居

村
、
白

糠
町

、
根

室
市

、
別

海
町

、
中
標

津
町
、

標
津
町

、
羅

臼
町
 

②
給
与
法

改
正

後
、

再
協
議
（
1
1
）
 

札
幌
（

２
）

－
石
狩

市
、
小

樽
市
 

 

道
南
（

９
）

－
函
館

市
、
松

前
町

、
福

島
町

、
北

斗
市

、
七
飯

町
、
森

町
、
八

雲
町
、

長
万

部
町

、
今
金

町
 

 
③

時
期

は
決
め

て
い
な
い

が
、

再
協

議
（

1
8）

 

 
 

道
北

（
１
）

－
苫
前
町

 

空
知
（
1
5
）
－
深

川
市
、
赤
平
市

、
芦

別
市

、
歌

志
内

市
、
砂

川
市
、
美

唄
市

、
三
笠

市
、
岩
見

沢
市
、
北

竜
町

、

雨
竜
町

、
上

砂
川
町

、
奈
井

江
町

、
月

形
町

、
栗

山
町

、
南
幌

町
 

 
 

日
高

（
２
）

－
平
取
町

、
え

り
も

町
 

 
④

そ
の

他
（
１

）
 

空
知
（

１
）

－
滝
川

市
（

国
公
準
拠
を
確
認
し
、

再
協
議
の
話
は
し
て
い
な
い
）
 

 

※
会

計
年

度
任

用
職

員
 

（
）

内
妥

結
前
の

月
数
 

※
決

着
済

み
 

①
人
勧

未
実

施
（
現

行
月
数

維
持

・
削

減
な

し
）（

3
2
）
 

札
幌

（
５

）
－
江
別

市
（
2
.
55
）
、
恵

庭
市
（

2
.
3）
、

ニ
セ
コ

町
（
2.
5
5
）、

真
狩

村
（

2
.6
）
、

岩
内
町

（
1
.0
） 

道
北
（
1
5
）
－
旭

川
市
（

1.
0
）、

富
良
野

市
（

2
.5
5）
、
鷹
栖

町
（

2.
6
）
、
比
布
町
（

2
.
55
）
、
愛
別

町
（

2.
0
）
、

上
川

町
（
1
.
0
）
、東

神
楽

町
（
1
.
0
）
、

東
川
町

（
2
.0
）、

上
富

良
野

町
（
1
.
4
5
）
、
南

富
良
野

町

（
2
.
5
5）
、

占
冠

村
（
2
.
55
）
、

名
寄
市

（
2.
6
）
 

留
萌

市
（

1
.
45
）
、

増
毛
町
（

2
.
5
5）
、

初
山
別

村
（

2
.
55
）

 

空
知
（
５

）
－

深
川

市
（

2.
55

）
、
沼
田

町
（

1
.9
5）
、
妹
背

牛
町
（

1
.
9）
、
北

竜
町
（

1.
9
5
）
、
栗
山

町
（

2
.6
） 

日
高

（
１

）
－
様
似

町
（
2
.
0）

 

網
走

（
４

）
－
斜
里

町
（
1
.
45
）
、
小

清
水
町

（
3.
0
）
、
津
別

町
（
3.
4
）、

興
部

町
（
3
.
15
）

 

十
勝

（
１

）
－
広
尾

町
（
2
.
55
）
 

釧
根

（
１

）
－
鶴
居

村
（
2
.
55
）
 

②
2
02

2年
度

か
ら
勧

告
内
容

適
用

（
遡

及
な

し
）
（

1
5
）
 

 
北
海

道
（

2.
5
5）

 

 
札
幌

（
５

）
－
札

幌
市
（

2
.
5
5
）、

千
歳
市

（
2.
3
）
、
当
別

町
（
2.
6
）
、

小
樽

市
（
2
.
6）
、

共
和
町

（
2
.5
5）

 

 
道
北

（
２

）
－
下

川
町
（

2
.
5
5
）、

音
威
子

府
村

（
2
.5
5）

 

道
南

（
１

）
－
七
飯

町
（
2
.
55
）
 

空
知

（
１

）
－
雨
竜

町
（
2
.
55
）
 

網
走

（
２

）
－
美
幌

町
（
2
.
55
）
、
訓

子
府
町

（
2.
5
5
）
 

十
勝

（
２

）
－
上
士

幌
町
（

2.
5
5
）、

陸
別
町

（
2.
5
5
）
 

釧
根

（
１

）
－
釧
路

町
（
2
.
5
5
）
 

③
人
勧

と
お

り
改
定

 
2
02
1
年

度
実
施

（
12
月
手

当
で

調
整
）
（

７
）
 

 
空
知

（
１

）
－
夕

張
市
（

2
.
5
5
）
 

 
日
高

（
１

）
－
新

ひ
だ
か

町
（

2.
5
5
）
 

 
十
勝
（

５
）
－

鹿
追

町
（

2
.5
5
）
、
浦

幌
町
（

2
.5
5
）
、
幕

別
町
（

2
.
55
）
、
中

札
内

村
（
2
.
55
）
、
芽
室

町
（

2.
5
5）
 

④
人
勧

と
お

り
改
定

 
2
02
1
年

度
実
施

（
20
2
1年

度
分

を
遡
及

し
て
2
0
2
2
年
６

月
手
当

で
調

整
）
（
1
9）

 

札
幌

（
９
）

－
喜

茂
別

町
(2
.5
5
）
、
京

極
町

（
2
.
5
5
）、

余
市

町
（
1
.
4
5
）
、
仁

木
町
（

2
.
5
5
）、

古
平

町
（
2
.
5
5）
、

島
牧

村
（

2
.
55
）
、

寿
都
町
（

2
.
5
5）
、

神
恵
内

村
（

1
.
0）
、

泊
村
（
2
.
6
）
 

 
道
北

（
４

）
－
小

平
町
（

2
.
5
5
）
天

塩
町
（

2
.6
）
、

猿
払
村

（
2
.5
5
）
、

中
頓

別
町
（

2
.5
5
）

 

 
道
南

（
１

）
－
上

ノ
国
町

（
2
.
35
）
 

 
胆
振

（
１

）
－
む

か
わ
町

（
2
.
55
）
 

 
空
知

（
１

）
－
月

形
町
（

2
.
5
5
）
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日
高

（
２

）
－
日

高
町
、

浦
河

町
（

2
.
55
）
 

 
十
勝

（
１

）
－
音

更
町
（

2
.
5
5
）
 

 
※

未
決

着
 

 
 

①
継

続
協
議

（
12
月
見

送
り

、
国

の
給

与
法

が
改

定
さ

れ
て
か
ら

再
協

議
・

時
期

未
定

）
（

7
4）

 

 
 

 
札

幌
（
８

）
－
石
狩

市
(
2
.5
5
）
、
北

広
島
市

(
2.
3
）
、

新
篠
津

村
(2
.
6）
、

倶
知
安
町

(
2
.
55
）
、

蘭
越
町

(
1
.
0）
、

留
寿

都
村

（
2.
5
5
）
、
積
丹
町

（
2
.5
5
）
、

黒
松

内
町

（
2.
5
5
）

 

道
北

（
1
3
）

－
美

瑛
町
（
2
.
55
）
、
士

別
市
（

2
.
6
）、

和
寒
町

（
2
.5
5
）
、
剣

淵
町

（
2.
5
5）
、

美
深
町

（
2
.6
）
、

中
川

町
（

2
.
55
）
、

苫
前
町
（

支
給
な

し
）
、
羽

幌
町

（
1.
9
5
）
、
遠
別
町

（
2
.5
5
）
 

 
 

 
 

 
 
稚
内

市
（
2
.
55
）
、
浜

頓
別
町

（
2.
5
5
）
、
枝

幸
町
（
2
.
5
5）
、
豊

富
町
（

2
.5
5
）

 

道
南

（
1
6
）

－
函

館
市
(
2.
5
5）
、

松
前

町
(2
.
5
5
）、

福
島
町

(
2
.5
5
）、

知
内

町
(
2
.
5
5）
、
木

古
内

町
(
2
.
5
5）
、

北
斗

市
（

2
.5
5
）
、
鹿

部
町
（

2.
5
5
）、

森
町
（
2
.
5
5
）
、
八
雲
町
（

2
.
55
）
、
長
万
部

町
（
2
.
55
）
、

江
差

町
（
1
.
4
5
）、

厚
沢
部

町
（
2
.
5
5
）、

乙
部

町
（

2
.
2）
、
せ
た
な
町
（
1
.
0
）、

今
金

町
（
0
.
9
42
5
）
、

奥
尻

町
（

2
.
55
）
 

空
知

（
８

）
－
赤

平
市
(
1.
4
5）
、

芦
別

市
(1
.
4
5
）、

歌
志
内

市
(2
.
6）
、

三
笠
市

(
2
.
55
）
、
岩

見
沢
市

(
2
.
55
）
、

上
砂

川
町

（
2.
6
）、

奈
井
江

町
（

2.
5
5
）
、
南

幌
町

（
2
.6
）

 

胆
振

（
４

）
－
苫
小

牧
市
（

1.
4
5
）、

室
蘭
市

（
2.
5
5
）
、
伊

達
市
（
1
.
4
5）
、
安

平
町
（

1
.9
5
）

 

日
高

（
２

）
－
平
取

町
（
2
.
55
）
、
え

り
も
町

（
2.
5
5
）
 

網
走

（
８
）

－
網
走

市
（
2
.
5
5）
、
清
里

町
（
2
.
5
5
）
、
大

空
町
（

2
.
5
5）
、
北
見

市
（
2
.5

5）
、
紋
別

市
（
2
.
5
8
）、

滝
上

町
（

2
.
55
）
、西

興
部

村
（

2
.5
5
）、

雄
武
町

（
2
.
5
5）

 

十
勝
（

９
）
－
新

得
町
（

2
.
5
5
）、

士
幌
町
（

2
.
55
）
、
足

寄
町
（

2.
6
）、

本
別

町
（

2.
5
5
）、

池
田

町
（

2
.
5
5）
、

豊
頃

町
（

2
.
55
）
、

更
別
村
（

2
.
5
5）
、

清
水
町

（
2
.
6
）
、
大

樹
町
（
2
.
5
5）

 

釧
根

（
６
）

－
釧
路

市
（
2
.
5
5）
、
厚
岸

町
（
2
.
5
5
）
、
根

室
市
（

2
.
9
5）
、
別
海

町
（
2
.5

5）
、
標
津

町
（
2
.
5
5
）、

羅
臼

町
（

2
.
55
）
 

 
 

②
そ

の
他

（
５

）
 

 
 

 
道

北
（
１

）
－
当
麻

町
（

2.
3
5
、

20
2
1年

1
2
月
再
任

用
に
準

じ
0.
1
月
引

き
下

げ
）
 

 
 

 
空

知
（
１

）
－
滝
川

市
（

1.
4
5
、
給

与
法

改
正

後
0
.
1
月
引
き

下
げ

。
６

月
は
別
途
）

 

 
 

 
網

走
（
２

）
－
遠
軽

町
（

20
2
2
年
度

か
ら

1
.
0→

0
.
9
5
）
、
紋

別
市
（

2.
5
8
→

2.
5）

 

十
勝

（
１

）
－
帯
広

市
（
2
.
55
、

嘱
託

労
と
の

交
渉

に
お
い
て

決
定
す

る
）

 

 
 
 

※
再

任
用

職
員

（
期

末
手

当
△

0
.
1
0
月

）
 

 
※

決
着

済
み

 

①
人
勧

未
実

施
（
現

行
月
数

維
持

・
削

減
な

し
）（

1
5
）
 

 
札
幌

（
２

）
－
江

別
市
、

ニ
セ

コ
町
 

 
道
北

（
７

）
－
鷹

栖
町
、

比
布

町
、

愛
別

町
、

上
川

町
、
南

富
良
野

町
、
下

川
町
、

初
山

別
村
 

 
空
知

（
３

）
－
深

川
市
、

沼
田

町
、

北
竜

町
 

 
十
勝

（
２

）
－
足

寄
町
、

中
札

内
村
 

 
釧
根

（
１

）
－
鶴

居
村
 

②
人
勧

と
お

り
改
定

 
2
02
2
年

度
実
施

（
遡

及
な

し
）
（
４
）

 

網
走

（
１

）
－
置
戸

町
 

十
勝

（
２

）
－
上
士

幌
町
、

陸
別

町
 

釧
根

（
１

）
－
釧
路

町
 

 

③
人
勧

と
お

り
改
定

 
2
02
1
年

度
実
施

（
12
月
手

当
で

調
整
）
（

17
）
 

 
北
海

道
 

 
札
幌

（
３

）
－
札

幌
市
、

千
歳

市
、

小
樽

市
（

当
局

が
再
検

討
中
）

 

 
道
北

（
７

）
－
旭

川
市
、

富
良

野
市

、
当

麻
町

、
東

神
楽
町

、
東
川

町
、
上

富
良
野

町
、

音
威

子
府
村

 

 
空
知

（
１

）
－
夕

張
市
 

 
日
高

（
１

）
－
新

ひ
だ
か

町
 

 
十
勝

（
４

）
－
鹿

追
町
、

浦
幌

町
、

幕
別

町
、

芽
室

町
 

④
人
勧

と
お

り
改
定

 
2
02
1
年

度
実
施

（
20
2
1年

度
分

を
遡
及

し
て
2
0
2
2
年
６

月
手
当

で
調

整
）
（
2
6）

 

 
札
幌

（
1
0
）
－

喜
茂

別
町

、
京

極
町

、
余

市
町

、
仁

木
町
、

古
平
町

、
島

牧
町

、
寿

都
町

、
神

恵
内
村

、
共
和

町
、

泊
村

 

 
道
北

（
６

）
－
小

平
町
、

天
塩

町
、

増
毛

町
、

猿
払

村
、
中

頓
別
町

、
豊
富

町
 

 
道
南

（
１

）
－
上

ノ
国
町

 

 
空
知

（
３

）
－
妹

背
牛
町

、
月

形
町

、
栗

山
町
 

 
胆
振

（
１

）
－
む

か
わ
町

 

 
日
高

（
３

）
－
日

高
町
、

浦
河

町
、

様
似

町
 

 
網
走

（
１

）
－
遠

軽
町
 

 
十
勝

（
１

）
－
音

更
町
 

 
※

未
決

着
 

 
 

①
継

続
協
議

（
国
の
給

与
法

が
改

定
さ

れ
て

か
ら

再
協

議
・
時
期

未
定

）（
8
3）

 

 
 

 
札

幌
（
1
2
）

－
恵
庭

市
、

石
狩

市
、

北
広

島
市

、
当

別
町
、
新

篠
津

村
 

 
 
 
 

 
 

 
 

倶
知
安
町
、

蘭
越
町

、
真
狩

村
、
留

寿
都

村
、

積
丹
町

、
黒
松

内
町

、
岩
内

町
 

 
 

 
道

北
（
1
3
）

－
美
瑛

町
、

占
冠

村
、

士
別

市
、

名
寄

市
、
和
寒

町
、

美
深

町
、

中
川

町
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
留
萌

市
、

羽
幌

町
、

遠
別

町
、
稚
内

市
、
浜

頓
別

町
、
枝

幸
町
 

 
 

 
道

南
（
1
7
）
－

函
館
市

、
松

前
町

、
福
島
町

、
知
内

町
、
木

古
内

町
、
北

斗
市

、
七

飯
町

、
鹿

部
町

、
森

町
、
八

雲
町

、
長

万
部
町
、

せ
た
な

町
、

今
金

町
、

江
差

町
、

厚
沢

部
町
、
乙

部
町

、
奥

尻
町

 

 
 

 
空

知
（
８

）
－
赤
平

市
、

芦
別

市
、

歌
志

内
市
、
三

笠
市
、

岩
見

沢
市
、

雨
竜
町
、

奈
井

江
町

、
南

幌
町
 

 
 

 
胆

振
（
３

）
－
苫
小

牧
市

、
伊

達
市

、
安

平
町
 

日
高

（
２

）
－
平
取

町
、
え

り
も

町
 

 
 

 
網

走
（
1
2
）

－
網
走

市
、

斜
里

町
、

清
里
町

、
小
清

水
町
、

大
空

町
、
津

別
町
、
北

見
市

、
訓

子
府

町
、
紋

別

市
、

滝
上

町
、
西
興

部
村
、

雄
武

町
 

 
 

 
十

勝
（
９

）
－
帯
広

市
、

新
得

町
、

士
幌

町
、

本
別

町
、
池
田

町
、

豊
頃

町
、

広
尾

町
、

大
樹

町
、

清
水
町

 

 
 

 
釧

根
（
７

）
－
釧
路

市
、

厚
岸

町
、

白
糠

町
、
根
室

市
、
別

海
町

、
標
津

町
、
羅
臼

町
 

 
 

②
そ

の
他

（
月

例
給
で

調
整

等
）
（

５
）
 

 
 

 
道

北
（
１

）
－
剣
淵

町
（

未
確

認
）

 

 
 

 
胆

振
（
１

）
－
室
蘭

市
（

期
末

手
当

の
支

給
な
し
）

 

空
知

（
２

）
－
滝
川

市
（
給
与
法
改
正
後
、
条
例
改
正
に
て
人
勧
ど
お
り
引
き
上
げ
、
６
月
は
別
途
）、

上
砂
川
町
 

 
 

 
十

勝
（
１

）
－
更
別

村
（

該
当

者
な

し
）

 

 ２
．

賃
金

・
諸

手
当

関
係

の
改

善
（

初
任

給
・

昇
給
・

昇
格

基
準

・
現
給

保
障

な
ど

）
 

札
幌
－
札

幌
市

（
再

任
用
職
員
の

傾
斜
加

算
改
善

）
 

千
歳
市

（
2
0
22
年
度

か
ら
時
間

外
勤
務
手

当
基
礎

額
へ
の

寒
冷

地
手
当
算

入
）
 

真
狩
村

（
３
級

へ
の

年
数
を

10
年

→
４
年

に
短
縮

）
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道
北
－
旭

川
市

（
独

自
昇
給
抑
制

［
最
大

５
号
］

の
う
ち

２
号

給
回

復
）
 

名
寄
市

（
病
院

職
場

以
外
の
初
任

給
改
善

に
つ
い

て
春
闘

ま
で

に
当
局
か

ら
改

善
案

を
示

す
、
組

合
員
５

級

到
達
に

む
け
役

職
等

も
含
め
春
闘

ま
で
に

当
局
か

ら
新
設

案
を

示
す
）
 

空
知
－
雨

竜
町

（
寒

冷
地
手
当
の

時
間
外

手
当
算

入
）
 

胆
振
－
苫

小
牧

市
（

2
0
2
3年

度
１

月
昇
給

か
ら
３

級
昇
格

を
１

年
短
縮
。
社

協
職
員

の
係

長
以
下

２
級
到

達
か
ら
３

級
到
達

に
向
け

市
か

ら
も
社
協
へ

助
言
し

て
い
く

こ
と
を

約
束

。
）
 

日
高
－
浦

河
町

（
寒

冷
地
手
当
の

時
間
外

手
当
算

入
）
 

網
走
－
網

走
市

（
２

級
へ
の
在
級

年
数
短

縮
）
 

斜
里
町

（
２
級

、
３

級
へ
の
在
級

年
数
短

縮
）
 

 
 

 
 

津
別
町

（
再
任
用

職
員

の
格

付
け

を
１

～
２
級
か

ら
２
～

３
級

に
改
善

。
時
期
に

つ
い

て
は

今
後

協
議
）

 

小
清
水

町
（
昇

格
基

準
の
見
直
し

着
手
）

 

十
勝
－
帯

広
市
（

人
事

評
価

制
度
に
つ

い
て

勤
勉

手
当
の
取

扱
い

で
B
評

価
を
0.

9
2と

提
案

さ
れ
て

い
た

が
、
現

行
の

0
.
9
5で

据
え
置

き
）
 

 
釧

根
－

釧
路
町

（
20
2
2年

度
か

ら
３

級
在

級
年
数

を
８
年

→
４
年

に
短

縮
。
在

級
年
数
が

５
年

以
上

の
職

員
に
つ

い

て
は
、

2
0
2
2年

４
月

か
ら
４
級

へ
昇
格
）

 

 ３
．

休
暇

・
労

働
条

件
等

の
改

善
 

 
札

幌
－
石

狩
市

（
子

の
看

護
休
暇

対
象
を

中
学

生
ま
で
拡

大
）
 

 
道

北
－

旭
川
市

（
短
期
介

護
休

暇
を

運
用

し
や

す
い

よ
う

に
拡
大
）

 

 
 

 
 

当
麻
町

（
子
の
看

護
休

暇
を

時
間

単
位

取
得
可
へ

の
運
用

変
更

）
 

道
南
－
八

雲
町

（
青

年
部
の
要
求

と
し
て

生
理
休
暇

の
名

称
変

更
を

独
自
要

求
と
し

て
も

と
め
、

組
合
側

が
考
え
た

名
称
も

検
討
）

 

七
飯
町

（
生
理

休
暇

や
出
生
サ
ポ

ー
ト
休

暇
を
取

得
し
や

す
い

フ
ロ
ー
を

組
合

側
で

作
成

し
、
当

局
と
協

議

す
る
こ

と
を
確

認
）
 

 
胆

振
－

室
蘭
市

（
夏
季
休

暇
３

日
→

４
日

、
６
～

９
月
→

５
～
1
0
月
に

拡
大
、

子
の
看
護

休
暇

対
象

を
中

学
就
学

前

に
引
き

上
げ
）

 

 
十

勝
－

帯
広
市

（
夏
季
休

暇
３

日
→

５
日

に
拡

大
）

 

 ４
．

会
計

年
度

任
用

職
員

の
賃

金
・

労
働

条
件

の
改
善
 

 
道

北
－

旭
川
市

（
一
時
金

2.
5
5
月
を

2
0
22
年

度
ま

で
維
持

、
無
給

の
病
気

休
暇

に
つ
い
て

制
度
化
）

 

富
良
野

市
（
昇

給
に

つ
い
て
新
年

度
に
間

に
合
う

よ
う
改

善
に

向
け
て
協

議
）
 

士
別
市

（
会
計

年
度

の
生
活
困
窮

支
援
員

の
格
付

け
を
新

た
な

職
種
と
し

て
８

号
俸

上
乗

せ
し
た

職
種
を

新

設
、
産

前
産
後

休
暇

を
正
規
職
員

と
同
様

に
す
る

）
 

占
冠
村

（
期
末

手
当

の
支
給
月
数

に
つ
い

て
は
３

月
議
会

に
て

「
正
職
員

の
給

与
条

例
に

準
用
す

る
」
か

ら

支
給
月

数
〔

2.
5
5月

／
年
〕
に

条
例
改
正

を
行
う

）
 

 
胆

振
－

苫
小
牧

市
（
准
看

護
士

、
保

育
所

調
理
員

、
栄
養

士
、
保
育

士
、

看
護

師
、

保
健

師
の

職
種

に
お

け
る
会
計

年
度
任

用
職
員

の
初

任
給
を
、
2
0
22
年
4
月

1
日
か

ら
１
号

給
改

善
す
る
こ
と

を
確
認

。
病

気
休
暇

を
20
2
2
年

４
月
１

日
か
ら

、
有

給
化
と
す
る

こ
と
を

確
認
）

 

日
高
－
日

高
町

（
2
02
2
年
１
月
か

ら
、
産

前
・
産
後

休
暇

、
妊

娠
検

診
休
暇

、
生
理

休
暇

、
妊
娠

中
出
勤

時
困
難
休

暇
を
無

給
か
ら

有
給

の
特
別
休
暇

と
す
る

）
 

 
網

走
－

津
別
町

（
今
ま
で

は
昇

給
な

し
だ

っ
た
が

、
20
2
2
年

４
月

か
ら
１

年
２

号
俸
に
す

る
。
た
だ

し
、
20

2
1
年
４

月
か
ら

い
る
職

員
は

４
号
俸
昇
給

）
 

 

５
．

新
型

コ
ロ

ナ
関

連
（

休
暇

、
手

当
、

感
染

対
策
な

ど
）

 

 
札

幌
－

札
幌
市

（
子
お
よ

び
高

齢
の

父
母

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
に
付
き

添
う

時
間

に
対

し
て

義
務

免
）
 

胆
振
－
苫

小
牧

市
（

防
疫
等
作
業

手
当
日

給
3
,0
0
0
円
さ

か
の

ぼ
り

支
給
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
費

用
さ
か

の
ぼ

り
支

給
）
 

網
走
－
斜

里
町

（
防

疫
等
作
業
手

当
の
扱

い
に
つ

い
て
検

討
し

た
い

と
前
進

回
答
）

 

 

６
．

個
別

案
件

（
賃

金
合

理
化

関
係

、
職

場
合

理
化
関

係
）

 

 
道

南
－
今

金
町

（
旅

費
日

当
加
算

に
つ
い

て
、

1
0
0
km
以

上
の

旅
費

加
算
に

つ
い
て

廃
止

）
 

 
 

 
 

奥
尻
町

（
20
2
2年

３
月

末
を

も
っ

て
独

自
削
減
終

了
）
 

 ７
．

そ
の

他
 

 
札

幌
－
千

歳
市

（
2
0
2
2年

度
開

始
に

む
け

給
与

振
込
口
座

の
第
３

口
座

利
用

開
始
の
前

進
回

答
）

 

道
北
－
音

威
子

府
村

（
公
費
負
担

で
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
予

防
接

種
対

象
職
員

の
範
囲

拡
大

）
 

道
南
－
福

島
町

（
庁

舎
設
備
の
改

善
に
む

け
前
進

回
答
）

 

 
 
 
北

斗
市

（
新

規
採
用
職
員

研
修
時

に
組
合

説
明
の

時
間

を
設
け
る
こ

と
を
確

認
）

 

日
高
－
日

高
町

（
出

張
時
の
駐
車

料
金
の

立
替
払

い
に
つ

い
て

、
1
,6
0
0円

か
ら
1
,
8
0
0円

に
上
限

を
変
更
）

 

釧
根
－
釧

路
町

（
職

員
定
数

23
0
人

（
実

員
は

別
）

を
確
認
し

、
現

在
の

19
0
人
か
ら

大
幅
に

定
数
増

を
確

認
）
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別
記
２
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
（

自
治

体
単
組

用
）
 

 2
0
22
年
度

自
治
体

労
働
者
の

賃
金
・

労
働

条
件
に
関
す
る
統
一
要

求
書
（

案
）
 

 １
．
基

本
賃
金

・
諸

手
当
等
 

⑴
 

基
本

賃
金
等
の

引
き
上

げ
 

①
 
生

活
を
維

持
・

防
衛
で
き
る

現
行
の

賃
金
水

準
を
維

持
・

改
善
す
る
こ

と
。
 

②
 
自

治
体

労
働

者
の

賃
金

を
平
均

1
1
,
0
0
0
円
（

3
.
0
1
％
）

以
上
引

き
上
げ

る
こ

と
。

な
お

、
実

施
は

４
月

１
日
と

す
る
こ

と
。
 

③
 
自

治
体
（

関
係

）
労

働
者

の
最
低

賃
金

を
月
額

1
6
5
,
90
0
円
（
国

公
行
（

一
）
１

級
17
号

給
）
以

上
、
日

給
8
,3
0
0
円
（
月

額
／
2
0
日

）
以

上
、
時
間

給
1
,
0
7
0
円
（
月

額
／

20
日

／
７

時
間
4
5
分

））
以

上
と
す

る
こ

と
。
 

⑵
 

給
料

表
・
初
任

給
等
の

改
善
 

①
 
給

料
表

を
国

公
行

（
一
）

８
級

水
準
以

上
の

構
造

と
し

、
医
療

職
（
二

）
、
（

三
）
表

な
ど
他

の
給

料
表

使
用
の

場
合
も

こ
れ

と
同
一
水

準
で
取
り

扱
う
こ

と
。
 

②
 
す

べ
て
の

在
職

者
が
定
年
ま

で
昇
給

が
可
能

と
な
る

よ
う

、
号
給
を
延

長
す
る

こ
と

。
 

③
 
初

任
給

基
準

に
つ

い
て

は
、
国

公
８

号
上
位

相
当

額
（

高
卒

行
（

一
）
１

級
1
3
号

給
（

1
6
0
,
1
0
0
円
）
、

大
卒
１

級
3
3号

給
（

1
9
5
,5
0
0円

）
）
と
し

、
必
要

な
在
職

者
調

整
を
実

施
す

る
こ
と

。
 

④
 
高

校
卒

の
試

験
区

分
に
合

格
し

た
者
で

、
専

門
士

の
称

号
を
有

す
る
者

(
年
間

授
業
数

が
6
8
0
時

間
以

上

で
２
年

以
上
の

専
門

課
程
卒
業

者
)は

、
短

大
２

卒
区
分
と
し

て
初
任

給
を

決
定
す

る
こ
と

。
ま

た
、
専

門

士
以
外

の
者
に

つ
い

て
も
、
給

実
甲
32
6
の
第
1
4
条

調
整

に
よ

り
、
修

学
年

数
調

整
(８

号
給

)
を

人
事

院
規

則
の
運

用
規
定

に
準

じ
て
適
用

す
る
こ
と

。
 

⑤
 
中

途
採

用
者

の
賃

金
は
、

職
務

の
内
容

や
責

任
、

職
務

経
験
等

を
考
慮

し
て

定
め

る
こ

と
と
し

、
他

の

職
員
と

の
均

衡
の

観
点

か
ら
、

昇
格

・
昇
給

の
運

用
に

つ
い

て
改
善

す
る

こ
と
。

ま
た

、
初

任
給

決
定
に

あ
っ
て

は
、

経
験

年
数

換
算

10
割

を
基

本
に

最
低

で
も

８
割

と
し

、
調
整

率
を

全
期
間

２
分

の
２

（
1
2
月

４
号
）

計
算
と

す
る

こ
と
と
し

、
職
員
を

対
象
に

し
た
在

職
者

調
整
を
行

う
こ

と
。

 

⑥
 

自
治

体
独

自
の

年
齢
別
最
低
保
障
賃
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
最
低
保
障
水
準
を
標
準
入
職

者
の
９
割
以
上
と
す
る
こ
と
。

 

⑦
 
賃

金
の
調

整
額

は
、
支
給
対

象
職
種

の
拡
大

、
調
整

数
の

改
善
を
行
う

こ
と
。

 

⑶
 

格
差

解
消
、
昇

格
・
昇

給
基

準
等

の
改

善
 

①
 
賃

金
水

準
の

改
善

に
あ
た

っ
て

は
、
国

公
行

政
職

（
一

）
表
水

準
で
最

低
で

も
、

次
の

年
齢
別

ポ
イ

ン

ト
級
号

俸
以
上

と
す

る
こ
と
。

 

1
8
歳

 
1
－

1
3（

1
6
0
,1
0
0円

）、
2
2歳

 
1
－
3
3
（
1
9
5
,
50
0円

）
、
30
歳

 
3
-
15
（

2
5
2,
1
00
円

）
、

 

3
5
歳

 
3
－

3
9（

2
9
2
,5
0
0円

）、
4
0歳

 
4
－
4
2
（
3
4
3
,
00
0円

）
 

②
 
級

別
の

格
付

け
基

準
な
ど

昇
格

・
昇
給

基
準

を
短

縮
・

改
善
す

る
こ
と

と
し

、
最

低
非

役
付
職

員
の

国

公
行
政

職
（

一
）

表
５

級
到
達

を
実

現
す
る

こ
と

（
具

体
的

に
は
、

１
級

在
級
８

年
、

２
級

在
級

４
年
、

３
級
在

級
４

年
､
４
級

在
級

２
年

）
。

ま
た

、
医
療

職
（

二
）
、
（

三
）

表
な

ど
他

の
給
料

表
も

同
一

水
準

以

上
で
取

り
扱

う
こ

と
。

特
に
、

自
治

体
に
お

け
る

「
初

任
給

・
昇
給

・
昇

格
に
係

る
規

則
」

を
下

回
る
運

用
を
行

っ
て
い

る
団

体
は
、
速

や
か
に
規

則
に
基

づ
く
運

用
改

善
を
は
か

る
こ

と
。

 

③
 
現

業
・

非
現

業
の

昇
格
・

昇
給

基
準
の

差
別

を
廃

止
し

、
非
現

業
と
同

一
取

り
扱

い
と

す
る
こ

と
。

ま

た
、
行

政
（

二
）

表
は

導
入
し

な
い

こ
と
。

さ
ら

に
、

初
任

給
格
付

け
お

よ
び
昇

給
・

昇
格

差
別

を
廃
止

し
、
す

べ
て
、

非
現

業
と
同
一

の
取
り
扱

い
と
す

る
こ
と

。
 

 

④
 
４

号
給

を
超

え
る

昇
給
区

分
の

原
資
（

８
号

給
５

％
、

６
号
給

2
0
％
相

当
分

）
を

確
保

し
、
実

施
に

あ

た
っ
て

は
、
全

職
員

を
対
象
に

公
平
・
平

等
に
取

り
扱
う

こ
と

。
 

⑤
 
４

号
給

を
下

回
る

昇
給
区

分
に

つ
い
て

は
、

処
分

な
ど

客
観
的

な
事
由

に
限

る
こ

と
と

し
、
十

分
な

交

渉
・
協

議
に
よ

り
、

国
ど
お
り

の
分
限
処

分
の
厳

格
化
を

一
方

的
に
導
入

し
な

い
こ

と
。

 

⑥
 

人
事
評
価

結
果
の
昇

給
等
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は

､
労
働
組

合
と
の

十
分
な

交
渉
・
協

議
・
合
意

を
前

提

と
し
、
安
易
な
処
遇
へ
の
反
映
は
行
わ
な
い
こ
と
。
 

⑦
 
採

用
・

配
置

・
登

用
、
昇

任
・

昇
格
な

ど
の

男
女

別
の

実
態
を

明
ら
か

に
し

、
男

女
間

格
差
の

是
正

措

置
を
行

う
こ
と

。
 

⑧
 
再

任
用

者
の

給
料

表
・
一

時
金

を
引
き

上
げ

る
こ

と
。

ま
た
、

賃
金
は

、
国

公
行

(一
)
４

級
再

任
用

賃

金
(
27
4
,
6
0
0円

)
以
上

と
す
る
こ

と
。
さ
ら

に
、
再
任

用
者

が
担

っ
て

い
る

業
務

実
態

等
に

あ
わ

せ
、
上

位

級
を
適

用
す
る

な
ど

、
賃
金
水

準
の
引
き

上
げ
を

行
う
こ

と
。

 

⑷
 

給
与

の
独
自
削

減
、
給

与
構

造
改

革
な

ど
の

回
復

 

①
 
財

政
危

機
を

理
由

と
し
た

独
自

の
基
本

賃
金

等
の

削
減

お
よ
び

一
切
の

賃
金

合
理

化
を

し
な
い

こ
と

。

特
に
、

新
型

コ
ロ

ナ
の

影
響
に

便
乗

し
た
定

数
削

減
や

賃
金

削
減
な

ど
の

独
自
合

理
化

は
、

絶
対

に
行
わ

な
い
こ

と
。
 

②
 
2
0
0
6
年

給
与

構
造

改
革
お

よ
び

2
0
1
5年

給
与

制
度

の
総

合
的
見

直
し
に

と
も

な
う

給
与

水
準

の
引
き

下

げ
、
昇

給
号
給

の
抑

制
の
段
階

的
回
復
を

行
う
こ

と
。
 

③
 
2
0
0
6
年

給
与

構
造

改
革
お

よ
び

2
0
1
5年

給
与

制
度

の
総

合
的
見

直
し
に

と
も

な
う

現
給

保
障

に
つ
い

て

は
、
昇

給
な

ど
に

よ
り

す
べ
て

の
組

合
員
に

お
い

て
解

消
す

る
ま
で

の
間

、
継
続

す
る

と
と

も
に

、
運
用

改
善
等

に
よ
っ

て
水

準
を
確
保

す
る
こ
と

。
 

④
 
2
0
2
1
年

人
事

院
勧

告
に
お

け
る

期
末
手

当
の

マ
イ

ナ
ス

勧
告
は

、
不
利

益
不

遡
及

の
原

則
に
反

す
る

こ

と
か
ら

遡
及
し

て
実

施
し
な
い

こ
と
。
 

⑤
 
5
0歳

台
後

半
職

員
の
昇
給
抑

制
と
昇

格
制
度

の
見
直

し
を

実
施
し
な
い

こ
と
。

 

⑸
 

諸
手

当
等
の
改

善
 

①
 
期

末
・

勤
勉

手
当

に
つ
い

て
は

、
地
方

公
務

員
の

生
活

を
維
持

・
改
善

で
き

る
水

準
と

す
る
こ

と
。

ま

た
、
期

末
・

勤
勉

手
当

の
割
り

振
り

に
つ
い

て
は

、
期

末
手

当
へ
の

一
本

化
を
基

本
と

し
、

そ
れ

ま
で
の

間
、
期

末
手
当
の

割
合
に

重
点

を
置

く
こ
と
。
さ
ら
に

、
勤

勉
手

当
へ

の
成
績
率

の
一

方
的

な
導

入
(再

任

用
含
む

)・
拡

大
を

行
わ
な

い
こ

と
。
勤
勉

手
当

の
成

績
率

の
運

用
に

つ
い

て
は

、
十

分
な

労
使

交
渉
と

合

意
に
よ

る
こ
と

と
し

、
勤
務
成

績
の
反
映

は
行
わ

な
い
こ

と
。

 

②
 
扶

養
手

当
に

つ
い

て
は
、

職
員

の
生
活

実
態

や
支

給
状

況
、
民

間
の
支

給
実

態
を

踏
ま

え
、
支

給
額

、

支
給
基

準
を
改

善
す

る
こ
と
。

ま
た
、
血

族
要
件

を
廃
止

す
る

こ
と
。
 

③
 
借

家
居

住
者

の
住

居
手
当

に
つ

い
て
は

、
宿

舎
の

設
置

状
況
や

手
当
の

支
給

実
態

等
が

国
と
地

方
で

は

異
な
る

こ
と
か

ら
、
継

続
協
議

の
自
治

体
に

あ
っ

て
は
、
20
1
9
人

事
院

勧
告
に
基

づ
く

見
直

し
は
行

わ
ず

、

地
域
事

情
に

応
じ

た
十

分
な
交

渉
・

協
議
、

合
意

に
基

づ
く

改
善
を

は
か

る
こ
と

。
ま

た
、

自
宅

所
有
者

に
つ
い

て
は

、
定

住
促

進
等
の

た
め

措
置
さ

れ
て

き
た

経
過

を
踏
ま

え
、

手
当
の

継
続

・
復

元
を

含
め
て

改
善
す

る
こ
と

。
 

④
 

新
型

コ
ロ

ナ
に

か
か

る
防

疫
等

作
業

手
当

(
特

殊
勤

務
手

当
)
に

つ
い

て
は

、
国

の
特

例
措

置
（

3
,
0
0
0

円
、
4
,
0
00
円

）
と
同

等
の
処

遇
を
確

保
す
る

こ
と

。
ま
た

、
保

健
所

職
員
や

消
防
職

員
、
新
型

コ
ロ
ナ

の

業
務
に

従
事

す
る

職
員

(
宿

泊
療
養

施
設

へ
の

派
遣

職
員

含
む

)
に

つ
い
て

も
特

例
措
置

の
特

殊
勤

務
手

当

を
措
置

す
る
こ

と
。
 

⑤
 
そ

の
他

の
特

殊
勤

務
手
当

に
つ

い
て
、

特
に

税
務

手
当

な
ど
は

国
家
公

務
員

と
の

給
料

表
と
の

差
異

を

埋
め
る

た
め
に

措
置

さ
れ
て
い

る
こ
と
か

ら
、
国

と
同
様
の

業
務
を

行
っ

て
い
る

職
員
に

対
し
て

、
条

例
・
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規
則
を

改
正
し

、
特

殊
勤
務
手

当
を
支
給

す
る
こ

と
。
 

⑥
 
通

勤
手

当
は

全
額

実
費
支

給
と

し
、
非

課
税

と
す

る
こ

と
。
ま

た
、
交

通
用

具
使

用
者

の
手
当

を
実

態

に
見
合

っ
た

額
に

改
善

す
る
こ

と
。

さ
ら
に

、
下

肢
障

害
者

の
た
め

マ
イ

カ
ー
通

勤
を

し
て

い
る

者
に
つ

い
て
は

、
必
要

経
費

を
完
全
に

保
障
す
る

こ
と
。
 

⑦
 
離

島
な
ど

生
活

の
不
便
な
地

域
に
勤

務
す
る

職
員
に

対
し

、
特
地
勤
務

手
当
を

支
給

す
る
こ

と
。
 

⑧
 

時
間

外
・

休
日

勤
務

手
当

は
、

l
0
0
分

の
15
0
（

深
夜

1
0
0
分

の
2
0
0
）
、

休
日

勤
務

手
当

は
l
00
分

の
2
0
0

と
し
、
夜

間
勤
務

手
当
は

1
00
分

の
5
0に

支
給
率

の
改
善
を
は

か
る
こ

と
。
最

低
で
も
、
労

基
法

改
正
に

と

も
な
う

水
準

以
上

（
月

6
0
時

間
を
超

え
る

部
分
は

1
0
0
分

の
1
5
0
）

と
す
る

こ
と

。
ま
た

、
時

間
外

勤
務

手

当
月
6
0
時

間
超

の
法
定

休
日
の

取
り

扱
い
に

つ
い

て
は

、
国

と
同
様

に
算

定
時
間

に
含

め
る

こ
と

。
さ
ら

に
、
月

4
5
時
間

超
60
時

間
以
下

の
時
間
外

勤
務
時

間
に
か

か
る

割
増
率
を

1
0
0分

の
30
以
上

と
す
る

こ
と
。
 

⑨
 
時

間
外

勤
務

手
当

の
基
礎

と
な

る
１
時

間
あ

た
り

の
賃

金
は
、

労
基
法

と
同

法
施

行
規

則
に
基

づ
き

、

住
居
手

当
や

寒
冷

地
手

当
等
を

加
え

た
合
計

額
と

す
る

こ
と

。
特
に

、
寒

冷
地
手

当
の

算
入

は
、

他
県
に

お
い
て

、
労

基
法

違
反

と
し
て

摘
発

さ
れ
て

い
る

実
態

が
あ

る
た
め

、
法

令
遵
守

の
観

点
か

ら
速

や
か
に

改
善
を

は
か
る

こ
と

。
 

⑩
 
宿

日
直

を
廃

止
す

る
こ
と

。
当

面
、
そ

の
回

数
を

減
ら

す
と
と

も
に
宿

日
直

手
当

を
大

幅
に
増

額
す

る

こ
と
。

増
額
が

は
か

ら
れ
て
い

な
い
自
治

体
は
、

人
事
院

勧
告

を
尊
重
し

速
や

か
に

改
善

す
る
こ

と
。
 

⑪
 
夜

間
看
護

等
手

当
に
つ
い
て

は
、
国

家
公

務
員
は

2
01
8年

４
月
か
ら

増
額
改

定
さ
れ

て
い

る
こ
と
か

ら
、

未
改
定

の
自

治
体

に
あ

っ
て

は
速
や

か
に

改
善
す

る
と

と
も

に
、

2
0
1
8
年

４
月

に
遡

及
し

て
差

額
支
給

す

る
こ
と

。
 

⑫
 
管

理
職

員
特

別
勤

務
手
当

は
、

一
部
特

定
職

員
の

み
の

優
遇
措

置
で
あ

り
、

制
度

化
お

よ
び
運

用
し

な

い
こ
と

。
 

⑬
 
寒

冷
地
手

当
に

つ
い
て
は
、

現
行
の

支
給
地

区
分
を

維
持

し
、
増
額
す

る
こ
と

。
 

⑭
 
広

域
な

人
事

異
動

を
余
儀

な
く

さ
れ
て

い
る

自
治

体
に

あ
っ
て

は
、
国

家
公

務
員

に
支

給
さ
れ

て
い

る

広
域
異

動
手

当
が

支
給

さ
れ
ず

、
国

と
の
不

均
衡

が
生

じ
て

い
る
こ

と
か

ら
、
地

方
自

治
法

を
改

正
し
国

同
様
に

手
当
を

支
給

す
る
よ
う

国
に
対
し

て
働
き

か
け
る

こ
と

。
 

⑮
 
生

活
関

連
諸

手
当

の
支
給

に
お

け
る
世

帯
主

要
件

や
男

女
間
で

の
取
り

扱
い

が
異

な
る

規
定
が

あ
る

場

合
は
見

直
す
こ

と
。
 

⑯
 
再

任
用
者

に
対

す
る
期
末
・
勤

勉
手

当
は

、
常
勤

職
員

と
同
様

の
支
給
月

数
に
改
善

す
る
こ

と
。
ま

た
、

扶
養
手

当
、
住

居
手

当
、
寒
冷

地
手
当
を

支
給
す

る
こ
と

。
 

⑹
 

退
職

手
当
の
改

善
に
つ

い
て
 

①
 
退

職
手

当
の

増
額

を
は
か

る
こ

と
。
ま

た
､
早

期
退
職
募

集
制
度

の
導

入
に
つ

い
て
は

､
こ

れ
ま

で
の

勧

奨
退
職

制
度
を

精
査

し
､
国
の
割

増
率
を

最
低

基
準

と
し
て
導

入
す

る
こ
と

。
 

②
 
定

年
前

退
職

者
に

つ
い
て

は
、

個
別
勧

奨
退

職
制

度
を

確
立
し

、
退
職

時
特

別
昇

給
の

実
施
・

拡
大

な

ど
退
職

条
件
の

改
善

を
は
か
る

こ
と
。
 

 ２
．
会

計
年
度

任
用

職
員
等
の

賃
金
・

労
働

条
件

の
改

善
 

⑴
 

任
用
 

①
 
現

在
、
自

治
体

で
働
く
会
計

年
度
任

用
職
員

等
の
雇

用
を

継
続
す
る
こ

と
。
 

②
 
本

来
、

常
勤

職
員

が
行
う

べ
き

業
務
に

つ
い

て
は

、
常

勤
職
員

を
配
置

す
る

こ
と

と
し

、
そ
の

際
、

現

に
業
務

を
担
う

会
計

年
度
任
用

職
員
の
常

勤
職
員

へ
の
移

行
を

行
う
こ
と

。
 

③
 
 会

計
年

度
任

用
職

員
は

、
フ
ル

タ
イ

ム
で
の

任
用

を
基

本
と

す
る
こ

と
。

少
な
く

と
も

週
3
5
時

間
以

上

勤
務
の

短
時

間
の

会
計

年
度

任
用

職
員
に

つ
い
て

は
、

フ
ル

タ
イ

ム
の

会
計

年
度
任

用
職

員
に

切
り

替
え

 

る
こ
と

。
 

④
 
会

計
年

度
任

用
職

員
の
新

規
の

任
用
に

あ
た

っ
て

は
、

選
考
採

用
(
面

接
・
書

類
選
考

等
)
と
す

る
と

と

も
に
、

再
度
の

任
用

回
数
に
上

限
を
設
け

な
い
こ

と
。
 

⑤
 
会

計
年

度
任

用
職

員
の
職

名
に

つ
い
て

は
、

基
本

的
に

現
行
の

名
称
を

使
用

す
る

も
の

と
し
、

業
務

の

実
態
に

あ
わ
せ

た
設

定
と
す
る

こ
と
。
 

⑥
 
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大
に

と
も

な
う
公

共
施

設
の

休
校

・
休
業

に
よ
り

、
会

計
年

度
任

用
職
員

等
が

勤

務
を
要

し
な

い
日

と
し

て
無
給

の
状

態
と
な

ら
な

い
よ

う
、

総
務
省

お
よ

び
文
科

省
通

知
に

基
づ

き
、
柔

軟
な
対

応
に
よ

っ
て

引
き
続
き

業
務
に
従

事
さ
せ

る
こ
と

。
 

⑵
 

賃
金

(
ま
た

は
報

酬
の
基

本
額
)
 

①
 
会

計
年

度
任

用
職

員
の
賃

金
に

つ
い
て

は
、

職
務

内
容

に
応
じ

均
衡
・

権
衡

を
は

か
る

こ
と
と

し
、

類

似
す
る

職
務

の
常

勤
職

員
に
適

用
さ

れ
る
給

料
表

を
使

用
す

る
こ
と

。
な

お
、
今

後
、

マ
イ

ナ
ス

勧
告
等

が
出
さ

れ
た

場
合

に
お

い
て
も

、
会

計
年
度

任
用

職
員

の
賃

金
(
報
酬

)
は

、
積
極

的
に

格
差

を
是

正
す

る

観
点
か

ら
、
現

行
水

準
の
維
持

・
改
善
を

は
か
る

こ
と
。

 

②
 
会

計
年

度
任

用
職

員
の
賃

金
の

決
定
に

あ
た

っ
て

は
、

常
勤
職

員
と
の

均
等

・
均

衡
を

は
か
る

た
め

同

じ
基
準

に
よ
る

こ
と

と
し
、
学

歴
・
免

許
お

よ
び

職
務

経
験

等
に

基
づ

く
調
整
(
前
歴

換
算

)
を
行

う
こ
と

。

そ
の
他

の
給
料

表
が

適
用
の
場

合
は
、
そ
れ

ぞ
れ

の
初

任
給
基

準
を
参

考
と
し

て
決
定

す
る

こ
と

。
ま

た
、

賃
金
(
報

酬
)の

格
付

け
に
あ
た

っ
て
、
上

限
が
設

け
ら
れ

て
い

る
場
合
は

撤
廃

す
る

こ
と

。
 

③
 
会

計
年

度
任

用
職

員
の
職

務
の

級
に
つ

い
て

は
、

等
級

別
基
準

職
務
表

や
在

級
期

間
表

に
基
づ

き
位

置

づ
け
る

こ
と

。
特

に
選

考
採
用

者
の

行
政
職

俸
給

表
(
一
)
に

お
け

る
１
級

在
級

期
間
は

９
年

と
さ

れ
て

い

る
こ
と

も
踏
ま

え
、

現
行
の
職

務
経
験
も

加
え
て

決
定
す

る
こ

と
。
 

④
 
短

時
間

の
会

計
年

度
任
用

職
員

の
報
酬

は
、

常
勤

職
員

や
フ
ル

タ
イ
ム

の
会

計
年

度
任

用
職
員

と
の

均

衡
の
観

点
か

ら
、

基
礎

額
(
フ

ル
タ

イ
ム

職
員

の
場

合
の

賃
金

額
に

相
当
)
に

手
当

相
当

額
を

加
え

、
勤

務

の
量
(
時

間
数
)
に
応

じ
て
支
給

す
る
こ
と

。
 

⑤
 
会

計
年

度
任

用
職

員
の
賃

金
決

定
の
基

準
が

常
勤

職
員

と
異
な

る
場
合

は
、

合
理

的
理

由
の
説

明
を

行

う
こ
と

。
理
由

な
く

差
が
設
け

ら
れ
て
い

る
場
合

は
、
速

や
か

に
見
直
す

こ
と

。
 

⑥
 
2
0
2
2
年

1
0
月

よ
り

要
件
を

満
た

す
短
時

間
の

会
計

年
度

任
用
職

員
も
地

方
公

務
員

共
済

の
短
期

給
付

・

福
祉
事

業
の

対
象

と
な

る
こ
と

を
踏

ま
え
、

時
給

制
、

日
給

制
の
職

員
に

つ
い
て

は
、

掛
金

算
定

等
の
事

務
を
簡

素
化
し

安
定

的
に
事
業

が
進
め
ら

れ
る
よ

う
月
給

制
と

す
る
こ
と

。
 

⑦
 
任

期
付
職

員
お

よ
び
臨
時
的

任
用
職

員
の
賃

金
お
よ

び
諸

手
当
の
支
給

、
昇
給
・
昇

格
等

に
つ
い
て

は
、

任
期
の

定
め
の

な
い

常
勤
職
員

に
適
用
す

る
基
準

に
基
づ

き
行

う
こ
と
。
 

⑶
 

一
時

金
 

①
 
期

末
手
当

は
、

最
低
で
も
、

常
勤
職

員
の
支

給
月
数

（
現

行
2
.5
5月

）
以

上
を

支
給

す
る
こ

と
。
 

②
 
期

末
手

当
の

支
給

月
数
が

常
勤

職
員
と

異
な

る
場

合
は

、
合
理

的
理
由

の
説

明
を

行
う

こ
と
。

ま
た

、

理
由
な

く
差

が
設

け
ら

れ
て
い

る
場

合
は
、

地
方

公
務

員
法

・
地
方

自
治

法
の
改

正
の

趣
旨

と
異

な
る
た

め
、
そ

も
そ
も

の
期

末
手
当
の

改
善
を
は

か
る
こ

と
。
 

③
 
常

勤
職

員
の

期
末

手
当
・

勤
勉

手
当
の

割
り

振
り

の
見

直
し
に

よ
り
、

期
末

手
当

の
引

き
下
げ

が
生

ず

る
場
合

に
は

、
会

計
年

度
任
用

職
員

に
は
勤

勉
手

当
が

支
給

さ
れ
て

い
な

い
こ
と

に
鑑

み
、

期
末

手
当
の

支
給
月

数
を
維

持
す

る
こ
と
。

 

④
 
再

度
の
任

用
の

場
合
は
、
在

職
期
間

が
継
続

し
て
い

る
も

の
と
し
て
期

末
手
当

を
支

給
す
る

こ
と
。
 

⑷
 

諸
手

当
 

①
 
手

当
に
つ

い
て

は
、
常
勤
職

員
に
支

給
さ
れ

る
手
当

を
支

給
す
る
こ
と

。
 

②
 
短

時
間
の

会
計

年
度
任
用
職

員
の
報

酬
に
つ

い
て
は

、
手

当
も
含
め
た

時
間
比

例
と

す
る
こ

と
。
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③
 
手

当
支

給
が

常
勤

職
員
と

異
な

る
場
合

は
、

合
理

的
理

由
の
説

明
を
行

う
こ

と
。

理
由

な
く
差

が
設

け

ら
れ
て

い
る
場

合
は

、
速
や
か

に
見
直
す

こ
と
。
 

④
 
要

件
を
満

た
す

会
計
年
度
任

用
職
員

に
対
し

て
、
退

職
手

当
を
支
給
す

る
こ
と

。
 

⑸
 

休
暇

制
度
 

①
 
常

勤
職
員

と
の

均
等
待
遇
に

基
づ
き

、
次
の

休
暇
等

を
制

度
化
す
る
こ

と
。
 

ⅰ
）
年

次
有
給

休
暇

（
年
次
繰

り
越
し
を

含
む
）
 

ⅱ
）
産

前
・
産

後
休

暇
 

ⅲ
）
病

気
休
暇

 

ⅳ
）
忌

引
き
休

暇
 

 
 
 

ⅴ
）

短
期
介

護
休
暇
 

ⅵ
）
子

の
看
護

休
暇
 

ⅶ
）
育

児
・
介

護
休

業
（
休
暇

）
 

ⅷ
）
生

理
休
暇

 

ⅸ
）
夏

季
休
暇

 

 
 
 

ⅹ
）

結
婚
休

暇
 

ⅺ
）
特

別
休
暇

 

②
 

休
暇
制

度
が

常
勤

職
員

と
異
な

る
場
合

は
、

合
理

的
理

由
の
説

明
を

行
う
こ

と
。
理
由

な
く

差
が
設

け
ら

れ
て
い

る
場

合
は

、
速

や
か
に

見
直

す
こ
と

。
ま

た
、

以
下

の
休
暇

に
つ
い

て
は

、
速

や
か

に
措
置

す
る

こ

と
。
 

ⅰ
）
2
0
2
2
年

１
月

か
ら

国
の
非

常
勤

職
員
で

有
給

と
し

て
新

設
(
措
置

)
さ

れ
た
、

不
妊

治
療

休
暇

、
配

偶

者
出

産
休
暇

、
育

児
参

加
の

た
め

の
休
暇

、
産

前
・
産

後
休

暇
、

ま
た

、
2
0
2
2
年
４

月
か
ら

措
置

さ
れ

る
、

育
児
休

業
取

得
要

件
の

緩
和

に
つ
い

て
は

、
常
勤

職
員

と
同

様
に

措
置

(
日

数
・

期
間

な
ど
)
す

る

こ
と

。
 

ⅱ
）
病

気
休

暇
や

子
の

看
護
休

暇
が

無
給
と

さ
れ

て
い

る
自

治
体
は

、
常

勤
職
員

と
同

等
の

制
度

と
す
る

こ
と
。
ま
た
、
病

気
休

暇
に
つ

い
て
は
、
最
低
で

も
年
1
0
日

間
の
有

給
化

を
速

や
か
に
措
置

す
る
こ

と
。 

ⅲ
）
ワ

ク
チ

ン
接

種
に

対
し
て

は
、

常
勤
職

員
同

様
、

総
務

省
通
知

に
基

づ
き
、

職
務

専
念

義
務

免
除
と

し
、

副
反

応
に
よ
り

業
務
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

も
同

様
に
職
専

免
と

す
る

こ
と

。
 

⑹
 

社
会

保
険
の
適

用
等
 

①
 
要

件
を

満
た

す
会

計
年
度

任
用

職
員
に

つ
い

て
、

共
済

、
社
会

保
険
お

よ
び

労
働

保
険

の
加
入

を
確

実

に
行
う

こ
と

。
特

に
地

方
公

務
員
等

共
済

組
合
法

の
改

正
に

よ
り

、
2
0
2
2
年
1
0
月

か
ら
自

治
体

で
勤
務

す

る
短
時

間
労

働
者

(週
2
0
時

間
以
上

勤
務

等
)
に
公

務
員

共
済

の
短

期
給

付
が
適

用
さ

れ
る
こ

と
か

ら
、

確

実
に
行

う
こ
と

。
 

②
 
す

べ
て
の

会
計

年
度
任
用
職

員
に
健

康
診
断

を
受
け

さ
せ

る
こ
と
。
 

③
 
日

常
的
な

安
全

衛
生
活
動
の

対
象
と

す
る
こ

と
。
 

 
 
④

 
業

務
上
必

要
と
な

る
研

修
を

実
施

す
る

こ
と

。
 

 
 
⑤

 
常

勤
職
員

と
の
均

衡
の

観
点

か
ら

福
利

厚
生

を
適
用

さ
せ
る

こ
と
。

 

 ３
．
自

治
体
関

係
労

働
者
の
賃

金
・
労

働
条

件
の

改
善

 

⑴
 

地
域

医
療
・
福

祉
提
供

体
制

の
確

立
 

＜
地
域

医
療
関

係
＞
 

①
 
地
域

の
医

療
機

関
を
確
保
し

、
医
療

過
疎
を

つ
く
ら

な
い

こ
と
。
 

②
 
地

域
医

療
・

在
宅

医
療
の

充
実

と
長
期

化
す

る
コ

ロ
ナ

禍
に
対

応
す
る

た
め

、
医

療
従

事
者
の

人
材

確

 

保
に
努

め
、
時
間

外
労
働

の
縮

減
、
平
均

で
は

な
く
個

々
の
月

夜
勤

回
数

の
減

少
に
努

め
る
こ

と
。
ま
た

、

離
職
理

由
に
つ

い
て

も
調
査
し

対
処
す
る

こ
と
。
 

③
 
地

域
事

情
等

が
考

慮
さ
れ

て
い

な
い
厚

生
労

働
省

が
公

表
し
た

「
公
立

、
公

的
病

院
の

再
編
統

合
の

再

検
証
」

病
院
名

の
公

表
に
つ
い

て
、
そ
れ

に
基
づ

い
た
病

院
再

編
・
統
合

は
行

わ
な

い
こ

と
。
 

④
 
看

護
職

員
の

夜
勤

配
置
に

つ
い

て
は
、

緊
急

時
や

容
体

急
変
患

者
の
対

応
、

職
員

の
負

担
を
軽

減
す

る

こ
と
を

考
慮

し
、

業
務

量
に
あ

っ
た

人
員
を

配
置

と
す

る
こ

と
。
緊

急
に

看
護
師

１
人

が
対

処
し

て
い
る

状
況
で

も
２
人

で
そ

の
他
の
患

者
の
対
処

が
で
き

る
よ
う

３
人

以
上
の
配

置
を

検
討

す
る

こ
と
。

 

⑤
 
医

事
業

務
が

経
営

の
中
枢

を
担

っ
て
い

る
こ

と
か

ら
、

専
門
的

な
業
務

と
位

置
づ

け
、

病
院
の

運
営

強

化
と
な

る
よ
う

人
材

育
成
・
人

員
配
置
に

努
め
る

こ
と
。

 

⑥
 
委

託
業
者

の
変

更
お
よ
び
、

委
託
業

務
内
容

の
変
更

が
生

じ
る
場
合
は

、
事
前

協
議

を
行
う

こ
と
。
 

⑦
 
医

療
法

改
正

に
伴

う
医
療

技
術

職
の
タ

ス
ク

シ
フ

ト
・

シ
ェ
ア

に
つ
い

て
、

研
修

に
係

る
費
用

は
医

療

機
関
負

担
と

し
、

所
定

労
働
時

間
外

に
行
わ

れ
る

研
修

は
勤

務
扱
い

と
す

る
こ
と

。
ま

た
、

タ
ス

ク
シ
フ

ト
・
シ

ェ
ア

を
実

施
し

て
い
く

に
あ

た
っ
て

は
、

特
定

の
職

種
に
負

担
が

集
中
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う
、

業
務
量

や
負
担

に
応

じ
て
必
要

な
人
員
確

保
す
る

こ
と
。

 

⑧
 
地

域
医

療
を

守
る

観
点
か

ら
も

、
公
立

病
院

に
対

す
る

繰
入
れ

に
つ
い

て
、

基
準

額
分

に
つ
い

て
は

全

額
繰
り

出
し

す
る

こ
と

。
特
に

コ
ロ

ナ
禍
に

あ
っ

て
は

経
営

状
況
が

不
安

定
に
な

る
こ

と
か

ら
、

必
要
に

応
じ
て

さ
ら
な

る
繰

り
出
し
を

行
う
こ
と

。
 

⑨
 
保

健
所

職
員

の
人

員
に
つ

い
て

、
最
低

で
も

地
方

交
付

税
算
定

に
お
け

る
衛

生
費

（
保

健
所
費

、
感

染

対
策
費

、
衛

生
研

究
費

）
の

積
算
根

拠
を

も
と
に

算
定

さ
れ

た
職

員
数

を
確
保

す
る

と
と

も
に

、
2
0
2
1年

度
の
地

方
財

政
計

画
で

示
さ
れ

た
増

員
分
を

確
保

す
る

こ
と

。
ま
た

、
保

健
所
運

営
に

お
い

て
は

、
感
染

症
対
応

だ
け

で
な

く
、

地
域
に

お
け

る
健
診

・
検

診
や

健
康

教
育
、

そ
の

支
援
的

な
業

務
を

含
め

て
本
来

的
に
人

員
が
足

り
て

い
な
い
た

め
、
保
健

所
機
能

強
化
に

む
け

人
員
確
保

を
行

う
こ

と
。

 

 
（
⑨

に
つ
い

て
は

保
健
所
を
自

治
体
で

有
し
て

い
る
単

組
の

み
該
当
）
 

＜
新
型

コ
ロ
ナ

関
係

＞
 

①
 
新

型
コ
ロ

ナ
対

応
し
て
い
る

医
療
従

事
者
に

対
し
、
従
事

し
て
い
る

職
員
と

そ
の
家

族
の

安
全
の
た

め
、

定
期
的

に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
を
実
施

す
る
こ
と

。
 

②
 
従

事
す
る

職
員

、
関

連
す

る
業

務
に
従

事
す

る
職
員
の

特
別
勤

務
手

当
（

防
疫

作
業

手
当
）
に

つ
い

て
、

な
だ
支

給
対
象

と
し

て
い
な
自

治
体
に
つ

い
て
は

、
2
0
2
0年

３
月

18
日

の
総

務
省

か
ら

の
通
知

の
と
お

り
、

適
切
に

対
処
す

る
こ

と
。
 

③
 
安

心
し
て

働
く

た
め
、
院
内

保
育
園

な
ど
子

供
を
預

け
ら

れ
る
体
制
を

構
築
す

る
こ

と
。
 

④
 
ワ

ク
チ

ン
接

種
に

よ
る
副

反
応

に
よ
り

勤
務

す
る

こ
と

が
困
難

な
場
合

に
は

、
職

免
等

の
措
置

を
講

ず

る
こ
と

。
 

⑤
大
規

模
災

害
や

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症

の
拡

大
に

伴
う
看

護
師
な

ど
の

医
療

従
事

者
派
遣

に
つ

い

て
、
派

遣
さ

れ
る

職
員

の
労
働

条
件

、
安
全

保
障

を
確

認
し

、
所
属

す
る

病
院
が

す
べ

て
の

責
任

を
持
っ

て
対
応

す
る
こ

と
。
 

＜
福
祉

関
係
＞
 

①
 
保

育
と

教
育

の
質

を
確
保

す
る

た
め
、

少
な

く
と

も
国

が
示
し

て
い
る

最
低

基
準

を
上

回
る
人

員
配

置

等
を
行

い
、
必

要
な

人
員

を
確

保
す
る

こ
と
。
特
に

予
算

が
確
保

さ
れ
て

い
る

３
歳
児
の

職
員
配

置
を

2
0：

１
か
ら

1
5：

１
に
改

善
す
る
こ

と
（
公
立

施
設
に

つ
い

て
は
交

付
税
措
置

済
）。

ま
た

、
民

間
施

設
の
３

歳

児
配
置

基
準

改
善

に
つ

い
て
は

、
公

定
価
格

で
加

算
対

象
と

な
る
こ

と
か

ら
、
未

実
施

の
施

設
に

対
し
て

配
置
基

準
を
改

善
す

る
よ
う
指

導
す
る
こ

と
。
 

②
 
公

立
保

育
所

・
幼

稚
園
・

認
定

こ
ど
も

園
の

保
育

士
等

の
処
遇

改
善
原

資
に

つ
い

て
は

、
地
方

交
付

税
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で
措
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
か
ら

、
会

計
年
度

任
用

職
員

の
保

育
士
等

の
処

遇
改
善

と
人

材
確

保
を

は
か
る

こ
と
。

 

③
 
幼

児
教

育
・

保
育

無
償
化

の
実

施
に
と

も
な

う
待

機
児

童
の
増

加
や
保

育
士

の
労

働
環

境
の
悪

化
、

保

育
士
不

足
等

の
課

題
を

把
握
す

る
こ

と
。
ま

た
、

保
育

の
質

の
充
実

の
た

め
、
保

育
士

等
の

事
務

負
担
が

軽
減
さ

れ
る
よ

う
、

作
成
書
類

の
簡
素
化

や
I
CT
を

導
入

す
る

な
ど

対
応
す

る
こ
と

。
 

④
 
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
（
学

童
保

育
）
の

受
け

皿
を

整
備

す
る
た

め
、
放

課
後

児
童

支
援

員
キ
ャ

リ
ア

ア

ッ
プ
処

遇
改
善

事
業

の
活
用
な

ど
処
遇
改

善
を
つ

う
じ
て

人
材

確
保
を
行

う
こ

と
。

 

⑤
 
介

護
職

員
処

遇
改

善
加
算

、
介

護
職
員

等
特

定
処

遇
改

善
加
算

を
確
実

に
取

得
し

、
介

護
労
働

者
の

賃

金
を
改

善
し
て

、
人

材
確
保
を

は
か
る
こ

と
。
 

⑥
 
福

祉
事
務

所
の

生
活
保
護
現

業
員
お

よ
び
査

察
指
導

員
に

つ
い
て
は
、「

標
準

」
を

上
回
る

職
員
を

配
置

す
る
こ

と
。

ま
た

、
職

員
の
配

置
に

あ
た
っ

て
は

、
必

ず
社

会
福
祉

主
事

を
配
置

す
る

と
と

も
に

、
無
資

格
者
に

つ
い
て

は
必

ず
資
格
取

得
に
努
め

る
よ
う

に
す
る

こ
と

。
 

⑦
 
生

活
困

窮
者

自
立

支
援
事

業
に

お
け
る

任
意

事
業

を
実

施
す
る

こ
と
。

特
に

、
子

ど
も

の
学
習

支
援

・

生
活
支

援
事

業
に

つ
い

て
は
、

貧
困

の
連
鎖

や
児

童
虐

待
を

予
防
す

る
た

め
に
有

効
で

あ
る

た
め

、
他
の

事
業
に

優
先
し

て
実

施
す
る
こ

と
。
 

⑧
 
市

町
村

児
童

相
談

窓
口
へ

の
専

門
職
配

置
な

ど
人

員
体

制
強
化

を
行
う

こ
と

。
ま

た
、

児
童
虐

待
防

止

の
役

割
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

市
町

村
の

保
健

師
に

つ
い

て
、

正
規

職
員

も
交

付
対

象
と

さ
れ

る
子

ど

も
・
子

育
て

支
援

交
付

金
に
お

け
る

利
用
者

支
援

事
業

の
母

子
保
健

型
等

を
有
効

活
用

し
な

が
ら

、
増
員

を
は
か

る
こ

と
。

ま
た

、
児
童

虐
待

防
止
対

策
体

制
総

合
強

化
プ
ラ

ン
で

す
べ
て

の
市

区
町

村
で

設
置
す

る
こ
と

と
さ
れ

た
子

ど
も
家
庭

総
合
支
援

拠
点
を

設
置
し

、
相

談
体
制
を

強
化

す
る

こ
と

。
 

⑨
 
社

会
福

祉
施

設
に

お
け
る

医
療

行
為
の

提
供

に
あ

た
っ

て
は
、

必
要
と

す
る

専
門

職
・

人
員
お

よ
び

連

携
体
制

を
確
保

す
る

こ
と
。
 

⑵
 

社
会

福
祉
協
議

会
職
員

お
よ

び
介

護
労

働
者

等
の

処
遇
改

善
 

①
 
社

会
福
祉

協
議

会
職
員
の
賃

金
・
労

働
条
件

を
自
治

体
職

員
並
に
改
善

す
る
こ

と
。

 

②
 
そ

の
た
め

、
委

託
費
、
補
助

金
等
で

必
要
な

財
政
措

置
を

行
う
こ
と
。

 

③
 
介

護
職

員
処

遇
改

善
加
算

・
介

護
職
員

等
特

定
処

遇
改

善
加
算

に
よ
り

、
介

護
労

働
者

の
処
遇

改
善

を

は
か
る

と
と
も

に
、

人
材
確
保

を
は
か
る

こ
と
。
 

＜
新
型

コ
ロ
ナ

関
係

＞
 

①
 
医

療
・

福
祉

・
交

通
な
ど

の
地

域
公
共

サ
ー

ビ
ス

を
維

持
・
継

続
す
る

た
め

に
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染
症

対
応

地
方

創
生

臨
時
交

付
金

を
活
用

す
る

な
ど

自
治

体
と
し

て
の

財
源
確

保
を

行
う

こ
と

。
ま
た

そ
の
際

は
、

現
場

の
ニ

ー
ズ
を

充
分

に
把
握

す
る

な
ど

、
適

切
に
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の
対

策
に
活

用
す
る

こ
と

。
 

 
 
②

 
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け
る

自
然

災
害
な

ど
の

緊
急

事
態

を
考
慮

し
た

人
員
配

置
の
見
直

し
や

、
職
員

増
な

ど

に
よ
る

体
制
の

強
化

を
早
急
に

行
う
こ
と

。
 

 
 
③

 
医

療
・

福
祉

従
事
者

な
ど

へ
の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症

に
関
す

る
差
別
・

偏
見

に
つ
い

て
、

住

民
に
適

切
な
理

解
を

求
め
る
た

め
、
啓
発

活
動
な

ど
を
行

う
こ

と
。
 

④
 
消

毒
な

ど
の

感
染

症
対
策

や
健

康
管
理

な
ど

、
業

務
負

担
が
増

え
て
い

る
こ

と
か

ら
、

労
働
実

態
に

見

合
う
処

遇
や
労

働
環

境
の
改
善

を
は
か
る

こ
と
。
 

⑶
 

委
託

先
民
間
労

働
者
等

 

①
 
「

公
契

約
」

に
基

づ
く
民

間
委

託
労
働

者
の

賃
金

お
よ

び
労
働

条
件
の

確
保

と
、

環
境

・
福
祉

・
公

正

労
働
・
男

女
平

等
参

画
等
の
社

会
的
価

値
を

実
現

す
る
た
め
、「

社
会

的
価

値
の

実
現

に
資

す
る

た
め
の

自

治
体
契

約
制
度

の
あ

り
方
に
関

す
る
基
本

条
例
」

を
制
定

す
る

こ
と
。
 

 

②
 
業

務
委

託
に

関
す

る
入
札

に
あ

っ
て
は

、
入

札
価

格
に

お
い
て

人
件
費

相
当

分
を

明
記

し
た
最

低
制

限

価
格
を

設
定
す

る
こ

と
。
 

③
 
最

低
で

も
委

託
先

民
間
職

場
か

ら
労
働

基
準

法
・

短
時

間
労
働

者
の
雇

用
管

理
の

改
善

等
に
関

す
る

法

律
（
パ

ー
ト

タ
イ

ム
労

働
法
）

違
反

や
、
労

働
保

険
・

社
会

保
険
の

有
資

格
未
加

入
と

い
っ

た
法

違
反
を

一
掃
す

る
こ

と
。

そ
の

た
め
、

自
治

体
と
し

て
委

託
先

民
間

職
場
の

労
働

条
件
を

把
握

す
る

と
と

も
に
、

法
違
反

が
あ

っ
た

場
合

の
是
正

指
導

や
指
導

に
従

わ
な

い
場

合
は
委

託
先

か
ら
除

外
す

る
等

の
対

応
を
と

る
こ
と

。
 

④
 
委

託
料

の
積

算
に

つ
い
て

、
委

託
先
民

間
労

働
者

の
賃

金
引
き

上
げ
を

自
治

体
職

員
と

同
様
に

す
る

こ

と
。
ま

た
、

委
託

契
約

に
あ
っ

て
は

、
賃
金

・
労

働
条

件
を

明
確
に

し
、

自
治
体

職
員

と
の

格
差

を
な
く

す
こ
と

。
 

⑤
 
委

託
清

掃
職

場
か

ら
労
働

災
害

を
一
掃

す
る

た
め
、
「
清

掃
事
業

に
お

け
る
安

全
衛
生

管
理

要
綱

」
（
平

成
５
年

３
月
２

日
付

け
基
発
第

1
2
3号

）
の

徹
底
を

は
か

る
こ

と
。

 

 ４
．
人

事
評
価

制
度

等
に
つ
い

て
 

⑴
 

人
事
評

価
制

度
の

運
用

・
導
入

に
あ
た

っ
て

は
、

十
分

な
労
使

交
渉

・
合
意

を
前
提
と

す
る

こ
と
。

導
入

後
に
お

い
て

は
「

評
価

・
調
整

・
確

認
」
な

ど
､
労

働
組
合
が

関
与
し

､
労
使

交
渉

を
踏

ま
え

た
定
期

的
な

検

証
・
見

直
し
を

行
う

な
ど
､
十
分

な
運
用

状
況

の
チ

ェ
ッ
ク
体

制
を

確
立
す

る
こ
と

。
 

⑵
 

４
原
則

２
要

件
（

公
平

・
公
正

性
、
透

明
性

、
客

観
性

、
納
得

性
と

、
労
働

組
合
の
参

画
、

苦
情
解

決
制

度
の
確

立
）
を

確
保

し
、
拙
速
な

賃
金
へ

の
反
映

は
行
わ

な
い

こ
と
。
 

⑶
 

職
員

間
に
差
を

つ
け
る

こ
と

が
目

的
で

な
い

こ
と

を
明
確

に
す
る

こ
と
。

 

⑷
 

評
価
結

果
の

拙
速

な
給

与
・
処

遇
へ
の

反
映

を
行

わ
ず

、
十
分

な
労

使
交
渉

と
合
意
に

よ
る

も
の
と

す
る

こ
と
。

ま
た

、
上

位
昇

給
の
活

用
に

あ
た
っ

て
は

、
旧

特
別

昇
給
の

取
り
扱

い
を

基
本

に
賃

金
水
準

の
改

善

の
観
点

か
ら
検

討
し

見
直
す
こ
と

。
 

⑸
 

労
働

組
合
が
関

与
し
た

苦
情

解
決

制
度

を
整

備
す

る
こ
と

。
 

⑹
 

国
家
公

務
員

は
、

20
2
0年

10
月

施
行
で

Ｃ
評

価
者

も
原

則
、
分

限
処

分
(
降
任

・
降
給

)
の
対

象
と
す

る
な

ど
、
勤

務
成

績
の

不
良

な
職
員

に
対

す
る
対

応
を

改
正

し
た

が
、
総

務
省
は

事
務

連
絡

に
よ

り
参
考

送
付

に

と
ど
め

て
い
る

こ
と

か
ら
、
国
ど

お
り
の

分
限
処

分
は
導

入
し

な
い
こ
と
。

 

⑺
 

人
事
院

規
則

が
改

正
さ

れ
、
2
0
2
0
年
1
2
月
期

か
ら

、
人

事
評
価

結
果

の
下
位

評
価
者
の

勤
勉

手
当
の

成
績

率
が
引

き
下

げ
ら

れ
た

が
、
国

と
地

方
の
人

事
評

価
制

度
の

運
用
実

態
が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
機
械

的
に

国

ど
お
り

の
見
直

し
は

行
わ
な
い
こ

と
。

 

⑻
 

級
別
・
役

職
段

階
ご
と

の
職
員

数
の
公

表
に

つ
い
て
は
、
労

働
組

合
と
の

十
分

な
協
議

に
基
づ
き

､
法
律
で

定
め
る

「
職
制

上
の

段
階
ご
と
」

に
公
表

し
、
職

名
ご
と

の
公

表
は
行
わ
な

い
こ
と

。
 

⑼
 

現
業

職
員
・
公

営
企

業
職
員

に
つ
い

て
は
、
法
律

上
「

等
級

別
基
準

職
務
表

」
の

条
例

化
お

よ
び
「

級
別

・

職
名
（

職
制

上
の

段
階

）
ご
と

の
職

員
数
の

公
表

」
は

義
務

づ
け
ら

れ
て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
条
例

化
・

公

表
を
行

わ
な
い

こ
と

。
ま
た
、
労

働
協
約

締
結
権

の
尊
重

を
確

認
す
る
こ
と

。
 

 

５
．
労

働
時
間

・
休

暇
等
の
改

善
 

⑴
 

年
間

総
労
働
時

間
1
,8
0
0
時

間
の

実
現
 

①
 
「

改
正
労

働
安

全
衛
生
法
（

第
66
条

の
８
の

３
）」

を
踏

ま
え
、
厚
生

労
働
省

の
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
に

基
づ

き
、
正

確
な

実
態

を
把

握
で
き

る
勤

務
時
間

管
理

体
制

を
構

築
す
る

と
と

も
に
、

時
間

外
勤

務
縮

減
に
む

け
、
安

全
・

衛
生

委
員

会
の
活

用
も

含
め
、

労
使

で
勤

務
時

間
・
働

き
方

な
ど
を

協
議

で
き

る
場

を
設
置

し
、
実

効
あ
る

施
策

を
行
う
こ

と
。
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②
 
労

働
時
間

の
短

縮
に
む
け
た

年
間
行

動
計
画

を
策
定

す
る

こ
と
。
 

③
 
休

憩
時

間
に

つ
い

て
は
、

育
児

・
介
護

の
責

任
を

有
す

る
職
員

の
実
態

等
を

総
合

的
に

考
慮
し

検
討

す

る
と
と

も
に

、
変

更
に

あ
た
っ

て
は

、
労
使

合
意

を
前

提
と

す
る
こ

と
。

ま
た
、

変
則

・
交

替
制

勤
務
職

場
に
お

い
て
も

同
様

に
労
働
時

間
を
短
縮

す
る
こ

と
。
 

⑵
 

時
間

外
労
働
の

上
限
規

制
お

よ
び

3
6協

定
締

結
の

推
進
 

①
 
時

間
外

労
働

の
上

限
を
定

め
る

条
例
・

規
則

に
つ

い
て

は
、
労

働
基
準

法
お

よ
び

人
事

院
規
則

が
定

め

る
原
則

（
１
月

4
5時

間
、
１
年

3
6
0時

間
）

を
上
限

と
し

て
、

適
正

に
運
用

す
る
こ

と
。
 

ⅰ
）
自

治
体
で

改
正

し
た
時
間

外
労
働
の

上
限
規

制
の
条

例
・

規
則
等
を

遵
守

す
る

こ
と

。
 

ⅱ
）
部

署
ご

と
の

時
間

外
労
働

・
年

休
の
取

得
状

況
を

明
ら

か
に
し

、
必

要
に
応

じ
て

業
務

量
や

任
務
分

担
、

人
員

配
置
の
見

直
し
を

行
う

こ
と

。
 

ⅲ
）「

他
律
的

業
務
の

比
重
が

高
い
部
署

」
を
定

め
る
場

合
は

、
部
署

の
範

囲
を

明
確

に
し

た
う

え
で
、
部

署
の

範
囲
と

上
限

時
間

を
必

要
最

小
限
と

す
る

こ
と
。

部
署

等
の

指
定

を
行

っ
た
場

合
は

、
時

間
外

労

働
の

実
態

に
つ
い
て

点
検
を

行
い

、
労

使
協

議
に

よ
り

必
要

な
見
直
し

を
行

う
こ

と
。

 

ⅳ
）
上

限
時

間
を

超
え

て
時
間

外
労

働
を
命

じ
ら

れ
る

「
特

例
業
務

」
に

つ
い
て

は
、

そ
の

業
務

（
大
規

模
災

害
対
応

、
新

型
コ

ロ
ナ

対
応

な
ど
）

や
職

員
の
範

囲
に

つ
い

て
労

使
協

議
・
合

意
に

基
づ

く
も

の

と
す

る
こ

と
。
ま

た
、「

特
例
業

務
」
が

行
わ
れ

た
場

合
は

、
労
使

で
当

該
業
務

に
か
か

る
要

因
の
整

理
、

分
析

・
検

証
を
行
う

こ
と
。

 

ⅴ
）
長

時
間

労
働

を
行

っ
た
職

員
に

対
す
る

医
師

に
よ

る
面

接
指
導

な
ど

健
康
確

保
措

置
を

強
化

す
る
こ

と
。

特
に
１

月
平

均
8
0
時
間

超
の

時
間
外

労
働

を
行
っ

た
職

員
に

つ
い

て
は

、
申
し

出
の

有
無

に
か

か

わ
ら

ず
、

医
師
に
よ

る
面
接

指
導

を
実

施
す

る
こ

と
。

 

②
 
す

べ
て

の
職

場
に

お
い
て

、
3
6
協

定
の

締
結

、
改

定
を

行
う
こ

と
と
し

、
3
6
協

定
の
上

限
時
間

は
、

１

年
間
1
5
0
時

間
、
３

ヵ
月

5
0
時
間

、
４

週
間

2
4
時
間

、
１
日

２
時

間
と

す
る

こ
と

。
な

お
、
労
働

基
準
法

別

表
第
１

に
該

当
し

な
い

非
現
業

の
官

公
署
に

お
い

て
は

、
3
6
協

定
ま

た
は

そ
れ
に

準
ず

る
文

書
（

書
面

協

定
）
を

締
結

す
る

こ
と

。
ま
た

、
兼

業
・
副

業
を

行
う

場
合

の
労
働

時
間

に
つ
い

て
、

時
間

外
労

働
を
行

う
場
合

の
3
6協

定
の

締
結
、
上

限
時
間
の

算
定
に

お
け
る

労
働

時
間
の
通

算
を

適
切

に
運

用
す
る

こ
と
。

 

③
 
労

働
基

準
法

第
3
3
条

第
３

項
の

「
公
務

の
た

め
に

臨
時
の

必
要

が
あ
る

場
合

」
に

つ
い

て
、
厳

格
な

運

用
を
は

か
る
こ

と
。
 

④
 
改

訂
「

過
労

死
等

防
止
対

策
大

綱
」
に

お
い

て
、

官
公

署
（
別

表
第
１

の
第

1
1
、

12
号

含
む
）

の
職

場

に
過
重

労
働

の
疑

い
が

あ
る
場

合
、

人
事
委

員
会

を
置

か
な

い
団
体

は
、

地
方
公

共
団

体
の

長
が

監
督
指

導
の
徹

底
に
努

め
る

と
明
記
さ

れ
て
い
る

こ
と
か

ら
、
そ

の
役

割
・
機
能

を
果

た
す

こ
と

。
 

⑤
 
労

働
者

の
休

息
時

間
を
確

保
す

る
勤
務

間
イ

ン
タ

ー
バ

ル
を
導

入
す
る

こ
と

。
あ

わ
せ

て
、
災

害
時

等

の
緊
急

時
に
お

け
る

連
続
勤
務

時
間
に
つ

い
て
制

限
を
設

け
る

こ
と
。
 

⑥
 
看

護
職
員

の
夜

勤
の
上
限
を

月
64
時

間
ま
た

は
８
回

以
内

と
す
る
こ
と

。
 

⑦
 
交

代
制
等

勤
務

職
員
の
休
息

時
間
（

お
お
む

ね
４

時
間
ご

と
に
1
5分

）
を
勤

務
時
間

内
に
設

け
る

こ
と

。

ま
た
、

深
夜

勤
務

時
間

（
2
2時

～
５

時
）
を

含
む

８
時

間
以

上
の
勤

務
で

は
、
少

な
く

と
も

１
時

間
の
休

息
時
間

を
設
け

る
こ

と
。
 

⑧
 
時

間
外

勤
務

の
実

態
を
踏

ま
え

、
必
要

な
時

間
外

勤
務

手
当
財

源
を
確

保
し

、
全

額
支

給
を
徹

底
す

る

こ
と
。

 

⑨
 
時

間
外

労
働

の
縮

減
の
た

め
、

毎
週
１

回
（

水
曜

日
を

基
本
）

の
ノ
ー

残
業

デ
ー

の
設

定
を
は

じ
め

、

定
時
退

庁
の
促

進
を

徹
底
す
る

こ
と
。
 

⑩
 
育

児
・

介
護

の
責

任
を
有

す
る

男
女
労

働
者

の
時

間
外

労
働
（

週
休
日

、
休

日
勤

務
を

含
む
）

は
年

間

1
5
0
時
間

を
上
限

と
す

る
こ
と
。

ま
た
、

深
夜

労
働

の
制
限
を

設
け

る
こ
と

。
 

 

⑶
 

フ
レ

ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制

の
導

入
 

①
 
自

治
体

の
実

態
を

踏
ま
え

、
時

間
外
勤

務
の

縮
減

や
職

員
側
の

都
合
を

契
機

と
す

る
職

員
の
発

意
で

申

告
が
行

わ
れ

、
申

告
ど

お
り
の

勤
務

時
間
割

振
り

に
よ

る
フ

レ
ッ
ク

ス
タ

イ
ム
制

と
な

る
確

証
が

得
ら
れ

る
ま
で

導
入

し
な

い
こ

と
。
ま

た
、

導
入
す

る
場

合
は

、
そ

の
可
否

も
含

め
て
十

分
な

交
渉

・
協

議
を
行

う
こ
と

。
 

②
 
特

に
時
間

外
勤

務
手
当
の
圧

縮
を
目

的
と
し

た
制
度

導
入

は
行
わ
な
い

こ
と
。

 

⑷
 

休
暇

・
休
業
制

度
の
拡

充
 

①
 
人
事
院
通
知
（
2
01
8年

12
月
７
日
）
を
最
低
基
準
と
し
て
、
５
日
間
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
に
つ

い
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
拡
大
に
む
け
た
実
効
あ
る
施
策
を
講
じ
る
こ

と
。
 

②
 
病
院
等
変
則
交
替
制
職
場
の
週
休
２
日
制
の
確
立
の
た
め
、
必
要
な
人
員
配
置
や
予
算
措
置
な
ど
諸
条
件

を
整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
シ
フ
ト
問
題
（
年
休
の
強
制
組
み
込
み
）
に
対
し
て
、
適
正
な
運
用
と
す
る
こ

と
。
 

③
 
最

低
年
５

日
以

上
を
基
本
と

す
る
夏

季
休
暇

を
制
度

化
す

る
こ
と
。
 

④
 
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
休

暇
制
度

、
有

給
教
育

休
暇

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

休
暇
お

よ
び

骨
髄

バ
ン

ク
提
供

職
員

に

対
す
る

特
別

休
暇

を
新

設
す
る

と
と

も
に
既

存
の

特
別

休
暇

・
病
気

休
暇

に
つ
い

て
日

数
拡

大
を

は
か
る

こ
と
。

 

⑤
 
治

療
と

仕
事

の
両

立
支
援

に
む

け
、
休

暇
制

度
や

勤
務

制
度
を

導
入
す

る
こ

と
。

特
に

2
0
2
2年

１
月

１

日
に
国

の
不

妊
治

療
休

暇
が
新

設
(
１

年
に
つ

き
５

日
、
最

大
1
0
日

、
時
間

単
位

可
)さ

れ
た

こ
と

を
踏

ま

え
、
国

に
遅

れ
る

こ
と

な
く
速

や
か

に
規
則

改
正

を
行

い
不

妊
治
療

と
仕

事
の
両

立
を

支
援

す
る

こ
と
。

ま
た
、

特
別

休
暇

の
名

称
に
つ

い
て

は
、
「

出
生
サ

ポ
ー
ト

休
暇

（
国

）
」
「

家
族

支
援
休

暇
」
「

健
康
管

理

休
暇
」
な
ど

、
取
得

し
や

す
い

名
称
を

整
備

す
る
こ

と
。
さ

ら
に
、
取
得
手

続
き

(申
請
)
は

、「
不
妊
治

療

カ
ー
ド

」
の

提
示

な
ど

に
よ
る

取
得

を
可
能

と
す

る
な

ど
、

で
き
る

だ
け

簡
素
化

し
取

得
し

や
す

い
環
境

を
つ
く

る
こ
と

。
 

⑥
 
高

齢
者
部

分
休

業
制
度
の
条

例
化
と

運
用
に

あ
た
っ

て
は
、
十
分
な

交
渉
・
協

議
に

基
づ

く
こ
と
と

し
、

職
員
が

取
得
し

や
す

い
環
境
整

備
を
は
か

る
こ
と

。
 

⑸
 

両
立

支
援
の
た

め
の
休

暇
等

の
新

設
・

充
実

、
政

策
の
実

現
 

①
 
介

護
休

暇
を

４
原

則
（
有

給
・

選
択
制

・
現

職
復

帰
・

代
替
の

確
保
）

で
制

度
化

す
る

こ
と
。

ま
た

、

期
間
に

つ
い
て

は
、

合
計
６
ヵ

月
以
上
と

す
る
こ

と
。
 

②
 
育

児
休

業
を

５
原

則
（
有

給
・

選
択
制

・
現

職
復

帰
・

代
替
の

確
保
・

男
女

対
象

）
で

制
度
化

す
る

こ

と
。
 

③
 
民

間
の
育

児
･介

護
休
業
法

の
改
正
（

2
01
7
年

１
月

１
日

施
行
お

よ
び

20
22
年

１
月
１

日
施
行

、
４

月
１

日
施
行

予
定

）
、
国

家
公
務

員
の
制

度
改
正

（
20
1
7
年

１
月
１

日
施

行
）
、

国
家

公
務

員
の
育

児
休

業
等

の

法
律
改

正
の
意

見
の

申
出
（

20
2
1
年
８
月

10
日
）

を
踏
ま

え
、

以
下
の

と
お

り
改
善

す
る
こ

と
｡ 

ⅰ
）
育

児
休

業
の

取
得

回
数
制

限
の

緩
和
と

し
て

、
職

員
が

同
一
の

子
に

つ
い
て

育
児

休
業

を
す

る
こ
と

が
で

き
る
回

数
に

つ
い

て
、

人
事

院
規
則

で
定

め
る
特

別
の

事
情

が
あ

る
場

合
を
除

き
、

常
勤

・
非

常

勤
等

を
問
わ

ず
原

則
２

回
ま

で
取

得
す
る

こ
と

が
で
き

る
と

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、
国

に
遅

れ
る

こ
と

な

く
同

様
に
改

善
す

る
こ

と
。

ま
た

、
期
末

手
当

・
勤
勉

手
当

の
在

職
期

間
等

の
算
定

に
あ

た
っ

て
は

、

子
の

出
生
後

８
週

間
以

内
の

育
児

休
業
の

期
間

と
、
そ

れ
以

外
の

育
児

休
業

の
期
間

は
合

算
し

な
い

と

さ
れ

た
こ

と
か
ら
、

自
治
体

に
お

い
て

も
同

様
の

算
定

と
す

る
こ
と
。

 

ⅱ
）
男

性
職

員
の

育
児

休
業
の

取
得

回
数
制

限
の

緩
和

に
つ

い
て
は

、
配

偶
者
同

様
に

原
則

２
回

ま
で
の

取
得

に
加
え

て
、

子
の

出
生

後
８

週
間
以

内
に

再
度
２

回
を

限
度

に
育

児
休

業
を
取

得
す

る
こ

と
が

で

75



 

き
る

と
さ

れ
た
こ
と

か
ら
、

国
と

同
様

に
改

善
す

る
こ

と
。

 

ⅲ
）
非

常
勤
職

員
の

取
得
要
件

に
つ
い

て
、
育
児

休
業

お
よ

び
育

児
時

間
は
在
職

期
間

要
件

を
廃

止
す

る
、

ま
た

、
子
の

看
護

休
暇

は
在

職
期

間
要
件

を
緩

和
す
る

と
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
国
に

遅
れ

る
こ

と
な

く

同
様

に
改

善
す
る
こ

と
。
 

ⅳ
）
男

性
の

育
児

休
業

・
介
護

休
暇

の
取
得

を
促

進
す

る
た

め
の
啓

発
活

動
を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
男
女

と
も

に
育

児
や
介
護

に
関
す

る
研

修
を

受
け

る
機

会
を

保
障

す
る
こ
と

。
 

ⅴ
）
男

性
職

員
の

育
児

参
加
の

促
進

と
家
庭

責
任

を
果

た
す

た
め
の

支
援

策
と
し

て
、

育
児

参
加

特
別
休

暇
の

新
設

・
配
偶
者

出
産
休

暇
制

度
を

拡
充

す
る

こ
と

。
 

ⅵ
）
保

育
所

や
幼

稚
園

な
ど
の

行
事

参
加
も

含
め

た
、

就
学

前
ま
で

の
子

ど
も
の

育
児

に
も

使
え

る
育
児

目
的

休
暇

を
新
設
す

る
こ
と

。
 

ⅶ
）
３

歳
未

満
の

子
を

持
つ
職

員
に

対
し
、

職
員

よ
り

申
請

が
あ
っ

た
場

合
は
時

間
外

勤
務

を
さ

せ
て
は

な
ら

な
い

規
定
を
新

設
す
る

こ
と

。
 

ⅷ
）
子

の
看

護
休

暇
の

期
間
・

取
得

に
つ
い

て
、

対
象

年
齢

の
拡
大

や
時

間
単
位

の
取

得
な

ど
、

制
度
の

拡
充

を
は
か

る
こ

と
。

ま
た

、
子

に
か
か

わ
ら

ず
、
看

護
休

暇
の

対
象

者
の

拡
大
を

は
か

る
こ

と
。

さ

ら
に

、
休

暇
の
取
得

要
件
に

疾
病

の
予

防
を

は
か

る
た

め
に

必
要
な
子

の
世

話
を

加
え

る
こ

と
。
 

ⅸ
）
育

児
休

業
取

得
の
際

の
専

業
主

婦
（

夫
）
除

外
規

定
を

廃
止
す

る
こ

と
。
ま

た
、
育
児

短
時

間
勤

務
、

育
児

時
間

、
早
出
遅

出
勤
務

、
超

過
勤

務
の

制
限

お
よ

び
免

除
に
つ
い

て
も

、
同

様
と

す
る

こ
と

。
 

ⅹ
）
介

護
の

た
め

の
短

期
の
休

業
制

度
（
特

別
休

暇
）

を
新

設
す
る

こ
と

。
要
介

護
状

態
の

対
象

家
族
が

１
人

で
あ

れ
ば
年
５

日
、
２

人
以

上
で

あ
れ

ば
年

1
0
日

の
範

囲
内
の
期

間
と

す
る

こ
と

。
 

④
 
育

児
・
介

護
を

行
う
職
員
へ

の
早
出

・
遅
出

勤
務
制

度
を

整
備
す
る
こ

と
。
 

⑤
 
育

児
の
た

め
の

短
時
間
勤
務

制
度
に

つ
い
て

 

ⅰ
）
国

家
公

務
員

の
制

度
を
最

低
と

し
、
条

例
化

に
あ

た
っ

て
は
事

前
協

議
・
交

渉
・

合
意

を
前

提
と
す

る
こ
と

。
 

ⅱ
）
代

替
職
員

は
原

則
正
規
職

員
と
す
る

こ
と
。
 

ⅲ
）
育

児
休

業
の

復
職

時
調

整
は
1
0
0
／

1
0
0
で
換

算
し

、
号

俸
調

整
を
行

う
こ

と
（
育

児
休

業
を

取
得

し

た
職

員
の
職

務
復

帰
後

に
お

け
る

給
与
は

、
育

児
休
業

を
し

た
全

期
間

を
引

き
続
き

勤
務

し
た

も
の

と

見
な

し
て

調
整
す
る

こ
と
。

あ
わ

せ
て

、
在

職
者

調
整

を
行

う
こ
と
）
。

 

⑥
 
介

護
な
ど

家
族

的
責
任
を
有

す
る
男

女
労
働

者
の
時

間
外

労
働
の
制
限

を
徹
底

す
る

こ
と
。

 

⑦
 
介

護
を

行
う

職
員

の
た
め

の
短

時
間
勤

務
制

度
を

導
入

す
る
と

と
も
に

、
後

補
充

の
仕

組
み
を

明
確

に

す
る
こ

と
。
 

⑧
 
保

育
（

育
児

）
時

間
は
最

低
1
2
0
分

と
す

る
と

と
も
に
､
男

女
と

も
取
得

で
き

る
制

度
と

し
、

拡
充

す
る

こ
と
。

 

⑨
 
育

児
休

業
お

よ
び

介
護
休

暇
に

関
わ
る

期
間

の
給

与
上

の
取
り

扱
い
は

、
全

期
間

勤
務

し
た
も

の
と

み

な
し
、

昇
給

・
昇

格
・

一
時
金

・
退

職
手
当

に
関

す
る

不
利

益
を
解

消
す

る
こ
と

。
最

低
限

、
期

末
手
当

に
つ
い

て
は
、

人
事

院
規
則
改

正
を
踏
ま

え
、
早

急
に
改

善
す

る
こ
と
。
 

⑩
 
次

世
代

育
成

支
援

対
策
推

進
法

を
踏
ま

え
、

自
治

体
に

お
い
て

は
事
業

主
と

し
て

、
両

立
支
援

策
に

関

わ
る
「

行
動
計

画
」

の
着
実
な

実
施
を
は

か
る
こ

と
。
 

⑪
 
配

偶
者
同

行
休

業
制
度
に
つ

い
て
制

度
化
し

、
国
内

異
動

に
も
適
用
す

る
こ
と

。
 

 ６
．
女

性
労
働

者
の

労
働
条
件

等
の
改

善
 

⑴
 

『
女
性

差
別

撤
廃

条
約

』
の
理

念
に
基

づ
き

、
地

公
法

1
3
条
・

改
正

均
等
法

を
遵
守
し

、
採

用
か
ら

退
職

に
至
る

ま
で

の
実

質
的

な
男
女

平
等

の
職
場

と
す

る
こ

と
。

特
に
、

婚
姻
、

妊
娠

、
出

産
を

理
由
と

し
た

退

 

職
強
要

は
な
く

す
こ

と
。
 

⑵
 

労
働
基

準
法

、
母

子
保

健
法
等

を
積
極

的
に

活
用

し
、

諸
権
利

の
整

備
を
は

か
る
こ
と

。
と

り
わ
け

、
下

記
事
項

の
実
現

を
は

か
る
こ
と
。

 

①
 
産

前
産
後

休
暇

を
、
産
前
８

週
間
（

多
胎
14

週
間
）
、
産

後
1
3
週
間
で

制
度
化

を
は
か

る
こ
と

。
ま

た
、

代
替
職

員
を
完

全
に

配
置
す
る

こ
と
。
 

②
 
母

子
保

健
法

に
基

づ
く
保

健
指

導
や
健

康
診

査
を

、
回

数
で
は

な
く
１

日
単

位
の

通
院

休
暇
と

し
て

制

度
化
す

る
こ
と

。
ま

た
、
妊
産

婦
に
対
す

る
母
性

健
康
管

理
措

置
の
制
度

化
を

は
か

る
こ

と
。
 

③
 
妊

娠
障
害

休
暇

を
最
低

14
日

と
し
制

度
化
す

る
こ
と

。
 

④
 
妊

産
婦
の

通
勤

緩
和
措
置
制

度
を
拡

充
す
る

こ
と
。

 

⑤
 
妊

産
婦
に

対
す

る
軽
易
業
務

へ
の
転

換
制
度

を
確
実

な
も

の
と
す
る
こ

と
。
 

⑥
 
労

基
法

6
6
条

に
基

づ
く
妊

産
婦

の
請
求

に
よ

る
時

間
外

労
働
・

休
日
労

働
・

深
夜

労
働

の
禁
止

措
置

に

と
も
な

っ
て
代

替
要

員
の
確
保

等
の
条
件

整
備
を

は
か
る

こ
と

。
 

⑦
 
生

理
休

暇
制

度
を

拡
充
す

る
こ

と
。
ま

た
、

生
理

休
暇

を
取
得

し
や
す

い
環

境
の

整
備

や
職
場

風
土

の

醸
成
を

行
う
こ

と
。
 

⑧
 
更

年
期

症
状

の
緩

和
や
更

年
期

前
後
に

お
け

る
健

康
検

査
お
よ

び
保
健

指
導

等
を

受
け

る
た
め

の
更

年

期
障
害

休
暇
を

制
度

化
す
る
こ

と
。
 

⑶
 
「
女

性
職

員
の

採
用
・
登
用

拡
大

計
画
」
の

策
定
ま
た

は
拡

充
し
、
年
次

計
画
・
数

値
目

標
を

含
む

採
用

・

登
用
等

の
改
善

に
む

け
た
計
画
の

策
定
を

行
う
こ

と
。
 

⑷
 

女
性
活

躍
推

進
法

に
基

づ
く
「

特
定
事

業
主

行
動

計
画

」
を
、

男
女

平
等
と

ワ
ー
ク
・

ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン

ス
の
視

点
で

し
っ

か
り

と
検
証

し
、

よ
り
実

効
性

の
あ

る
計

画
と
な

る
よ
う

改
善

す
る

と
と

も
に
、

計
画

の

進
行
管

理
を
行

う
こ

と
。
 

 ７
．
労

働
基
本

権
の

確
立
 

⑴
 

2
0
1
8年

６
月

、
結

社
の

自
由
委

員
会
が

、
日

本
の

公
務

員
が
長

年
に

わ
た
り

労
働
基
本

権
が

著
し
く

制
限

さ
れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て
、

日
本

政
府
に

対
し

1
1
度

目
の

勧
告
を

行
っ
た

経
過

を
踏

ま
え

、
労
働

基
本

権

の
確
立

を
は
じ

め
と

す
る
以
下
の

事
項
の

実
現
に

む
け
て

、
政

府
や
国
会
へ

働
き
か

け
る

こ
と
。

 

①
 
争

議
権
を

法
律

で
保
障
す
る

こ
と
。

 

②
 
「

職
員
団

体
の

た
め
の
職
員

の
行
為

の
制
限

」
（
役

員
の

専
従

制
限
条

項
）
を

撤
廃
す

る
こ
と

。
 

③
 
消

防
職
員

な
ど

す
べ
て
の
官

公
労
働

者
に
団

結
権
や

協
約

締
結
権
を
保

障
す
る

こ
と

。
 

⑵
 

組
合

役
員
の
人

事
異
動

に
あ

た
っ

て
は

事
前

協
議

制
を
確

立
す
る

こ
と
。

 

⑶
 

管
理
職

員
の

範
囲

は
Ｉ

Ｌ
Ｏ
8
7
号

条
約

の
精

神
に

基
づ

き
、
不

当
な

拡
大
を

行
わ
な
い

こ
と

。
ま
た

、
団

体
交
渉

事
項
と

す
る

こ
と
。
 

 ８
．
定

年
引
き

上
げ

と
再
任
用

制
度
 

⑴
 

制
度

導
入
に
つ

い
て
 

①
 
国

に
遅
れ

る
こ

と
な
く
制
度

が
導
入

で
き
る

よ
う
、（

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
明

ら
か
に

す
る
と

と
も

に
）
速

や
か
に

条
例

改
正
を
行

う
こ
と
。

 

②
 
役

職
定

年
の

対
象

は
、
管

理
監

督
権
限

の
あ

る
職

員
に

限
る
こ

と
と
し

、
本

来
、

時
間

外
勤
務

手
当

を

支
給
す

べ
き

と
こ

ろ
管

理
職
手

当
を

支
給
し

て
い

る
場

合
な

ど
に
つ

い
て

は
、
こ

れ
を

機
に

是
正

す
る
こ

と
。
管

理
職

か
ら

降
任

・
転
任

し
た

職
員
の

職
務

、
配

置
に

つ
い
て

は
、

自
治
体

の
実

情
も

踏
ま

え
な
が

ら
検
討

す
る

こ
と

。
ま

た
、
役

職
定

年
の
例

外
と

な
る

特
例

任
用
に

つ
い

て
は
、

組
織

の
硬

直
化

を
招
か

な
い
よ

う
運
用

基
準

を
予
め
明

確
に
定
め

る
こ
と

。
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③
 
6
5歳

定
年

退
職

者
が
生
じ
る

20
32
年

度
ま
で

の
約
1
0
年
間

の
、
職
員

の
人
員

構
成
(
毎

年
度

の
定
年
退

職

者
数
お

よ
び

新
規

採
用

者
数
、

常
勤

・
再
任

用
な

ど
の

任
用

形
態
ご

と
の

職
員
数

、
職

員
の

在
級

分
布
な

ど
の
推

移
)
に
つ

い
て

、
具
体
的

な
シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
を
行

い
、

デ
ー
タ

を
開
示

す
る
こ

と
。
 

④
 
6
0
歳

以
降

の
職
員

の
多
様

な
働

き
方
を

可
能

と
す

る
た

め
、
定

年
前
再

任
用

短
時

間
勤

務
制
度

に
つ

い

て
制
度

化
し

、
職

員
の

希
望
に

基
づ

き
雇
用

を
確

保
す

る
こ

と
。
特

に
民

間
の
高

年
齢

者
雇

用
安

定
法
な

ど
と
の

権
衡

の
観

点
か

ら
、
分

限
免

職
等
以

外
は

任
用

す
る

こ
と
。

た
だ

し
、
同

制
度

は
一

旦
退

職
し
た

後
の
任

用
で

あ
る

こ
と

に
鑑
み

、
職

員
の
意

に
反

し
、

定
年

前
再
任

用
短

時
間
勤

務
職

員
に

任
用

す
る
よ

う
な
運

用
は
行

わ
な

い
こ
と
。

 

⑤
 
地

方
公

務
員

の
生

涯
設
計

と
高

齢
職
員

の
実

情
に

応
じ

た
多
様

な
働
き

方
を

確
保

す
る

た
め
、

現
行

の

地
方
公

務
員

法
で

規
定

さ
れ
て

い
る

高
齢
者

部
分

休
業

制
度

を
条
例

化
す

る
こ
と

。
す

で
に

条
例

化
さ
れ

て
い
る

自
治

体
に

お
い

て
は
、

制
度

の
活
用

拡
大

に
む

け
た

周
知
を

行
い

、
使
い

や
す

い
制

度
と

す
る
こ

と
。
 

⑥
 
職

員
が

6
0
歳

に
達

す
る
前

年
度

に
6
0歳

以
降

の
任

用
、

給
与
、

退
職
手

当
等

に
つ

い
て

情
報
提

供
お

よ

び
意
思

確
認
を

行
う

と
と
も
に

、
当
該
職

員
の
意

向
に
つ

い
て

最
大
限
尊

重
す

る
こ

と
。

 

⑵
 

給
与

に
つ
い
て

 

①
 
6
0
歳

を
超

え
る
職

員
の
賃

金
に

つ
い
て

、
6
0
歳

前
の
７

割
水
準

以
上
と

す
る

こ
と

。
ま

た
、
役

職
定

年

に
よ
り

降
格
・

降
任

す
る
場
合

に
あ
っ
て

も
、
6
0
歳

前
の

７
割

水
準
を
確

保
す

る
こ

と
。

 

②
 
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

低
下

を
防
ぐ

た
め

、
5
5
歳
以

降
の
昇

給
を
確

保
す

る
と

と
も

に
、
定

年
引

き

上
げ
開

始
後

も
、

職
員

全
体
の

昇
任

・
昇
格

ス
ピ

ー
ド

に
つ

い
て
、

最
低

限
維
持

す
る

こ
と

。
特

に
役
職

定
年
制

の
導
入

に
と

も
な
い
、

組
合
員
の

到
達
級

の
引
き

下
げ

を
行
わ
な

い
こ

と
。

 

③
 
扶

養
手

当
、

住
居

手
当
、

通
勤

手
当
、

単
身

赴
任

手
当

、
寒
冷

地
手
当

、
特

殊
勤

務
手

当
、
宿

日
直

手

当
に
つ

い
て
は

、
60
歳

前
と
同

水
準
と
す

る
こ
と

。
 

④
 
退
職
手
当
に
つ
い
て
、
新
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
を
踏
ま
え
、
6
0歳

に
達
し
た
日
以
後
、
そ
の
者
の
非

違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
職
員
を
定
年
退
職
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。
ま
た
同
法
第
５
条
の
２
に
規
定

さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ピ
ー
ク
時
特
例
」
を
適
用
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
定

年
前

再
任

用
短

時
間
職

員
、

暫
定
再

任
用

職
員

(フ
ル

タ
イ
ム

、
短

時
間
)
の

職
務
・

級
の
格

付
け

な

ど
に
つ

い
て

は
、

知
識

、
技
術

、
経

験
等
を

積
極

的
に

活
用

す
る
観

点
か

ら
、
従

前
の

取
り

扱
い

を
抜
本

的
に
見

直
す

こ
と

と
し

、
給
与

も
6
0
歳

超
の

常
勤

職
員

と
の

権
衡
を

は
か

る
こ
と

。
具

体
的

に
は

、
再
任

用
職
員

に
つ

い
て

も
6
0
歳

超
の

職
員

と
同
様

に
、

退
職

時
の

職
務
・

級
格

付
け
を

継
続

す
る

こ
と

と
し
、

職
務
の

軽
減
を

希
望

す
る
職
員

の
み
当
該

職
務
に

対
応
し

た
格

付
け
と
す

る
こ

と
。

 

⑶
 

職
場

環
境
の
整

備
に
つ

い
て
 

①
 
高

齢
に

な
っ

て
も

働
き
続

け
ら

れ
る
職

場
環

境
の

整
備

に
む
け

、
職
種

・
職

場
実

態
に

応
じ
て

6
0歳

超

職
員
の

知
識

、
技

術
、

経
験
等

を
活

か
す
職

務
内

容
・

職
名

・
配
置

等
に

つ
い
て

検
討

す
る

こ
と

。
組
織

の
新
陳

代
謝
を

確
保

す
る
た
め

、
60
歳
以

降
の
職

務
に

つ
い
て

は
、
ス

タ
ッ
フ
職

と
し

て
配

置
す

る
こ

と
。

特
に
、

加
齢

に
と

も
な

う
体
力

の
低

下
な
ど

に
よ

り
、

従
前

と
同
じ

よ
う

に
業
務

を
遂

行
す

る
こ

と
が
難

し
い
職
種
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
開
始
ま
で
の
雇
用
継
続
を
大
前
提
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
職
務
、
働
き

方
、
配
置
で
あ
れ
ば
65
歳
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る
の
か
、
職
場
実
態
に
応
じ
た
検
討
と
工
夫
を
す
る
こ
と
。
 

②
 
労

働
安

全
衛

生
法

第
6
2条

を
踏

ま
え
、

中
高

年
層

の
身

体
の
条

件
に
応

じ
た

安
全

衛
生

上
の
配

慮
を

行

う
こ
と

。
 

③
 
定

年
の

段
階

的
引

き
上
げ

に
と

も
な
っ

て
、

係
長

・
課

長
補
佐

ク
ラ
ス

の
職

位
が

増
え

る
こ
と

が
想

定

さ
れ
る

こ
と

か
ら

、
中

堅
層
職

員
の

昇
格
を

確
保

す
る

た
め

、
ポ
ス

ト
の

確
保
や

定
数

管
理

の
弾

力
化
な

ど
柔
軟

な
対
応

を
は

か
る
こ
と

。
 

 

④
 
組

織
の
活

力
を

維
持
す
る
た

め
、
引

き
続
き

新
規
採

用
者

を
計
画
的
に

募
集
す

る
こ

と
。
 

 ９
．
組

織
・
機

構
・

定
数
等
 

⑴
 

欠
員

補
充
・
定

数
拡
大

・
直

営
堅

持
 

①
 
欠

員
不
補

充
、
定

数
削
減

等
を
行
わ

ず
、
中

長
期

の
新
規

採
用
計
画

を
策

定
す

る
こ

と
。
ま

た
、
組

織
、

機
構
の

見
直
し

に
つ

い
て
は
、

組
合
と
の

交
渉
・

協
議
・

合
意

に
基
づ
く

実
施

を
前

提
と

す
る
こ

と
。
 

②
 
子

育
て

・
介

護
・

医
療
な

ど
の

社
会
保

障
分

野
、

ラ
イ

フ
ラ
イ

ン
や
地

域
交

通
対

策
、

大
規
模

災
害

等

か
ら
の

復
旧

・
復

興
な

ど
、
増

大
す

る
地
方

自
治

体
の

役
割

に
見
合

う
人

員
体
制

を
確

保
し

、
的

確
に
予

算
に
反

映
す

る
こ

と
。

特
に
、

消
防

職
員
、

保
育

士
、

ホ
ー

ム
ヘ
ル

パ
ー

等
介
護

職
員

、
看

護
職

員
等
の

確
保
と

大
幅
増

員
を

は
か
る
こ

と
。
 

③
 
任

期
付

採
用

制
度

に
関
す

る
条

例
化
と

運
用

に
つ

い
て

は
、
十

分
な
労

使
協

議
と

合
意

を
前
提

と
す

る

と
と
も

に
、

具
体

的
な

採
用
の

必
要

性
が
生

じ
た

段
階

に
お

い
て
条

例
化

を
行
う

こ
と

。
ま

た
、

部
内
の

人
材
活

用
お

よ
び

育
成

を
基
本

と
し

て
、
そ

れ
に

よ
り

賄
う

こ
と
が

著
し

く
困
難

な
職

種
に

つ
い

て
適
用

す
る
こ

と
。
 

④
 
業

務
の

民
間

委
託

化
、
一

部
事

務
組
合

化
等

、
住

民
サ

ー
ビ
ス

の
低
下

、
住

民
自

治
の

否
定
に

つ
な

が

る
合
理

化
は
行

わ
な

い
こ
と
。

ま
た
、
現

行
委
託

業
務
等

は
、

直
営
化
す

る
こ

と
。

 

⑤
 
地

方
独

立
行

政
法

人
制
度

の
導

入
は
行

わ
な

い
こ

と
。

特
に
公

権
力
の

行
使

を
含

む
窓

口
関
連

業
務

は

直
接
住

民
と

接
し

、
ニ

ー
ズ
や

状
況

を
的
確

に
把

握
す

る
た

め
の
重

要
部

署
で
あ

る
こ

と
か

ら
、

安
易
な

民
間
委

託
や

地
方

独
立

行
政
法

人
化

な
ど
外

部
化

さ
せ

な
い

こ
と
。

仮
に

、
導
入

を
検

討
す

る
場

合
は
、

十
分
な

労
使
協

議
と

合
意
を
前

提
と
す
る

こ
と
。
 

⑥
 
公

共
施

設
等

の
管

理
に
つ

い
て

は
、
直

営
堅

持
を

基
本

と
す
る

こ
と
。

や
む

を
得

ず
指

定
管
理

者
制

度

を
検
討

す
る

場
合

は
、

十
分
な

労
使

協
議
と

合
意

に
基

づ
く

こ
と
。

ま
た

、
現
行

の
管

理
委

託
制

度
か
ら

の
切
り

替
え

に
つ

い
て

も
、
拙

速
な

切
り
替

え
を

行
わ

ず
労

使
協
議

を
行

い
、
最

低
限

、
現

在
の

委
託
先

へ
の
切

り
替
え

を
行

う
こ
と
。

 

⑵
 

分
限

・
派
遣
等

 

①
 
地

方
公

務
員

法
第

2
8
条
に

基
づ

く
自
動

失
職

の
特

例
を
定

め
る

「
分
限

条
例

」
を

制
定

す
る
こ

と
。

ま

た
、
特

例
に
見

合
う

内
容
を
協

約
化
し
て

い
て
も

速
や
か

に
条

例
化
す
る

こ
と

。
 

②
 
地

方
公

共
団

体
の

長
や
職

員
等

の
地
方

公
共

団
体

に
対

す
る
損

害
賠
償

責
任

に
つ

い
て

、
職
員

の
賠

償

の
上
限

と
し
て

総
務

省
が
政
令

で
定
め
る

額
を
条

例
化
す

る
こ

と
。
 

③
 
公

益
法

人
等

へ
の

職
員
の

派
遣

に
つ
い

て
は

、
本

人
の

同
意
を

前
提
と

す
る

と
と

も
に

、
賃
金

労
働

条

件
が
本

人
の

不
利

益
と

な
ら
な

い
よ

う
対
応

を
行

う
こ

と
。

ま
た
、

制
度

に
関
す

る
条

例
化

と
運

用
に
つ

い
て
は

、
労
使

協
議

と
合
意
に

基
づ
く
こ

と
。
 

 1
0
．
現

業
・
公

企
・

公
共
交
通

職
場
の

労
働

条
件

等
 

⑴
 

直
営

の
維
持
と

職
員
の

採
用

に
つ

い
て

 

①
 
自

治
体

責
任

に
よ

る
質
の

高
い

公
共
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る
た

め
、
現

業
・

公
企

・
公

共
交
通

職
場

を

は
じ
め

と
し

た
直

営
で

行
っ
て

い
る

住
民
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は
、

地
域

住
民
に

と
っ

て
安

全
・

安
心
に

遂
行
す

る
た
め

に
引

き
続
き
直

営
で
行
う

こ
と
。

 

②
 
技

術
継

承
や

職
場

の
年
齢

構
成

な
ど
を

考
慮

し
、

計
画

的
な
現

業
・
公

企
・

公
共

交
通

職
員
の

新
規

採

用
を
行

う
こ
と

。
ま

た
、
新
規

採
用
が
で

き
な
い

場
合
は

そ
の

理
由
を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

 

⑵
 

委
託

さ
れ
て
い

る
業
務

の
行

政
責

任
に

よ
る

管
理

に
つ
い

て
 

①
 
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

水
準
の

維
持

・
向
上

を
は

か
る

た
め

、
業
務

委
託
後

の
サ

ー
ビ

ス
水

準
な
ど

の
検

証

77



 

を
行
う

と
と
も

に
、

労
使
に
よ

る
チ
ェ
ッ

ク
体
制

を
確
立

す
る

こ
と
。

 

②
 
委

託
契

約
に

お
け

る
適
正

な
賃

金
確
保

の
た

め
に

総
合

評
価
方

式
・
最

低
制

限
価

格
制

度
な
ど

の
入

札

改
革
を

行
う

と
と

も
に

公
契
約

条
例

を
制
定

す
る

こ
と

を
は

じ
め
、

委
託

先
労
働

者
の

入
札

・
委

託
契
約

の
条
件

に
労

働
者

へ
の

公
正
労

働
基

準
と
生

活
賃

金
の

確
保

を
義
務

付
け

る
な
ど

の
労

働
者

保
護

対
策
を

実
施
す

る
こ
と

。
 

③
 
委

託
契

約
内

容
が

法
律
に

違
反

（
偽
装

請
負

・
派

遣
法

違
反
）

し
て
い

る
場

合
や

、
受

託
企
業

が
委

託

契
約
内

容
を

守
ら

な
い

場
合
、

す
み

や
か
に

是
正

の
た

め
の

具
体
的

措
置

を
は
か

る
こ

と
（

安
全

配
慮
義

務
違
反

や
、
清

掃
パ

ッ
カ
ー
車

に
お
け
る

作
業
員

の
ス
テ

ッ
プ

乗
車
な
ど

の
道

路
交

通
法

違
反
な

ど
）

 

⑶
 
賃

金
・
労

働
条

件
の
改
善

に
つ
い
て

 

①
 
地

方
公

営
企
業

労
働
関

係
法

第
７

条
に

お
い

て
、
技
能
労

務
職
員

の
賃
金

は
労
使

交
渉

で
決
定
す
る

こ

と
と

さ
れ

て
い
る
こ

と
、
さ
ら

に
は
、
地
方

公
営
企

業
法
第

38
条

第
２

項
に
お

い
て

、
技
能

労
務
職

員
の

賃
金

は
そ

の
職
務
に

必
要
と

さ
れ

る
技

能
、
職

務
遂

行
の
困

難
度
等
、
職

務
の

内
容
と

責
任

に
応
ず
る

も

の
で

あ
る

こ
と
と
さ

れ
て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、
現

業
と
非

現
業
（
一
般

職
）
と
の

職
種

の
困
難

度
に

違

い
は

無
い

こ
と
か
ら

、
行
政

職
(一

)表
に
よ

る
運

用
と
す

る
こ

と
。

 

②
 
中

途
採

用
者
に

つ
い
て

は
、
学

卒
直
採

用
の
職

員
と
同
様

に
な
る

よ
う
、
前

歴
加

算
の

方
法
を
改
善

す

る
こ

と
。

ま
た
同
時

に
在
職

者
調

整
を

行
う

こ
と

。
 

⑷
 
高

齢
職
員

の
待

遇
改
善
と

働
き
続
け

ら
れ
る

職
場
の

確
立

に
つ
い
て

 

①
 
現

業
・
公
企
・
公

共
交
通

労
働
者

の
再
任

用
制

度
は
フ
ル

タ
イ
ム
勤

務
を
基

本
と
し

て
適

正
に
運
用

し
、

賃
金

・
労

働
条
件
を

改
善
す

る
こ

と
。

 

②
 
現

業
・
公

企
・
公
共
交

通
職
場

は
加
齢

に
と

も
な
う
身
体

機
能
の

低
下
が

業
務
遂

行
に

支
障
を
来
す

恐

れ
が

あ
る

職
種
が
多

く
存
在

す
る

た
め

、
労

働
安

全
衛
生

法
第

62
条

を
踏

ま
え

、
こ
れ

ま
で
の
知

識
・
経

験
を

生
か

し
つ
つ
高

齢
の
職

員
が

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
環

境
を
整
備

す
る

こ
と

。
 

③
 
現

業
職

員
の
定

年
引
き

上
げ

後
の

賃
金

に
つ

い
て

は
、
現

行
の
再

任
用
職

員
の
賃

金
を

下
回
ら
な
い

よ

う
に

す
る

こ
と
。

 

⑸
 
会

計
年
度

の
賃

金
・
労
働

条
件
の
改

善
に
つ

い
て

 

①
 
恒

常
的

業
務
に

は
会
計

年
度

任
用

職
員

な
ど

の
非

正
規
職

員
を
配

置
せ
ず

、
正
規

職
員

を
配
置
す

る
こ

と
。

直
ち

に
正

規
職

員
化

に
至

ら
な
い

場
合

は
、

身
分

の
保

障
（
雇

用
の

安
定

）、
お
よ

び
改

正
地

方
公

務
員

法
な

ら
び

に
改

正
地

方
自

治
法
の

主
旨

を
踏

ま
え

、
「
同

一
労

働
・

同
一

賃
金

」
の

観
点

か
ら

正
規

職
員

に
準

じ
た
賃
金

・
労
働

条
件

を
適

用
す

る
こ

と
。

 

②
 
パ

ー
ト

タ
イ
ム

の
会
計

年
度

任
用

職
員

に
つ

い
て

も
同
様

に
正
規

職
員
に

準
じ
た

賃
金
・
労
働

条
件

を

適
用

す
る

こ
と
。

 

③
 
フ

ル
タ

イ
ム
に

近
い
勤

務
時

間
の

会
計

年
度

任
用

職
員
に

つ
い
て

は
、
会

計
年
度

任
用

職
員
制
度
の

主

旨
を

踏
ま

え
、
フ
ル

タ
イ
ム

任
用

と
す

る
こ

と
。

 

⑹
 
資

格
取
得

に
係

る
公
費
負

担
に
つ
い

て
 

職
務

上
必

要
な
資
格

の
取
得

費
用

に
つ

い
て

は
、

公
費

負
担

と
す
る
こ

と
。

 

⑺
 
現

業
・
公

企
・

公
共
交
通

職
場
の
労

働
安
全

衛
生
に

つ
い

て
 

①
 
「

労
働

安
全

衛
生
法
」
に

お
い

て
設
置

が
定

め
ら
れ
て
い

る
「
安

全
衛

生
委

員
会
」
を
事

業
所

単
位

に

設
定

し
、

規
則
2
3条

に
基
づ

き
毎

月
１

回
以

上
の

「
安

全
衛

生
委
員
会

」
の

開
催

を
行

う
こ

と
。

 

②
 
労

働
災

害
、
職

業
病
の

発
生

を
防

止
す

る
対

策
を

確
立
し

、
自
治

体
職
場

か
ら
「

労
働

安
全

衛
生
法

」

違
反

状
態

を
一
掃
す

る
こ
と

。
と

り
わ
け

、
各

種
労
働
安

全
衛
生

管
理
要

綱
の

最
低
基
準

を
遵
守

し
、
職

場
の

安
全

を
確
保
す

る
こ
と

。
 

③
 
職

場
で

の
安
全

確
保
の

た
め

、
労

使
に

よ
る

定
期

的
な
職

場
点
検

（
巡
視

）
を
行

う
こ

と
。

 

 

④
 
5
0人

未
満
の
職

場
で
も
「

労
働
安

全
衛

生
法
」
の
趣
旨
に

沿
い
、
安
全

衛
生

推
進
委

員
を
選

任
し

、
対

策
を

と
る

こ
と
。

 

⑻
 
事

前
協
議

に
つ

い
て
に
つ

い
て

 

現
業

職
場

の
民

間
委

託
や

経
営

形
態
の

変
更

、
な

ら
び

に
公

営
企
業

職
場

に
お

け
る

「
広

域
化

」「
官

民

連
携
」
な

ど
の
計
画

に
つ

い
て

は
、
職
員
の

賃
金
・
労
働

条
件

の
変

更
を

と
も

な
う
重
要

事
項
で

あ
る

こ
と

を
踏
ま

え
、

計
画
立

案
段
階

か
ら

の
事

前
協

議
・

交
渉

を
行
う

よ
う
協

約
を
締

結
す
る

こ
と

。
 

⑼
 
労

働
組
合

法
第

６
条
に
基

づ
き
、
労

使
合
意

さ
れ
た

事
項

に
つ
い
て

は
協

約
を
締
結

す
る
こ

と
。

 

 1
1
．
労

働
安
全

衛
生

お
よ
び
快

適
な
職

場
づ

く
り
 

⑴
 
労

働
安

全
衛

生
法

を
遵

守
し

、
安

全
委

員
会
お

よ
び

衛
生

委
員

会
の

会
議

を
原

則
月

１
回

以
上

定
期
的

に

開
催

し
、

快
適
職
場

環
境
の

実
現

と
健

康
診

断
の

徹
底

を
は

か
る
こ
と

。
 

⑵
 
ス

ト
レ
ス

チ
ェ

ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
結
果

の
集

団
集
計
・
分
析

を
行

っ
た
う

え
で
職
場

環
境
改

善
を
講

じ
、

高
ス

ト
レ

ス
者
の

未
然

防
止

に
つ

な
げ

る
こ

と
。

ま
た

、
50

人
未
満

の
事

業
場

を
含

め
、

す
べ

て
の

事
業

場

に
お

い
て

実
施
す
る

こ
と
。

 

⑶
 
労

働
災

害
、

公
務

災
害

の
災

害
補

償
制

度
の
上

積
み

を
は

か
る

こ
と

。
特

に
死

亡
災

害
に

つ
い

て
は
、

自

賠
責

な
み

と
す
る
こ

と
。
 

⑷
 
職

員
の
健

康
管

理
体
制
の

充
実
を
は

か
る
こ

と
。
特

に
、
受
診
率

の
向

上
と

受
診

後
の

健
康

管
理

、
指

導
・

教
育

な
ど

へ
の
方
策

を
行
う

こ
と

。
 

⑸
 
新

型
コ

ロ
ナ

禍
を

踏
ま

え
、

医
療

従
事

者
、
福

祉
、

清
掃

、
学

校
、

保
育

、
介

護
、

交
通

、
消

防
、
保

健

所
、

窓
口

業
務
な

ど
の

職
員

に
対

し
て

、
公

費
負

担
に

よ
る
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

予
防

ワ
ク

チ
ン

の
接

種
を

行

う
こ

と
。

 

⑹
 
災

害
地

支
援

の
た

め
に

被
災

地
に

派
遣

さ
れ
る

職
員

に
対

し
て

、
事

前
・

事
後

に
公

費
負

担
に

よ
る
Ｐ

Ｃ

Ｒ
検

査
を

行
う
こ

と
。

ま
た

、
災

害
時

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル
等

に
職

員
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
を

盛
り

込

む
な

ど
、

適
切
な
対

応
を
は

か
る

こ
と

。
 

⑺
 
あ

ら
ゆ
る

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の

防
止
に

む
け
、「

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
」
や
「
要

綱
」
を
策
定
し

、
規

則
・
服
務

規

律
等

を
改

正
す
る

こ
と

。
ま

た
、

管
理

監
督

者
、

労
働

者
の
双

方
に

「
研

修
・

教
育

」
を

実
施

し
、

啓
発

活

動
を

行
う

な
ど
、
総

合
的
な

対
策

を
講

じ
る

こ
と

。
 

 
特
に

、
パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に

む
け
、

以
下
の

措
置

を
講
ず
る

こ
と

。
 

①
 

自
治

体
首

長
よ

り
、

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト
を

は
じ

め
と

し
た

す
べ

て
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
行

っ
て

は

い
け
な

い
旨

の
ト
ッ

プ
メ
ッ

セ
ー

ジ
を

発
信

す
る

こ
と

。
 

②
 

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

た
め
の

基
本
指

針
等

を
作

成
し

、
労

使
交

渉
を

踏
ま

え
て

、
条

例
・

規

則
で

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

の
た
め

の
具

体
的

施
策

を
定

め
る
こ

と
。

ま
た

、
人

事
院

規
則

10
－

1
6
「

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

策
」
第

４
条

に
お

い
て

、
所

属
長
の

責
務

と
し

て
、

パ
ワ

ハ
ラ

事
案

が
生
じ

た
場

合
は

、「
必

要
な
措

置
を
迅

速
か

つ
適

切
に

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
」
と

さ
れ

て
い

る
こ

と

か
ら
、

人
事

院
規
則

に
則
り

、
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

す
る
こ

と
。
 

③
 

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
含
め

た
ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
職

員
に

対

し
て
相

談
窓

口
の
周

知
を
行

う
こ

と
。
 

④
 

管
理

職
お

よ
び

職
員

に
対

し
て

、
パ
ワ

ー
ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
内

容
お

よ
び

そ
の

発
生

の
原

因
や

背
景

を

含
め
た

研
修

・
講
習

等
を
実

施
す

る
こ

と
。

 

⑤
 

カ
ス

タ
マ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
（

職
場
に

お
け
る

迷
惑

行
為

、
悪

質
ク

レ
ー

ム
）

に
つ

い
て

対
応

ル
ー

ル

の
確
立

や
体

制
整
備

等
を
行

う
こ

と
。
 

⑻
 
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

不
調

の
早

期
発

見
や

未
然
防

止
に

と
ど

ま
ら

ず
、

各
種

相
談

窓
口

の
充

実
や

職
場
復

帰
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支
援

プ
ロ

グ
ラ
ム

、
過

重
労

働
対

策
や

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
策
な

ど
、

総
合

的
な

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
を

講

じ
る

こ
と

。
 

⑼
 
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ

な
ど

性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ

者
が
必

要
と
す

る
配

慮
や
環
境

整
備

を
行

う
こ

と
。
 

 1
2
．
障

害
者
雇

用
 

⑴
 

自
治

体
の
障
害

者
の
法

定
雇

用
率

が
、
2
02
1
年

３
月
か
ら

2.
6
％
と

な
っ
た

こ
と

か
ら
、
法

令
違

反
と
な
ら

な
い
よ

う
厚

生
労

働
省

の
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
に

沿
っ

て
行

わ
れ

て
い
る

か
に
つ

い
て

、
あ

ら
た

め
て
点

検
を

行

う
と
と

も
に
、

計
画

的
な
採
用
を

行
う
こ

と
。
 

⑵
 

合
理

的
配
慮
の

提
供
を

は
じ

め
、

障
害

者
の

働
き

や
す
い

環
境
を

整
備
す

る
こ
と

。
 

 1
3
．
新

型
コ
ロ

ナ
禍

に
お
け
る

労
働
条

件
の

確
保
 

⑴
 

業
務
内

容
や

勤
務

場
所

、
勤
務

方
法
の

変
更

に
あ

た
っ

て
は
、

事
前

に
交
渉

、
協
議
を

行
っ

た
う
え

で
、

職
員
の

希
望

を
尊

重
(
前

提
と
)
し

て
導

入
を

す
る

こ
と

。
特

に
在
宅

勤
務
等

を
行

う
場

合
、

以
下
の

点
に

留

意
す
る

こ
と
。

 

 
 
①

 
使

用
者
は

Ｐ
Ｃ
の

使
用

時
間

の
客
観

的
な
把

握
に

よ
り
、

労
働
時
間
を

適
切
に

管
理
す

る
こ

と
。
 

 
 
②

 
時

間
外
・

休
日
・

深
夜

労
働

は
原

則
的

に
行

わ
な
い

こ
と
。

 

 
 
③

 
所

定
労
働

時
間
を

超
え

る
労

働
に

つ
い

て
は

、
割
増

賃
金
を

支
給
す

る
こ
と

。
 

 
 
④

 
在

宅
勤
務

等
で
必

要
と

さ
れ

る
備

品
に

つ
い

て
は
、

使
用
者

の
負
担

と
し
て

確
保

す
る

こ
と
。

 

 
 
⑤

 
勤

務
状

況
が

見
え
に

く
い

こ
と
を

も
っ

て
、

成
果

主
義
型

の
人

事
評
価

、
不
当
な

人
事

評
価
を

行
わ

な

い
こ
と

。
 

 
 
⑥

 
情

報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対

策
に

つ
い

て
、

規
程

等
の
整

備
を
行

う
こ
と

。
 

⑵
 

新
型

コ
ロ
ナ
禍

で
の
各

種
労

働
条

件
に

つ
い

て
、

以
下
の

措
置
を

講
ず
る

こ
と
。

 

①
 
職

員
が

新
型

コ
ロ

ナ
に
感

染
を

し
た
場

合
は

、
職

専
免

と
し
て

取
り
扱

う
こ

と
。

ま
た

、
感
染

が
疑

わ

れ
る
場

合
、

勤
務

を
し

な
い
こ

と
が

や
む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ
る

場
合

等
に
つ

い
て

は
、

有
給

の
特
別

休
暇
と

す
る
こ

と
。
 

②
 
職

員
の
ワ

ク
チ

ン
接
種
、
お

よ
び

そ
れ
に
と

も
な
う
発

熱
な
ど

の
症

状
が
み

ら
れ
る
場

合
に

は
、
常
勤
・

非
常
勤

を
問
わ

ず
、

必
要
な
期

間
に
つ
い

て
職
専

免
ま
た

は
特

別
休
暇
で

対
応

す
る

こ
と

。
 

③
 
ワ

ク
チ

ン
接

種
は

、
あ
く

ま
で

本
人
の

意
思

に
基

づ
き

接
種
す

る
も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
職

場
で

接

種
を
強

制
し
た

り
、

接
種
を
受

け
て
い
な

い
人
に

差
別
的

な
取

り
扱
い
を

し
な

い
こ

と
。

 

④
 
妊

娠
中
の

女
性

職
員
に
つ
い

て
は
業

務
の
軽

減
等
の

配
慮

を
行
う
こ
と

。
 

⑤
 
新

型
コ
ロ

ナ
対

策
に
従
事
し

た
職
員

に
つ
い

て
、
防

疫
等

作
業
手
当
を

支
給
す

る
こ

と
。
 

⑥
 
政

府
の

要
請

な
ど

に
よ
っ

て
、

休
校
、

施
設

の
閉

館
等

を
余
儀

な
く
さ

れ
る

場
合

も
業

務
内
容

の
変

更

等
に
よ

り
柔

軟
に

対
応

し
、
職

員
の

働
く
場

を
確

保
す

る
こ

と
。
や

む
を

得
ず
休

業
さ

せ
る

場
合

で
あ
っ

て
も
給

与
の
全

額
を

休
業
手
当

等
と
し
て

支
給
す

る
こ
と

。
 

⑦
 
ワ

ク
チ

ン
接

種
業

務
に
関

連
す

る
長
時

間
労

働
の

状
況

を
点
検

す
る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果
を

踏
ま

え

体
制
を

見
直
し

、
人

員
確
保
な

ど
必
要
な

対
応
を

は
か
る

こ
と

。
 

⑧
 
職

場
に

お
け

る
感

染
拡
大

を
防

止
す
る

た
め

、
換

気
の

徹
底
、

飛
沫
感

染
防

止
の

た
め

の
備
品

の
購

入

等
、
実

態
に
応

じ
た

職
場
環
境

の
整
備
を

行
う
こ

と
。
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別
記
６

 
 

要
求
か
ら
妥
結
ま
で
の

流
れ
と

書
面
協

定
 

 《
１
．
要
求
書
作
成
か
ら
回

答
》
  

 
 

職
場

集
会

や
オ

ル
グ

の
な

か
で

、
賃

金
・

労
働

条
件

や
人

員
配

置
、

組

織
機

構
や

人
事

な
ど

あ
ら

ゆ
る

職
場

の
問

題
に

つ
い

て
議

論
す

る
な

か
か

ら
統

一
的

な
要

求
を

ま
と

め
て

い
き

ま
す

。
全

員
参

加
の

労
働

組
合

を
め

ざ
し
多
く

の
組

合
員

か
ら
意
見
を

吸
い
上

げ
る
た

め
「

一
人

一
要

求
ア
ン
ケ

ー
ト
」
な

ど
を

行
う

こ
と
も
有
効

で
す
。

 

 

 

同
じ

職
場

の
組

合
員

か
ら

、
正

反
対

の
要

求
が

出
さ

れ
る

こ
と

は
常

に

あ
り

ま
す

し
、

職
場

集
会

や
オ

ル
グ

で
一

致
し

た
要

求
で

も
別

の
職

場
集

会
で

は
正

反
対

の
要

求
に

な
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

大
切

な
こ

と
は

、
そ

の
よ

う
な

結
果

に
な

っ
た

こ
と

の
事

実
関

係
を

正
確

に
組

合
員

に
伝

え
る

こ
と

で
す

。
ま

た
、

そ
の

こ
と

に
対

す
る

執
行

部
の

考
え

方
を

率
直

に
説

明
す

る
こ

と
で

す
。

さ
ら

に
、

要
求

を
実

現
す

る
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

困
難

が
あ

る
か

、
そ

れ
を

克
服

す
る

た
め

に
は

ど
の

よ
う

な
た

た
か

い
が

必
要
か
な

ど
の

説
明

も
あ
わ
せ
て

行
い
ま

す
。
 

執
行

部
は

要
求

書
原

案
を

作
成

し
、

分
会

な
ど

を
と

お
し

て
職

場
討

議

を
十

分
に

行
い

組
合

員
の

意
識

を
把

握
し

ま
と

め
て

い
き

ま
す

。
要

求
に

対
す

る
組

合
員

の
自

信
と

確
信

が
、

組
合

の
戦

術
へ

の
結

集
に

も
つ

な
が

り
ま
す
。

 

 

 
職
場
討

議
し

た
内

容
を
整
理
し

、
要
求
書

と
闘
争

戦
術
の

執
行

部
案
を
作

成
し
職
場

に
お

ろ
し

て
全
組
合
員

で
確
認

し
ま
す

。
 

 
 

要
求

と
闘
争

体
制
に
つ

い
て

、
職

場
組
合

員
の

大
方
の
同

意
が
得

ら
れ

た

段
階
で

、
組

合
規

約
に

基
づ
く
機

関
会

議
を

招
集
し

、
要

求
と
闘

争
体

制
、

闘
争
戦
術

を
一

体
の

も
の
と
し
て

決
定
し

ま
す
。

 

   
 

要
求

書
提

出
先

は
首

長
で

す
が

、
交

渉
の
窓

口
と

な
る

総
務

課
長

な
ど

に
直
接
手

渡
し

て
次

の
事
項
を
通

告
し
ま

す
。
 

 
 

１
．

要
求
事

項
の
主
旨

を
説

明
 

 
 

２
．

回
答
指

定
日
 

 
 

３
．

文
書
で

の
回
答
を

確
認

 

 
 

４
．

団
体
交

渉
の
申
し

入
れ

と
闘

争
戦

術
の

事
前

通
告

 

 

 
 

回
答

を
文
書

で
受
け
取

り
内

容
を

速
や

か
に

分
析

す
る

。
 

※
回

答
期

限
ま
で

に
回
答
が

な
い

場
合

は
当

局
を

追
求

す
る

。
 

職
場

の
要

求
を

集
め

る
 

（
職

場
集

会
・

オ
ル

グ
・

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
な

ど
）
 

要
求

書
の

原
案

作
成

と
職

場
討

議
 

（
職

場
集

会
や

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
の

ま
と

め
）
 

要
求

書
・

闘
争

体
制

・
戦

術
の

決
定
 

（
機

関
会

議
で

決
定

）
 

要
求

書
提

出
と

団
体

交
渉

の
申

し
入

れ
 

回
答

書
を

受
け

取
る
 

 

《
２
．
交
渉
か
ら
妥
結
・
書

面
協
定

》
 

 

ほ
と
ん

ど
の

場
合
、

文
書
回

答
は

不
十

分
な

内
容

が
多

い
い
た

め
、
す

ぐ
に
交
渉

を
申

し
入

れ
、
交
渉
日

・
場
所

・
交
渉

課
題
・

交
渉

メ
ン

バ
ー

な
ど
を
確

認
し

ま
す

。
交
渉
は
、

執
行
部

全
員
・

青
年
部

・
女

性
部

役
員

な
ど
で
き

る
だ

け
大

衆
団
体
交
渉

を
追
求

し
ま
す

。
 

  ○
回
答
内

容
へ

の
反

論
の
た
め
法

律
・
条

例
規
則

・
既
得

権
な

ど
の

調
査

を
し
て

裏
づ
け

資
料

を
用
意
し
ま

す
。
 

○
要
求
事

項
の

根
拠

を
明
確
に
す

る
た
め

の
調
査

や
研
究

も
行

い
ま

す
。
 

○
事
前
に

交
渉

メ
ン

バ
ー
全
員
で

学
習
会

を
実
施

し
要
求

の
内

容
、

交
渉

の
す
す

め
方
、

発
言

の
役
割
分
担

な
ど
に

つ
い
て

意
思
統

一
を

は
か
っ

て
お
き

ま
す
。

 

 

○
労
使
対

等
で

あ
る

こ
と
を
念
頭

に
交
渉

を
す
す

め
ま
す

。
 

○
交
渉
は

、
相

手
の

対
応
い
か
ん

で
思
わ

ぬ
展
開

を
み
せ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す
。

相
手
方

の
こ

れ
ま
で
の
言

い
方
や

法
令
・

規
則
、

こ
れ

ま
で
の

交
渉
経

過
、
性

格
な

ど
の
分
析
か

ら
想
定

さ
れ
る

や
り
取

り
を

検
討
し

て
お
く

と
交
渉

が
進

め
や
す
く
な

り
ま
す

。
 

○
組
合
員

は
、

別
の

場
所
で
闘
争

委
員
会

や
職
場

集
会
を

開
い

て
待

機
す

る
な
ど

、
全
組

合
員

が
参
加
し
て

い
る
と

い
う
意

識
を
も

て
る

よ
う
に

し
ま
す

。
う
し

ろ
に

多
く
の
組
合

員
が
控

え
て
い

る
と
い

う
重

み
が
交

渉
の
場

で
の
迫

力
と

な
り
ま
す
し

、
逆
に

組
合
員

が
無
関

心
で

役
員
だ

け
の
交

渉
と
い

う
の

で
は
当
局
側

に
見
透

か
さ
れ

て
し
ま

い
ま

す
。
 

○
交
渉
の

途
中

で
、

当
局
側
か
ら

新
し
い

提
案
な

ど
が
あ

り
、

事
前

に
打

ち
合
わ

せ
て
い

な
い

局
面
に
な
っ

た
と
き

は
、
必

ず
休
憩

を
と

っ
て
意

思
統
一

を
し
ま

す
。

当
局
側
の
誘

い
に
乗

っ
て
、

よ
く
わ

か
ら

な
い
ま

ま
に
、

そ
の
場

で
承

諾
す
る
よ
う

な
こ
と

が
あ
っ

て
は
な

り
ま

せ
ん
。

持
ち
帰

っ
て
よ

く
検

討
す
る
よ
う

に
し
ま

す
。
 

  

○
交
渉
の

経
過

は
逐

一
組
合
員
に

知
ら
せ

、
最
終

的
な
場

面
で

は
、

待
機

し
て
い

る
組

合
員
や

地
方
本

部
役

員
に

も
は

か
っ

て
、

全
体
の

意
思
を

確
か
め

た
う

え
で
判

断
し
、

決
着

し
ま

す
。

 

○
労
使
で

合
意

し
た

内
容
は
、
書

面
に
し

て
双
方

署
名
押

印
し

て
「

書
面
協

定
」
を

交
わ

し
ま
す

。
＜
別

紙
ひ

な
型

を
参

照
＞
 

 

  

団
体

交
渉

の
設

定
 

団
体

交
渉

に
向

け
た

準
備
 

団
体

交
渉

の
進

め
方
 

妥
結

・
書

面
協

定
 

80



 

３
．
2
0
2
2
 
男
女
平
等
推
進

闘
争
の
取

り
組

み
 

⑴
 

基
本
的

な
考
え

方
 

①
 
自
治

労
本

部
は

2
0
1
4年

度
以

降
、「

男
女
平

等
推

進
闘
争
」
を

通
年
闘
争

と
し

、
春

闘
期

を
年
間

の
運

動
サ
イ

ク

ル
の
ス

タ
ー

ト
と

位
置

づ
け

、
６

月
の

「
男

女
平
等

推
進
月
間

」
を
統

一
闘

争
と

し
て

取
り

組
ん

で
い
ま

す
が
、

道
本
部

は
、

す
べ

て
の

取
り

組
み

に
男

女
平

等
の
視

点
を
盛
り

込
む
た

め
通

年
闘

争
と

し
て

取
り

組
み
を

進
め
、

1
7
年
が

経
過

し
ま
し

た
。
 

②
 
春
闘

期
に

実
施

し
て
い
る「

男
女
平

等
社

会
お

よ
び
職
場

に
お

け
る
男

女
平
等

の
実
現

に
関
す

る
統

一
要

求
書
」

は
、
前

年
度
よ
り
４

単
組
減

少
し
、
2
0
21
年

度
は

1
3
7
単
組
が

提
出
し

ま
し

た
。
要

求
書
提

出
単
組

は
横

ば
い
の

傾

向
が
続

い
て

い
る

一
方

で
、

具
体

的
な

交
渉

を
行

っ
た

単
組
は

限
ら
れ

て
お

り
、

地
方

本
部

・
単

組
で
の

受
け
止

め
が
十

分
で

は
な

い
こ

と
と

、
依

然
と

し
て

男
女
平

等
推
進
闘

争
が
重

点
課

題
と

は
な

り
得

て
い

な
い
こ

と
が
考

え
ら
れ

ま
す

。
す

べ
て

の
単

組
で

、
統

一
要

求
書

を
提

出
し
、

具
体
的

な
交

渉
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、
職

場
に
お

け
る
女

性
差

別
の
解

消
と
課

題
解

決
を

は
か

っ
て

い
く

こ
と
が

必
要
で

す
。
 

③
 
自
治

体
に

お
い

て
は
、「

女
性

活
躍

推
進

法
」
に

基
づ

く
「
特

定
事
業

主
行

動
計

画
」
が
策

定
さ
れ

て
い

ま
す
が

、

計
画
内

容
に

つ
い

て
は

、
男

女
平

等
と

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス

の
視

点
で

し
っ

か
り

と
検

証
し
、

よ
り
実

効
性
の

あ
る

計
画
と

な
る
よ

う
改

善
を

求
め

て
い

く
こ

と
が
必

要
で
す

。
 

④
 
道
本

部
は

６
月

を
「
男
女
平

等
推
進

月
間
」
と

し
て

取
り

組
み

を
進
め

て
き
ま

し
た

。
機
関

紙
の
発

行
や
学
習

会
等
の

開
催

に
よ

り
男

女
平

等
意

識
を

啓
発

す
る
と

と
も
に
、

市
町
村

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

条
例
の

制
定
お

よ
び
計

画
が

策
定

さ
れ

て
い

な
い

自
治

体
に

お
い
て

は
、
当
局

へ
の
要

求
と

具
体

的
な

取
り

組
み

を
展
開

す
る
こ

と
が
必

要
で

す
。
 

⑤
 

今
年

度
も

引
き

続
き

、
春

闘
期

を
男

女
平

等
推

進
闘

争
の

ス
タ

ー
ト

と
位

置
づ

け
、

全
国

統
一

行
動

で
あ

る

「
男
女

平
等

推
進

月
間

」
の

取
り

組
み

を
構

築
す

る
と

と
も
に

、
下
記

の
取

り
組

み
を

全
単

組
で

追
求
し

て
い
く

こ
と
と

し
ま

す
。
 

 ⑵
 

通
年
闘

争
と
し

て
の

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

 

①
 
春
闘

期
に

「
2
02
2
年
度
自
治

体
労
働

者
の
賃
金

・
労

働
条

件
に

関
す
る

統
一
要

求
書

」
と
同

時
に
「

2
0
2
2年

度

男
女
平

等
社

会
お
よ

び
職
場

に
お

け
る

男
女

平
等

の
実

現
に
関

す
る
統

一
要
求

書
」
を
提

出
し

、「
男
女
平

等
基
本

条
例
」「

男
女
平
等

行
動
計
画

」
や
「

職
場

に
お

け
る

男
女
平

等
」
総

体
の

議
論

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、
職

場
の

実

態
を
把

握
し

て
い
く

な
か
か

ら
、

６
月

の
全

国
統

一
行

動
に
む

け
た
議

論
を
進

め
ま
す

。
 

②
 
６
月

を
「

男
女
平

等
推
進
月

間
」
と

位
置
づ
け

、
機

関
紙

で
特
集
ペ
ー

ジ
を
設

け
る

な
ど
、

男
女
平

等
意
識
の

啓
発
に

取
り

組
み
ま

す
。
 

③
 
当
初

予
算

闘
争

や
人
員
確
保

闘
争
に

お
い
て

も
、「

募
集
・
採
用
・
配
置
・
昇
進

な
ど
に

お
け
る

男
女

平
等
の

実

現
」
の

課
題

を
中
心

に
交
渉

し
、
「
男

女
平
等

推
進

闘
争
」
の

課
題
を
具

体
的
に

解
決
す

る
場

と
し
ま
す

。
 

④
 
2
02

0
年

12
月

に
じ

ち
ろ
う
ネ

ッ
ト
（

サ
イ
ボ
ウ

ズ
ガ

ル
ー

ン
）

で
開
設

さ
れ
た

「
男

女
と
も

情
報
サ

イ
ト
」
を

活
用
し

、
自

治
労

本
部

や
他

県
本

部
の

取
り

組
み
か

ら
学
ん
だ

こ
と
を

組
合

員
と

共
有

す
る

こ
と

で
、
男

女
平
等

意
識
の

高
揚

と
取
り

組
み
の

強
化

を
は

か
り

ま
す

。
 

 ⑶
 
20
2
2
年

度
の
具

体
的

な
運
動

展
開
に

つ
い
て

 

①
 
道
本

部
の

取
り

組
み
 

ア
）
春

闘
期

に
、
北

海
道
・

市
長

会
・

町
村

会
に

対
す

る
申
し

入
れ
を

実
施
し

ま
す
。

 

イ
）
男

女
平
等

推
進

月
間
［
６
月

］
に

は
、
機

関
紙
「

自
治

労
北
海

道
」
特
集

号
の
発

行
や
「

男
女
平

等
講

演
会
」

 

の
開

催
な

ど
に
よ
る

啓
発
活

動
を

行
い

ま
す

。
 

ウ
）
地

方
本

部
と
連

携
し
た

学
習

・
啓

発
の

取
り

組
み

を
追
求

し
ま
す

。
 

エ
）
「
男

女
が
と

も
に

担
う
自

治
労
北

海
道
推

進
委
員

会
」
を

設
置
し
、
「

男
女
が

と
も

に
担

う
自

治
労
北

海
道
基

本
計

画
」

を
着
実
に

推
進
す

る
た

め
の

議
論

を
深

め
ま

す
。

 

②
 
地
方

本
部

の
取

り
組
み
 

ア
）
春

闘
期

に
管
内

市
長
会

・
町

村
会

に
対

す
る

申
し

入
れ
を

実
施
し

ま
す
。

 

イ
）
地

方
本

部
と
し

て
統
一

獲
得

目
標

・
妥

結
基

準
な

ど
を
設

定
し
、

具
体
的

な
要
求

実
現

を
め

ざ
し
ま

す
。
 

ウ
）
闘

争
体

制
の
強

化
に
む

け
て

、
学

習
会

の
開

催
、

単
組
・

総
支
部

代
表
者

会
議
の

開
催

を
め

ざ
し
ま

す
。
 

エ
）
男

女
平

等
推
進

月
間
［

６
月

］
に

教
宣

紙
を

発
行

す
る
な

ど
、
男

女
平
等

意
識
の

啓
発

に
取

り
組
み

ま
す
。

 

オ
）
地

方
本

部
執

行
部

は
地

方
本

部
女

性
部

・
青
年

部
な
ど
と

の
連
携

を
強

め
、

組
織

総
体

で
の

取
り
組

み
を
追

求
し

ま
す

。
 

カ
）
「
男

女
が
と

も
に

担
う
地

方
本
部

推
進
委

員
会
」

が
未
設

置
の
地
方

本
部
は

、
早
期

の
設

置
を
追
求

し
ま
す
。

ま
た

、
設

置
済
み
の

地
方
本

部
は

、
形

骸
化

す
る

こ
と

な
く

一
層
の
取

り
組

み
を

推
進

し
ま

す
。
 

③
 
単
組

・
総

支
部

の
取
り
組
み

 

ア
）
単

組
・

総
支
部

は
女
性

部
・

青
年

部
な

ど
と

の
連

携
を
強

め
、
組

織
総
体

で
の
取

り
組

み
を

追
求
し

ま
す
。

 

イ
）
男

女
平

等
推

進
月

間
［

６
月

］
に

は
、

教
宣
紙

を
発
行
す

る
な
ど

、
男

女
平

等
意

識
の

啓
発

に
取
り

組
み
ま

す
。
 

ウ
）
春

闘
期

の
取
り

組
み
と

し
て

、
以

下
の

取
り

組
み

を
行
い

ま
す
。

 

◇
 
統

一
要

求
書
の

一
斉
提

出
 

 
２

月
2
1
日
（

月
）
～

2
5
日
（
金

）
の

ゾ
ー

ン
に

、
集

中
提
出

日
を
２

月
25
日
（

金
）
と

し
、
全

単
組

が
「
2
0
22

年
度

男
女

平
等
社

会
お
よ
び

職
場

に
お

け
る

男
女
平

等
の
実

現
に
関
す

る
統

一
要

求
書

」
＜

別
記

＞
を

各
自
治

体
首

長
に

対
し
て
提

出
し
ま

す
。
 

＜
重
点

要
求

指
標
＞

 

ⅰ
）

地
域

の
状
況
を

反
映
し

た
男

女
平

等
基

本
条

例
ま

た
は

男
女
平
等

参
画

計
画

を
制

定
す

る
こ

と
。
 

ⅱ
）

地
公

法
13
条
・

改
正
均

等
法

を
遵

守
し

、
男

女
平

等
の
職

場
と
す

る
こ
と

。
 

ⅲ
）

募
集

・
採
用

・
配
置
・

昇
進

・
賃

金
な

ど
に
つ

い
て
、

男
女
別
・

雇
用

形
態

別
・

職
種

別
・

職
階

別
の
実

態
を
調

査
し
、

差
別

の
是
正
措
置

を
は
か

る
こ
と

。
 

ⅳ
）

次
世

代
育
成

支
援
対
策

推
進

法
に

基
づ

く
「
特

定
（
一

般
）
事
業

主
行

動
計

画
」

の
進

捗
状

況
の

点
検
と

労
使
協

議
の
場

を
確

保
す
る
こ
と

。
 

ⅴ
）「

女
性
活

躍
推

進
法
」
に
基

づ
く
「

特
定
（

一
般
）
事
業
主

行
動

計
画

」
に
つ

い
て
は

、
男
女

平
等

と
ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
の
視
点

で
し
っ

か
り
と

検
証
し

、
よ

り
実
効
性

の
あ
る
計

画
と

な
る
よ

う
改
善

す

る
と
と

も
に
、

計
画

の
進
行
管
理

を
行
う

こ
と
。

 

◇
回
答

指
定

日
 

 
要

求
の

回
答
指
定

日
は
、

３
月

７
日

（
月

）
と

し
、

要
求

の
前
進
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

 
要

求
・
交
渉
を

進
め
る

に
あ

た
り
、
単

組
内
で

の
議
論

を
深

め
る
と
同

時
に

、
男
女

平
等

推
進

月
間
［

６
月

］

に
む

け
て

具
体
的
な

取
り
組

み
を

計
画

し
ま

す
。
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別
 
記

 
 

 
 

2
0
22
年
度

男
女
平

等
社

会
お
よ

び
 

職
場
に
お

け
る
男

女
平
等
の

実
現
に

関
す

る
統
一
要
求
書
 

 １
．
男

女
平
等

社
会

実
現
に
む

け
て
 

⑴
 

地
域
の

状
況

を
反

映
し

た
男

女
平
等

基
本

条
例
ま

た
は

男
女

平
等

参
画

計
画
を

制
定

す
る

こ
と

。
策

定
に

あ
た
っ

て
は
、

下
記

事
項
を
盛
り

込
む
こ

と
。
 

①
 
自

治
体

の
男

女
平

等
行

動
計
画

の
策

定
お
よ

び
男

女
共

同
参

画
社

会
基
本

法
に

基
づ
く

第
５

次
男

女
共

同
参
画

基
本
計

画
を

踏
ま
え
た

行
動
計
画

の
見
直

し
を
行

う
こ

と
。
 

②
 
自

治
体

に
設

置
す

る
公

的
審
議

会
、

各
種
行

政
委

員
会

等
へ

の
女

性
の
登

用
を

進
め
、

当
面

の
最

低
目

標
値
を

4
0
％

と
し

、
5
0
％

を
め

ざ
す

こ
と

。
ま
た

、
登

用
段

階
で

女
性

の
少
な

い
職

名
指
定

な
ど
、

結
果

と
し
て

女
性
を

排
除

す
る
こ
と

の
な
い
よ

う
公
正

な
運
用

を
行

う
こ
と
。
 

⑵
 

「
公
契

約
」

に
基

づ
く

民
間

委
託
労

働
者

の
賃
金

お
よ

び
労

働
条

件
の

確
保
と

、
環

境
・

福
祉

・
公

正
労

働
・
男

女
平
等
参

画
な

ど
の
社

会
的

価
値

を
実
現

す
る
た

め
、「

社
会

的
価
値

の
実

現
に
資

す
る
た
め

の
自
治

体
契
約

制
度
の

あ
り

方
に
関
す
る

基
本
条

例
」
を

制
定
す

る
こ

と
。
 

 

２
．
職

場
に
お

け
る

男
女
平
等

の
実
現

に
つ

い
て
 

⑴
 

『
女
性

差
別

撤
廃

条
約

』
の

理
念
に

基
づ

き
、
地

公
法

1
3
条

・
改

正
均

等
法
を

遵
守

し
、

採
用

か
ら

退
職

に
至
る

ま
で

の
実

質
的

な
男

女
平
等

の
職

場
と
す

る
こ

と
。

特
に

、
婚

姻
、
妊

娠
、

出
産
を

理
由

と
し

た
退

職
強
要

は
な
く

す
こ

と
。
 

⑵
 
「
女

性
職
員

の
採

用
・
登
用

拡
大

計
画
」
の

策
定
ま
た

は
拡

充
し

、
年

次
計
画
・
数

値
目

標
を

含
む

採
用

・

登
用
等

の
改
善

に
む

け
た
計
画
の

策
定
を

行
う
こ

と
。
 

⑶
 

募
集

・
採
用
の

差
別
を

せ
ず

、
男

女
に

平
等

・
公

正
な
就

職
機
会

を
保
障

す
る
こ

と
。
 

⑷
 

教
育

訓
練
に
お

け
る
差

別
を

な
く

し
、

研
修

・
教

育
プ
ラ

ン
に
男

女
平
等

の
テ
ー

マ
を

盛
り

込
む
こ

と
。
 

⑸
 

福
利
厚

生
に

お
け

る
性

別
に

よ
る
差

別
的

取
り
扱

い
の

有
無

を
検

証
し

、
性
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

中
立

的
な
適

用
を
は

か
る

こ
と
。
 

⑹
 

配
偶

者
の
昇
進

や
昇
格

に
伴

う
退

職
勧

奨
な

ど
、

定
年
・

退
職
・

解
雇
に

お
け
る

差
別

を
な

く
す
こ

と
。
 

⑺
 

実
質

的
な
間
接

差
別
に

つ
な

が
る

基
準

・
慣

行
な

ど
を
見

直
す
こ

と
。
 

⑻
 

労
働
安

全
衛

生
委

員
会

に
お

け
る
男

女
平

等
参
画

を
す

す
め

、
女

性
や

臨
時
・

非
常

勤
等

職
員

の
立

場
か

ら
安
全

で
快
適

な
職

場
づ
く
り
に

取
り
組

む
こ
と

。
 

⑼
 

婚
姻

等
の
改
姓

に
よ
り

、
職

場
で

不
便
と

感
じ

、
働
く

意
欲

が
阻

害
さ

れ
る

こ
と
の
無

い
よ
う

、
旧
姓
（

通

称
）
使

用
を
制

度
化

す
る
こ
と
。

 

 

３
．
格

差
是
正

に
つ

い
て
 

⑴
 

昇
格

、
昇
給
、

賃
金
制

度
の

運
用

に
関

す
る

格
差

を
な
く

す
こ
と

。
 

⑵
 

配
置

・
昇
進
の

男
女
異

な
る

扱
い

を
是

正
す

る
こ

と
。
 

⑶
 

扶
養

手
当
の
被

扶
養
者

の
認

定
お

よ
び

住
居

手
当

の
支
給

に
あ
た

っ
て
は
「

世
帯
主

」「
主

た
る

生
計

の
維

持
者
」

を
基

準
と

せ
ず

申
請

し
た
者

に
認

め
る
こ

と
。

申
請

手
続

き
に

つ
い
て

も
男

女
同
一

の
取

り
扱

い
と

す
る
こ

と
。
 

 

 

４
．
次

世
代
育

成
支

援
対
策
推

進
法
に

つ
い

て
 

⑴
 

次
世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
に
基

づ
き

制
定
さ

れ
た

「
都

道
府

県
・

市
町
村

行
動

計
画

」
お

よ
び

「
特

定
事
業

主
行
動

計
画

」
の
着
実
な

実
施
を

は
か
る

こ
と
。

 

⑵
 

「
特
定

（
一

般
）

事
業

主
行

動
計
画

」
に

含
ま
れ

る
賃

金
労

働
条

件
に

関
す
る

事
項

に
つ

い
て

の
労

使
協

議
を
行

い
、
改

善
を

は
か
る
こ
と

。
 

 

５
．
女

性
活
躍

推
進

法
に
つ
い

て
 

⑴
 

女
性

の
職
業
生

活
に
お

け
る

活
躍

の
推

進
に

関
す

る
法
律
（
以

下
、「

女
性
活

躍
推
進

法
」
）
に

基
づ

く
「
特

定
（
一

般
）

事
業

主
行

動
計

画
」
に

つ
い

て
は
、

男
女

平
等

と
ワ

ー
ク

・
ラ
イ

フ
・

バ
ラ
ン

ス
の

視
点

で
し

っ
か
り

と
検

証
し

、
よ

り
実

効
性
の

あ
る

計
画
と

な
る

よ
う

改
善

す
る

と
と
も

に
、

計
画
の

進
行

管
理

を
行

う
こ
と

。
 

⑵
 

努
力

義
務
と
な

っ
て
い

る
女

性
活

躍
推

進
法

に
基

づ
く
（
市

町
村
）「

推
進

計
画

」
を

積
極

的
に
策

定
す

る

こ
と
。

策
定

に
あ

た
っ

て
は

、
地
域

の
労

働
者
団

体
や

経
営

者
団

体
な

ど
の
ニ

ー
ズ

調
査
を

実
施

し
、

広
範

な
意
見

の
反
映

を
は

か
る
と
と
も

に
、
労

働
組
合

と
十
分

協
議

を
行
う
こ
と

。
 

 ６
．
両

立
支
援

の
促

進
に
つ
い

て
 

⑴
 

職
場

に
お
け
る

仕
事
と

生
活

の
調

和
を

実
現

す
る

た
め
、
20

2
1
人
事
院
勧

告
で
示

さ
れ
た

仕
事
と

育
児

や

介
護
等

の
両

立
支

援
に

む
け

た
環
境

整
備

を
進
め

る
こ

と
。

ま
た

、
男

女
と
も

に
育

児
休
業

（
休

暇
）

な
ど

を
取
得

し
や
す

い
環

境
づ
く
り
を

進
め
る

こ
と
。

 

 
⑵
 

男
女

が
と

も
に

取
得
で

き
る

不
妊
治

療
休

暇
の

取
得

に
む
け

た
条

例
・
規

則
の
制
定

も
含

め
た
環

境
整

備

と
制
度

拡
充

を
図

る
こ

と
。

ま
た
、

介
護

休
業
（

休
暇

）
制

度
の

充
実

と
活
用

を
進

め
る
と

と
も

に
、

両
立

支
援
制

度
の
充

実
と

周
知
徹
底
を

図
る
こ

と
。
 

 

７
．
あ

ら
ゆ
る

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

等
対
策

に
つ

い
て
 

⑴
 

セ
ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、
マ

タ
ニ

テ
ィ
（

パ
タ

ニ
テ

ィ
）

ハ
ラ

ス
メ
ン

ト
、

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ

Ｔ
に

関
す

る
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト

な
ど
の

防
止

に
つ

い
て

、
労

使
一
体

と
な

っ
た
取

り
組

み
を

実
施

す
る
こ

と
。
 

⑵
 

あ
ら
ゆ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

な
く
す

た
め

の
基
本

方
針

を
明

確
に

し
、

法
律
に

よ
り

義
務

付
け

ら
れ

て
い

る
、
啓

発
活
動

や
相

談
・
苦
情
処

理
の
た

め
の
体

制
整
備

を
は

か
る
こ
と
。

 

⑶
 

男
女

同
数
・
労

使
同
数

で
構

成
す

る
苦

情
処

理
委

員
会
を

設
置
す

る
こ
と

。
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20
21

年
10

月
８
日

 
 
 

 
 

 
 
自
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２
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０
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発
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第
１

号
 

自
治

労
北

海
道

本
部

女
性

部
 

                              

＊ 全 体 討 論 ＊  

女 性 の 集 ま る 場 の 取

り 組 み と し て 、 札 幌 地

本 、 道 北 地 本 宗 谷 ブ ロ ッ

ク 、 日 高 地 本 か ら 交 流 集

会 の 開 催 、 枝 幸 町 職 、 足

寄 町 職 労 か ら 生 理 や 母

性 保 護 の 学 習 会 の 開 催

が 報 告 さ れ た 。 職 場 改 善

と し て 、 道 南 地 本 で は 職

場 改 善 実 態 調 査 の 結 果

を も と に 重 点 要 求 項 目

を 設 定 し 、 鹿 部 町 職 労

（ 産 前 休 暇 ８ 週 取 得 ） や

長 万 部 町 職 労 （ 子 の 看 護

休 暇 の 対 象 年 齢 を 中 学

校 就 学 前 に 引 き 上 げ ） な

ど の 権 利 拡 充 に つ な が

っ た 。 こ の ほ か 、 教 宣 紙

な ど で 調 査 結 果 の 周 知

を す る な ど 、 調 査 結 果 の

活 用 や 要 求 に つ な げ る 取

り 組 み が 報 告 さ れ た 。 組

織 強 化 と し て 、 道 北 地 本

上 川 、 宗 谷 ブ ロ ッ ク か ら

全 単 組 オ ル グ の 実 施 、 足

寄 町 職 労 は 茶 話 会 の 開 催

な ど 、 丁 寧 に 声 を 拾 う 取

り 組 み 報 告 が あ り 、 「 仲 間

と の つ な が り 」 や 「 話 せ

る 場 」 を 意 識 し た 活 動 、

釧 根 地 本 で は 、 子 ど も 同

伴 で も 参 加 で き る 幹 事 会

に 取 り 組 ん で い る 。  

＊ 部 長 ま と め ＊  

総 会 の 最 後 に 、 大 村 女

性 部 長 か ら 「 女 性 が 集 ま

る 場 を つ く る こ と も 女 性

部 運 動 の 成 果 。 こ の 積 み

重 ね が 権 利 獲 得 や 拡 充 、

 道 本 部 女 性 部 は 、 2
0

2
1

年 9 月 1
1

日 、 対 面 と ウ ェ ブ の 併 用 に よ り 「 第

3
6

回 定 期 総 会 」 を 開 催 し 、 10
3

単 組 ・

総 支 部 、 16
9

人 が 参 加 し た 。 総 会 で は 、

一 般 経 過 報 告 、 活 動 の 総 括 ( 案 ) 、 運

動 の 基 本 目 標 ・ 方 針 お よ び 具 体 的 な

進 め 方 ( 案 ) 、 当 面 の 闘 争 方 針 ( 案 ) 、 第

1
0

次 組 織 強 化 方 針 総 括 ( 案 ) 、 第 1
1

次

組 織 強 化 方 針 ( 案 ) を 執 行 部 か ら 提 起

し 、 1
0

本 の 発 言 に よ り 方 針 が 補 強 さ

れ 、 圧 倒 的 多 数 で 可 決 ・ 承 認 さ れ た 。 

職 場 改 善 に つ な が る 。 お 互

い の 取 り 組 み に 学 び 合 い 、

み ん な で 女 性 部 運 動 を 進

め て い こ う 」 と 集 約 し 、 大

村 女 性 部 長 の 団 結 ガ ン バ

ロ ー で 総 会 を 終 え た 。  

【 2
0

2
2 年 度 役 員 体 制 】  

部   長  大 村 さ や か  

（ 道 北 ・ 愛 別 町 職 ）  

副 部 長  菅 野  ま み  

（ 札 幌 ・ 喜 茂 別 町 職 ） 

     河 原 﨑 育 子  

（ 網 走 ・ 全 道 庁 労 連 ） 

書 記 長  澤 井  美 乃  

（ 日 高 ・ 様 似 町 職 ）  

書 記 次 長  山 口  樹 里  

（ 釧 根 ・ 羅 臼 町 職 労 ） 
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一
時

金
▲

0
.1

5
月

っ
て

ど
れ

く
ら

い
？

 

人
は

少
な

い
の

に
、

災
害

や
コ

ロ
ナ

で
業

務
量

は
増

加
。

夜
９

時
、

1
0

時
ま

で
残

業
、

土
日

も
仕

事
、

振
替

は
取

れ
な

い
し

、
体

調
が

悪
く

て

も
休

め
な

い
。

時
間

外
だ

っ
て

申
請

し
に

く
い

。
家

に
帰

っ
た

ら
夜

中

ま
で

家
事

…
。

で
も

、
誰

か
が

し
な

き
ゃ

と
頑

張
っ

て
い

る
の

に
…

 

え
え

！
？

ボ
ー

ナ
ス

を
あ

て
に

車
の

ロ
ー

ン

や
奨

学
金

を
返

済
し

て
い

る
の

に
…

 

会
計

年
度

任
用

職
員

は
期

末
手

当

の
支

給
の

み
な

の
で

、
年

収
に

占

め
る

削
減

額
が

大
き

い
な

…
。

 

も
と

も
と

低
い

の
に

…
 

仲
間

の
声

を
形

に
し

よ
う

！
 

今
の

職
場

は
、

安
心

し
て

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場

で
す

か
？

働
き

続
け

た
い

職
場

で
す

か
？

 

賃
金

・
労

働
条

件
・

職
場

環
境

な
ど

、
み

ん
な

の

「
オ

カ
シ

イ
」

を
「

要
求
・
交

渉
」

に
つ

な
げ

よ
う

！
 

◆
要

求
書
の

一
斉

提
出

日
 

１
０
月

２
５
日
（
月
）
 

◆
回

答
指
定

日
 

 
１
１

月
 

４
日

（
木
）
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首
藤

若
菜

教
授

の
講

演
を

含
む

、
連

合
中

央
女

性
集

会

の
動

画
が

配
信

さ
れ

て
い

ま
 

す
。

ぜ
ひ

、
ご

覧
く

だ
さ

い
。
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 毛 利 女 性 部 長 の あ い さ つ 、 提 起

の 後 、 杉 浦 浩 美 埼 玉 学 園 大 学 大 学

院 准 教 授 か ら 「 職 場 の ケ ア 宣 言 ！

～ 働 く 女 性 と 母 性 保 護 」 と 題 し 講

演 を 受 け た 。  

 杉 浦 さ ん は 「 生 理 や 妊 娠 ・ 出 産

な ど 女 性 特 有 の 生 物 学 的 性 差 が

長 ら く 差 別 の 根 拠 に さ れ 、 女 性 は

雇 い に く い ・ 一 人 前 に 働 け な い な

ど の 社 会 的 性 差 （ ジ ェ ン ダ ー ） に

繋 が っ て い る 。 男 性 身 体 基 準 の

「 ケ ア な し 労 働 者 」 か ら 外 れ た 側

に 非 が あ る の で は と 、 女 性 が 自 責

化 に 追 い 込 ま れ て い る 。 今 の 社 会

は 、 ケ ア が 無 視 さ れ 、 効 率 化 を 重

視 し 、 投 資 し て 回 収 で き る か が 大

事 に さ れ て い る 。 若 い 世 代 を 育

て 、 ケ ア を 様 々 な 組 織 の 中 心 原 理

と す る 社 会 を つ く ら な け れ ば な

ら な い 」 と 話 さ れ た 。  

 

 2
0

2
1 年 1
0 月 2
2 日 、 W
EB で 開 催

さ れ た （ 北 海 道 か ら 2 名 参 加 ） 。 

 2
0

2
1 年 1
0 月 2
2 日 、 連 合 中 央

女 性 集 会 に 先 立 ち 、 東 京 都 ・ 自

治 労 会 館 と W
EB で 開 催 さ れ 、 2
6 県

本 部 1 社 保 （ 北 海 道 か ら 2 名 ）

が 参 加 し た 。  

▲
講

演
す

る
杉

浦
浩

美
准

教
授

 

 2
0

2
1 年 1
0 月 に 就 任 し た 芳 野

友 子 連 合 会 長 （ JAM ） の あ い さ

つ 、 井 上 総 合 政 策 推 進 局 長 の 提 起

の 後 、 首 藤 若 菜 立 教 大 学 経 済 学 部

教 授 か ら 「 男 女 平 等 参 画 社 会 の 実

現 に 向 け た 労 働 組 合 へ の 期 待 」 と

題 し 講 演 を 受 け た 。  

 首 藤 さ ん は 「 労 働 組 合 は 女 性 を 登

用 し よ う と し て き た が 、 女 性 が 育 た

な い な ど の 理 由 で 登 用 で き て い な

い 。 役 員 は 経 験 し て こ そ 面 白 さ が わ

か る 。 組 合 内 部 で 業 務 ・ 役 割 配 置 の

男 女 差 が 生 じ て い な い か 。 性 差 別 に

は 、 敵 対 的 性 差 別 と 好 意 的 性 差 別 が

あ る 。 好 意 的 性 差 別 は 思 い や り の 一

種 だ と 捉 え ら れ 、 女 性 に も 受 け 入 れ

ら れ や す い が 、 こ の 配 慮 が 結 果 的 に

チ ャ ン ス を 奪 っ て い る 可 能 性 が あ

る 。 意 欲 は 育 て る も の 。 こ れ ま で の

ル ー ル を 見 直 し 、 多 様 な 声 を 反 映 し

た 組 織 、 運 動 を つ く り あ げ ら れ る か

が 、 今 の 労 働 組 合 に 問 わ れ て い る 」

と 話 さ れ た 。  

 そ の 後 、 首 藤 教 授 と 連 合 の 芳 野 会

長 、 清 水 事 務 局 長 （ 日 教 組 ） に よ る

ト ー ク セ ッ シ ョ ン 、 集 会 ア ピ ー ル を

採 択 し 、 閉 会 し た 。  

▲
芳
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長
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 毛 利 女 性 部 長 の あ い さ つ ・ 提 起 の

後 、 元 月 間 労 働 組 合 編 集 長 の 松 上 隆 明

さ ん か ら 、 「 コ ロ ナ 禍 の 労 働 者 の 状 態

～ 民 間 企 業 の 実 態 と 公 務 員 の こ れ か

ら ～ 」 と 題 し 、 講 演 を 受 け た 。  

 松 上 さ ん は 「 日 本 は 長 期 に わ た り 賃

金 低 下 と 経 済 の デ フ レ 化 が 進 ん で い

る 。 中 小 企 業 の 低 賃 金 や 非 正 規 の 増 加

が 要 因 。 資 本 主 義 国 で は あ り え な い 状

況 で 、 自 粛 ・ 忖 度 ・ ア キ ラ メ で 国 が 成

り 立 っ て い る 。 こ の 間 の 賃 下 げ で 公 務

員 の 生 涯 賃 金 は 2,0
00

万 円 も 低 下 し て い

る が 、 若 年 層 は 賃 金 が 下 げ ら れ て い る

こ と に 気 づ い て い な い 。 本 来 は 、 労 働

組 合 が 歯 止 め を か け る 役 割 を 担 う べ

き と こ ろ だ が 機 能 し て い な い 。 公 務 員

労 働 者 も し っ か り と 賃 上 げ に 取 り 組

ん で ほ し い 」 と 話 さ れ た 。  

 続 い て 、 り べ る て ・ え が り て 法 律 事

務 所 の 中 野 麻 美 弁 護 士 か ら 、 「 自 由 と

平 等 の 権 利 」 と 題 し 、 講 演 を 受 け た 。 

 中 野 さ ん は 「 ジ ェ ン ダ ー 規 範 は 男 女

に 異 な る 社 会 的 役 割 を 与 え 、 子 ど も が

社 会 規 範 を 学 習 す る 過 程

で 学 び 取 ら れ て い る 。 社 会

規 範 か ら の 逸 脱 に 対 し 同

調 圧 力 が 働 く 仕 組 み に よ

り 声 を あ げ づ ら い 。 マ ジ ョ

リ テ ィ （ 多 数 派 ） こ そ 変 わ

ら な け れ ば な ら な い 。 各 種

行 政 サ ー ビ ス が 中 立 的 に

作 用 す る か 、 ジ ェ ン ダ ー 監

査 が 必 要 。 自 由 や 平 等 の 権

 2
0

2
1 年 1
0 月 2
3 日 、 東 京 都 ・ 自 治

労 会 館 と W
EB で 開 催 さ れ 、 2
4 県 本 部

6
4 人 ( 北 海 道 か ら ２ 人 ) が 参 加 し た 。  

   

Zo
om

に
て

、
20

22
年

度
女

性
労

働
学

校
に

参
加

し
て

き
ま

し
た

。
 

講
座

Ⅰ
で

は
、

元
月

間
労

働
組

合
編

集
⾧

で
あ

る
松

上
隆

明
さ

ん
よ

り
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

労
働

者
の

実
態

、
公

務
員

の
こ

れ
か

ら
に

つ
い

て
の

お
話

を
拝

聴
し

、
気

づ
か

な
い

う
ち

に
低

賃
金

化
が

す
す

ん
で

い
る

現
状

な
ど

労
働

者
が

抱
え

て
い

る
多

く
の

問
題

に
つ

い
て

学
び

ま
し

た
。

 
講

座
Ⅱ

で
は

、
り

べ
る

て
・

え
が

り
て

法
律

事
務

所
の

中
野

麻
美

弁
護

士
よ

り
、

「
自

由
と

平
等

の
権

利
」

と
題

し
て

日
本

の
男

女
平

等
指

数
の

低
さ

や
ジ

ェ
ン

ダ
ー

不
平

等
社

会
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
世

界
で

も
最

低
水

準
で

あ
る

こ
と

を
数

値
で

見
て

実
感

し
ま

し
た

。
生

活
と

労
働

の
両

立
を

実
現

す
る

た
め

に
は

6
時

間
労

働
・

週
30

時
間

制
に

働
き

方
を

変
え

る
必

要
が

あ
る

と
い

う
お

話
が

特
に

印
象

的
で

し
た

。
 

分
散

会
は

Zo
om

の
ブ

レ
イ

ク
ア

ウ
ト

ル
ー

ム
を

使
用

し
、

主
に

「
生

理
休

暇
」

「
休

憩
時

間
や

休
暇

の
取

得
」

に
つ

い
て

90
分

の
討

論
を

行
い

ま
し

た
。

ど
こ

の
自

治
体

も
人

手
不

足
や

女
性

特
有

の
権

利
の

取
得

の
し

づ
ら

さ
の

問
題

を
抱

え
て

お
り

、
こ

れ
以

上
働

き
づ

ら
く

な
ら

な
い

た
め

に
も

早
急

な
改

善
が

必
要

で
あ

る
と

実
感

し
ま

し
た

。
 

日
高

地
本

 
髙

岸
海

里
（

え
り

も
町

職
）

利 を 守 る こ と が 労 働 組 合 の

役 割 で あ り 、 問 題 提 起 で き

る 存 在 で あ っ て ほ し い 」 と

話 さ れ た 。  

 分 散 会 で は 、 講 演 の 感 想

を は じ め 、 賃 金 や 休 暇 、 職

場 実 態 な ど 、 多 岐 に わ た り

全 国 の 仲 間 と 活 発 な 意 見 交

換 が 行 わ れ 、 毛 利 女 性 部 長

の 全 体 集 約 で 終 了 し た 。  
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